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第 1章 調査の概要 
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１ 調査の目的 

セーフコミュニティ活動による市民の認識や行動に関する変化を確認するデータ等を収集し、取組の

評価や改善につなげるもの。 

 

２ 調査の地域 

鹿児島市全域 

 

３ 調査方法 

 

  
  

全体 乳幼児 一般 高齢者 

対象者 

0 歳～6 歳で 

未就学児の男女 

（保護者） 

16～64 歳の男女 65 歳以上の男女 

回答者 保護者回答 本人回答 本人回答 

調査方法 
市内に居住する市民を無作為抽出し、 

郵送による発送・回収 

配布数 3,500 人 1,000 人 1,500 人 1,000 人 

有効回答数 1,463 人  488 人  447 人  528 人  

有効回答率 41.8％  48.8％  29.8％  52.8％  

 

４ 調査期間 

平成 28年８月１日（月）～８月 19日（金） 

 

５ 調査の基準日 

平成 28年７月１日（金） 

 

６ 調査結果利用上の注意 

・割合は百分比の小数点第２位を四捨五入しているため、合計は 100％と一致しない場合がある。 

・割合は、回答人数を分母として算出している。 

・乳幼児の問 10（家庭内の安全対策の認識度及び保護者がとる安全対策）については、項目毎の比較を

行うため、「器具や設備等がない等の理由で危険性が低い」への回答及び無回答を除外した割合を掲載し

ている。 

 



 

 

 

 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第２章 乳幼児 
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問１ 対象のお子さん（封書の宛名）についてお聞きします。 

 

(１)対象（封書の宛名）のお子さんの性別 

性別については、「男」が 51.4％「女」が 48.6％となっている。 

 

 

 

(２)対象（封書の宛名）のお子さんの年齢（平成 28年７月１日現在） 

年齢については、「1歳」が 19.3％と最も多く、次いで、「3歳」の 16.6％、「4歳」の 15.4％の順とな

っている。 

 

 

  

回答数 構成比

488 100.0%

251 51.4%

237 48.6%

0 0.0%

項目

回答人数

男

女

無回答

男

51.4%

女

48.6%

無回答

0.0%

回答数 構成比

488 100.0%

74 15.2%

94 19.3%

65 13.3%

81 16.6%

75 15.4%

74 15.2%

24 4.9%

1 0.2%

項目

回答人数

0歳

1歳

2歳

3歳

4歳

5歳

6歳

無回答

0歳

15.2%

1歳

19.3%

2歳

13.3%3歳

16.6%

4歳

15.4%

5歳

15.2%

6歳

4.9%
無回答

0.2%
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(３)対象（封書の宛名）のお子さんの就園状況（平成 28年７月１日現在） 

就園状況については、「未就園児」が 34.2％と最も高く、次いで、「保育園児」の 31.1％、「幼稚園児」

の 20.3％の順となっている。 

 

 

 

(４)家族構成 

家族構成については、「子どもと両親」が 73.0％と最も高く、次いで、「子どもと母（又は父）」の 12.9％、

「子どもと母（又は父）と祖父母等」の 7.6％の順となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

  

回答数 構成比

488 100.0%

167 34.2%

152 31.1%

99 20.3%

49 10.0%

19 3.9%

2 0.4%

項目

回答人数

未就園児

保育園児

幼稚園児

認定こども園児

その他

無回答

未就園児

34.2%

保育園児

31.1%

幼稚園児

20.3%

認定こど

も園児

10.0%

その他

3.9%

無回答

0.4%

回答数 構成比

488 100.0%

356 73.0%

63 12.9%

21 4.3%

37 7.6%

5 1.0%

6 1.2%無回答

項目

回答人数

子どもと両親

子どもと母（又は父）

子どもと両親と祖父母等

子どもと母（又は父）と祖父母等

その他

子どもと両

親

73.0%

子どもと母

（又は父）

12.9%

子どもと両

親と祖父母

等

4.3%

子どもと母

（又は父）

と祖父母等

7.6%

その他

1.0%
無回答

1.2%
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問３ あなたは、鹿児島市が「セーフコミュニティ」に取り組んでいることを知っていますか。

（１つに○） 

 

セーフコミュニティの認識度については、「知らない」が 85.0％と最も高く、次いで、「聞いた（新聞

やテレビ、パンフレットなどで見た）ことはあるが、内容は知らない」の 12.1％、「内容も含めて知って

いる」の 2.5％の順となっている。 

 

 

  

回答数 構成比

488 100.0%

12 2.5%

59 12.1%

415 85.0%

2 0.4%

項目

回答人数

内容も含めて知っている

聞いた（新聞やテレビ、パンフレットなど
で見た）ことはあるが、内容は知らない

知らない

無回答

2.5%

12.1%

85.0%

0.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問４ 対象のお子さんは、この１年間（平成２７年７月から平成２８年６月まで）に交通安全教

室（保育園や幼稚園等での講習会などを含む）に参加したことがありますか。（１つに○） 

 

交通安全教室等に参加したかについては、「参加したことがない」が 47.5％と最も高く、次いで、「子

どもだけで参加したことがある」の 34.6％、「わからない」の 10.9％の順となっている。 

 

 

【属性別特徴】 

年齢別では、年齢が高くなるほど「参加したことがない」の割合が低く、「子どもだけで参加したこと

がある」の割合が高くなっている。 

就園状況別では、未就学児の「参加したことがない」の割合、幼稚園児・認定こども園児の「子ども

だけで参加したことがある」の割合がそれぞれ高くなっている。 

 

 

回答数 構成比

488 100.0%

169 34.6%

14 2.9%

232 47.5%

53 10.9%

20 4.1%

項目

回答人数

子どもだけで参加したことがある

保護者と一緒に参加したことがある

参加したことがない

わからない

無回答

34.6%

2.9%

47.5%

10.9%

4.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合

5歳 6歳 無回答

回答人数 488 100.0% 74 100.0% 94 100.0% 65 100.0% 81 100.0% 75 100.0% 74 100.0% 25 100.0% 0 -

項目
回答人数

0歳 1歳 2歳 3歳 4歳

子どもだけで参加したことがある 169 34.6% 4 5.4% 7 7.4% 10 15.4% 31 38.3% 41 54.7% 56 75.7% 20 80.0% 0 -

保護者と一緒に参加したことがある 14 2.9% 1 1.4% 1 1.1% 0 0.0% 2 2.5% 3 4.0% 6 8.1% 1 4.0% 0 -

参加したことがない 232 47.5% 64 86.5% 69 73.4% 40 61.5% 36 44.4% 16 21.3% 6 8.1% 1 4.0% 0 -

わからない 53 10.9% 3 4.1% 13 13.8% 9 13.8% 8 9.9% 12 16.0% 5 6.8% 3 12.0% 0 -

無回答 20 4.1% 2 2.7% 4 4.3% 6 9.2% 4 4.9% 3 4.0% 1 1.4% 0 0.0% 0 -

年齢（1歳刻み）

人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合

無回答

回答人数 488 100.0% 167 100.0% 152 100.0% 99 100.0% 49 100.0% 19 100.0% 2 100.0%

項目
回答人数

未就学児 保育園児 幼稚園児
認定こども園

児
その他

子どもだけで参加したことがある 169 34.6% 3 1.8% 64 42.1% 68 68.7% 31 63.3% 3 15.8% 0 0.0%

保護者と一緒に参加したことがある 14 2.9% 4 2.4% 1 0.7% 5 5.1% 2 4.1% 2 10.5% 0 0.0%

参加したことがない 232 47.5% 146 87.4% 49 32.2% 16 16.2% 7 14.3% 12 63.2% 2 100.0%

わからない 53 10.9% 4 2.4% 35 23.0% 6 6.1% 7 14.3% 1 5.3% 0 0.0%

無回答 20 4.1% 10 6.0% 3 2.0% 4 4.0% 2 4.1% 1 5.3% 0 0.0%

就園状況
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【モデル地区（吉野小校区）】 

 

 

 

  

人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合

0歳
項目

年齢（1歳刻み）

無回答1歳 2歳 3歳 4歳 5歳 6歳

回答人数

回答人数 100.0% 13 100.0% 5100.0%47

子どもだけで参加したことがある

100.0% 1 100.0% 0 -100.0% 7 100.0% 7 100.0% 77

16 34.0% 0 0.0% 2 15.4% 1 20.0% 0 0.0% 0 -3 42.9% 5 71.4% 5 71.4%

保護者と一緒に参加したことがある 0.0% 0 0.0% 000 0.0%

参加したことがない

0.0% 0 -0.0% 0 0.0% 0 0.0% 00.0% 0

25 53.2% 9 69.2% 2 40.0% 3 42.9%7 100.0% 0 -1 14.3% 2 28.6% 1 100.0%

わからない 0.0% 1 7.7% 18.5%4 0.0% 0 0.0% 0 -20.0% 1 14.3% 1 14.3% 00

無回答 4.3%2 20.0% 0 0.0% 0 0.0% 00 0.0% 1 7.7% 1 0.0% 0 0.0% 0 -

人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合

項目

就園状況

無回答未就学児 保育園児 幼稚園児
認定こども園

児
その他

回答人数

回答人数 100.0%47

子どもだけで参加したことがある

100.0% 0 - 0 -100.0% 12 100.0% 13 100.0% 616

16 34.0% 0 - 0 -4 33.3% 7 53.8% 5 83.3%0 0.0%

保護者と一緒に参加したことがある 0 0.0%

参加したことがない

- 0 -0.0% 0 0.0% 0 0.0% 00 0.0% 0

25 53.2% 0 -5 38.5% 1 16.7% 0 -15 93.8% 4 33.3%

わからない 8.5%4 0.0% 0 - 0 -0.0% 3 25.0% 1 7.7% 00

無回答 4.3%2 0.0% 0 - 0 -6.3% 1 8.3% 0 0.0% 01
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※問４で『３．参加したことがない』とご回答された方にお聞きします。 

問４－１ 対象のお子さんが、交通安全教室（保育園や幼稚園等での講習会などを含む）に 

参加したことがない理由は何ですか。（あてはまるものすべてに○） 

 

交通安全教室等に参加したことがない理由については、「実施していることを知らなかったから」が

57.8％と最も高く、次いで、「参加の仕方が分からないから」の 25.9％の順となっている。 

 

 

【モデル地区（吉野小校区）】 

 

 

 

 

  

回答数 構成比

232 -

6 2.6%

60 25.9%

8 3.4%

25 10.8%

134 57.8%

20 8.6%

5 2.2%

44 19.0%

3 1.3%

その他

項目

回答人数

興味がないから

参加の仕方が分からないから

（子どもに）関係がある内容ではないから

時間や場所など参加条件が合わないから

実施していることを知らなかったから

子どもと一緒に参加できる内容の教室がな
いから

家庭での教育で十分だから

無回答

2.6%

25.9%

3.4%

10.8%

57.8%

8.6%

2.2%

19.0%

1.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

人数 割合

回答人数

0 0.0%無回答

その他 12.0%3

家庭での教育で十分だから 3 12.0%

子どもと一緒に参加できる内容の教
室がないから

4 16.0%

14 56.0%
実施していることを知らなかったか
ら

時間や場所など参加条件が合わない
から

16.0%4

関係がある内容ではないから 1 4.0%

参加の仕方が分からないから 8 32.0%

4.0%興味がないから 1

回答人数 -25

項目
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問５ あなたは、６歳未満の乳幼児が自動車に乗車するときに、チャイルドシートの使用が義務

付けられていることを知っていますか。（１つに○） 

 

チャイルドシート着用義務の認識度については、「知っている」が 94.9％、「知らない」が 1.2％とな

っている。 

 

 

 

【モデル地区（吉野小校区）】 

 

  

回答数 構成比

488 100.0%

463 94.9%

6 1.2%

19 3.9%

項目

回答人数

知っている

知らない

無回答

94.9%

1.2%

3.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

人数 割合

回答人数

無回答 2.1%1

知らない 1 2.1%

95.7%知っている 45

回答人数 100.0%47

項目
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問６ 対象のお子さんが自動車に乗車するときに、チャイルドシートを使用していますか。 

（１つに○） 

 

チャイルドシートの使用状況については、「使用している」が 83.2％と最も高く、次いで、「たまに使

用する」の 5.1％、「自動車に乗らない」の 4.9％の順となっている。 

 

 

【属性別特徴】 

年齢別では、６歳時の「使用していない」の割合が他の年齢と比較して高くなっている。 

 

 

【モデル地区（吉野小校区）】 

 

 

回答数 構成比

488 100.0%

406 83.2%

25 5.1%

14 2.9%

24 4.9%

19 3.9%

項目

回答人数

使用している

たまに使用する

使用していない

自動車に乗らない

無回答

83.2%

5.1%

2.9%

4.9%

3.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合

5歳 6歳 無回答

回答人数 488 100.0% 74 100.0% 94 100.0% 65 100.0% 81 100.0% 75 100.0% 74 100.0% 25 100.0% 0 -

項目
回答人数

0歳 1歳 2歳 3歳 4歳

使用している 406 83.2% 63 85.1% 81 86.2% 54 83.1% 67 82.7% 62 82.7% 60 81.1% 19 76.0% 0 -

たまに使用する 25 5.1% 1 1.4% 2 2.1% 3 4.6% 2 2.5% 7 9.3% 7 9.5% 3 12.0% 0 -

使用していない 14 2.9% 0 0.0% 3 3.2% 0 0.0% 4 4.9% 0 0.0% 4 5.4% 3 12.0% 0 -

自動車に乗らない 24 4.9% 9 12.2% 5 5.3% 2 3.1% 4 4.9% 3 4.0% 1 1.4% 0 0.0% 0 -

無回答 19 3.9% 1 1.4% 3 3.2% 6 9.2% 4 4.9% 3 4.0% 2 2.7% 0 0.0% 0 -

年齢（1歳刻み）

人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合

回答人数

20.0% 0 0.0% 0 0.0% 00 0.0% 0 0.0% 1 0.0% 0 0.0% 0 -無回答 2.1%1

自動車に乗らない 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 -0.0% 0 0.0% 00 0.0% 1 7.7% 0

0 0.0%

2.1%1

0 -0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%1 7.7% 0 0.0% 0 0.0%使用していない

10

1 2.1%

0.0% 0 -14.3% 0 0.0% 1 14.3% 00.0% 0 0.0% 0 0.0%たまに使用する

4 80.0%

2 4.3%

1 100.0% 0 -6 85.7% 7 100.0% 6 85.7%7 100.0% 11 84.6%89.4%使用している

13 100.0% 5

42

100.0% 1 100.0% 0 -100.0% 7 100.0% 7 100.0% 77 100.0%回答人数

年齢（1歳刻み）

100.0%47

無回答1歳 2歳 3歳 4歳 5歳 6歳0歳
項目
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問７ 不慮の事故とは、交通事故、転倒、転落、おぼれる、やけど、窒息、中毒などをいいます

が、対象のお子さんに対し、特に注意している不慮の事故は何ですか。 

（あてはまるもの３つまで○） 

 

保護者が注意をしている子の不慮の事故については「交通事故」が 75.2％と最も多く、次いで、「やけ

ど」の 53.1％、「転落」の 50.6％の順となっている。 

 

  

回答数 構成比

488 -

367 75.2%

149 30.5%

247 50.6%

149 30.5%

259 53.1%

122 25.0%

19 3.9%

5 1.0%

22 4.5%

その他

無回答

項目

回答人数

交通事故

転倒

転落

おぼれる

やけど

窒息

中毒

75.2%

30.5%

50.6%

30.5%

53.1%

25.0%

3.9%

1.0%

4.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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【属性別特徴】 

性別では、男女ともに「交通事故」「やけど」「転落」が上位３項目に含まれている。 

年齢別では、１歳～６歳では「交通事故」の割合が最も高くなっているが、０歳では「窒息」の割合

が最も高くなっている。 

 

 

 

 

  

人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合

回答人数 488 - 251 - 237 - 0 -

項目
回答人数

性別

男性 女性 無回答

交通事故 367 75.2% 189 75.3% 178 75.1% 0 -

転倒 149 30.5% 85 33.9% 64 27.0% 0 -

転落 247 50.6% 122 48.6% 125 52.7% 0 -

おぼれる 149 30.5% 78 31.1% 71 30.0% 0 -

やけど 259 53.1% 142 56.6% 117 49.4% 0 -

窒息 122 25.0% 57 22.7% 65 27.4% 0 -

中毒 19 3.9% 8 3.2% 11 4.6% 0 -

その他 5 1.0% 3 1.2% 2 0.8% 0 -

無回答 22 4.5% 10 4.0% 12 5.1% 0 -

人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合

5歳 6歳 無回答

回答人数 488 - 74 - 94 - 65 - 81 - 75 - 74 - 25 - 0 -

項目
回答人数

0歳 1歳 2歳 3歳 4歳

交通事故 367 75.2% 17 23.0% 56 59.6% 58 89.2% 76 93.8% 64 85.3% 72 97.3% 24 96.0% 0 -

転倒 149 30.5% 36 48.6% 35 37.2% 22 33.8% 19 23.5% 20 26.7% 13 17.6% 4 16.0% 0 -

転落 247 50.6% 48 64.9% 50 53.2% 30 46.2% 38 46.9% 39 52.0% 30 40.5% 12 48.0% 0 -

おぼれる 149 30.5% 11 14.9% 33 35.1% 23 35.4% 23 28.4% 21 28.0% 29 39.2% 9

やけど 259 53.1% 20 27.0% 53 56.4% 31 47.7% 51 63.0% 44 58.7% 44 59.5% 16 64.0%

36.0% 0 -

0 -

窒息 122 25.0% 53 71.6% 24 25.5% 13 20.0% 13 16.0% 11 14.7% 6 8.1% 2

中毒 19 3.9% 5 6.8% 3 3.2% 2 3.1% 2 2.5% 3 4.0% 2 2.7% 2 8.0%

8.0% 0 -

0 -

その他 5 1.0% 0 0.0% 2 2.1% 2 3.1% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 1 4.0% 0 -

無回答 22 4.5% 5 6.8% 5 5.3% 2 3.1% 3 3.7% 5 6.7% 2 2.7% 0 0.0% 0 -

年齢（1歳刻み）
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問８ 対象のお子さんは、この１年間に「事故やけが」の経験がありますか。（１つに○） 

 

子どもの事故やけがの経験の有無については、「ない」が 73.2％、「ある」が 26.0％となっている。 

 

 

【属性別特徴】 

性別では、大きな差異は見られない。 

年齢別では、２歳の「ある」の割合、０歳・６歳の「ない」の割合が他の年齢と比較して高くなって

いる。 

 

 
  

回答数 構成比

488 100.0%

127 26.0%

357 73.2%

4 0.8%

項目

回答人数

ある

ない

無回答

26.0%

73.2%

0.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合

回答人数 488 100.0% 251 100.0% 237 100.0% 0 -

項目
回答人数

性別

男性 女性 無回答

ある 127 26.0% 65 25.9% 62 26.2% 0 -

ない 357 73.2% 185 73.7% 172 72.6% 0 -

無回答 4 0.8% 1 0.4% 3 1.3% 0 -

人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合

5歳 6歳 無回答

回答人数 488 100.0% 74 100.0% 94 100.0% 65 100.0% 81 100.0% 75 100.0% 74 100.0% 25 100.0% 0 -

項目
回答人数

0歳 1歳 2歳 3歳 4歳

ある 127 26.0% 7 9.5% 29 30.9% 28 43.1% 14 17.3% 20 26.7% 25 33.8% 4 16.0% 0 -

ない 357 73.2% 65 87.8% 65 69.1% 36 55.4% 67 82.7% 54 72.0% 49 66.2% 21 84.0% 0 -

無回答 4 0.8% 2 2.7% 0 0.0% 1 1.5% 0 0.0% 1 1.3% 0 0.0% 0 0.0% 0 -

年齢（1歳刻み）
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※問８で『１．ある』とご回答された方にお聞きします。 

問９ 対象のお子さんのこの１年間（平成２７年７月～平成２８年６月）にあった事故やけがに

ついて、ア：場所、イ：種類、ウ：医療機関の受診の状況、エ：その事故やけがを未然に

防ぐことができた可能性を、それぞれ１つずつ、該当する番号でご回答ください。事故や

けがの経験が複数ある場合は最大２件までご回答下さい。） 

 

ア 事故やけがをした場所 

 

「自宅（屋内）」が 70.9％と最も高く、次いで、「保育園・幼稚園・その他通園施設」の 24.4％、「自

宅の庭など（屋外）」の 13.4％の順となっている。 

 

 

  

回答数 構成比

127 -

90 70.9%

17 13.4%

10 7.9%

12 9.4%

3 2.4%

0 0.0%

13 10.2%

31 24.4%

0 0.0%

2 1.6%

1 0.8%

項目

回答人数

自宅（屋内）

自宅の庭など（屋外）

歩道・道路

公園・広場

車・電車・バスなどの中

海・川・湖・池

商業・飲食・娯楽施設

保育園・幼稚園・その他通園施設

公共の場所（市の施設など）

その他

無回答

70.9%

13.4%

7.9%

9.4%

2.4%

0.0%

10.2%

24.4%

0.0%

1.6%

0.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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【属性別特徴】 

性別では、男女ともに「自宅（屋内）」の割合が最も高くなっているが、男性の「自宅の庭など（屋外）」

の割合が女性と比較して高くなっている。 

年齢別では、０歳～３歳の「自宅（屋内）」の割合、４歳～６歳の「保育園・幼稚園・その他通園施設」

の割合が他の年齢と比較して高くなっている。 

 

 
 

 

  

人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合

回答人数 127 - 65 - 62 - 0 -

項目
回答人数

性別

男性 女性 無回答

自宅（屋内） 90 70.9% 43 66.2% 47 75.8% 0 -

自宅の庭など（屋外） 17 13.4% 12 18.5% 5 8.1% 0 -

歩道・道路 10 7.9% 4 6.2% 6 9.7% 0 -

公園・広場 12 9.4% 6 9.2% 6 9.7% 0 -

車・電車・バスなどの中 3 2.4% 1 1.5% 2 3.2% 0 -

海・川・湖・池 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 -

商業・飲食・娯楽施設 13 10.2% 9 13.8% 4 6.5% 0 -

保育園・幼稚園・その他通園施設 31 24.4% 15 23.1% 16 25.8% 0 -

公共の場所（市の施設など） 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 -

その他 2 1.6% 1 1.5% 1 1.6% 0 -

無回答 1 0.8% 1 1.5% 0 0.0% 0 -

人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合

5歳 6歳 無回答

回答人数 127 - 7 - 29 - 28 - 14 - 20 - 25 - 4 - 0 -

項目
回答人数

0歳 1歳 2歳 3歳 4歳

自宅（屋内） 90 70.9% 8 114.3% 26 89.7% 26 92.9% 10 71.4% 8 40.0% 11 44.0% 1 25.0% 0 -

自宅の庭など（屋外） 17 13.4% 0 0.0% 3 10.3% 5 17.9% 2 14.3% 1 5.0% 6 24.0% 0 0.0% 0 -

歩道・道路 10 7.9% 0 0.0% 1 3.4% 2 7.1% 1 7.1% 4 20.0% 1 4.0% 1 25.0% 0 -

公園・広場 12 9.4% 0 0.0% 2 6.9% 0 0.0% 1 7.1% 2 10.0% 5 20.0% 2

車・電車・バスなどの中 3 2.4% 0 0.0% 1 3.4% 1 3.6% 0 0.0% 0 0.0% 1 4.0% 0 0.0%

50.0% 0 -

0 -

海・川・湖・池 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0

商業・飲食・娯楽施設 13 10.2% 0 0.0% 2 6.9% 4 14.3% 2 14.3% 1 5.0% 4 16.0% 0 0.0%

0.0% 0 -

0 -

保育園・幼稚園・その他通園施設 31 24.4% 0 0.0% 4 13.8% 4 14.3% 2 14.3% 8 40.0% 10 40.0% 3

公共の場所（市の施設など） 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

75.0% 0 -

0 -

その他 2 1.6% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 1 7.1% 1 5.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 -

無回答 1 0.8% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 1 5.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 -

年齢（1歳刻み）
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イ 事故やけがの種類 

 

「転倒」が 54.3％と最も高く、次いで、「やけど（熱湯、アイロンなど）」の 19.7％、「転落」の 18.9％

の順となっている。 

 

 

 

  

回答数 構成比

127 -

0 0.0%

69 54.3%

24 18.9%

3 2.4%

25 19.7%

1 0.8%

3 2.4%

0 0.0%

18 14.2%

9 7.1%

0 0.0%

0 0.0%

0 0.0%

0 0.0%

0 0.0%

項目

回答人数

交通事故

転倒

転落

おぼれた

やけど（熱湯、アイロンなど）

窒息（のどに食べ物をつまらせたなど）

異物などの誤飲（たばこの吸殻など）

その他

中毒（洗剤を飲み込んだ、煙を吸ったな
ど）

ドアなどに挟まった

人や物との接触

ハサミなどの鋭利なものでのけが

虫にさされた、動物にかまれた

落下物との接触

無回答

0.0%

54.3%

18.9%

2.4%

19.7%

0.8%

2.4%

0.0%

14.2%

7.1%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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【属性別特徴】 

性別では、男性の「転倒」の割合が女性と比較して高くなっている。 

年齢別では、１歳～６歳では「転倒」の割合が最も高くなっているが、０歳では「転落」の割合が最

も高くなっている。 

 

  

人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合

回答人数 127 - 65 - 62 - 0 -

項目
回答人数

性別

男性 女性 無回答

交通事故 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 -

転倒 69 54.3% 38 58.5% 31 50.0% 0 -

転落 24 18.9% 12 18.5% 12 19.4% 0 -

おぼれた 3 2.4% 0 0.0% 3 4.8% 0 -

やけど（熱湯、アイロンなど） 25 19.7% 12 18.5% 13 21.0% 0 -

窒息（のどに食べ物をつまらせたな
ど）

1 0.8% 0 0.0% 1 1.6% 0 -

異物などの誤飲（たばこの吸殻な
ど）

3 2.4% 1 1.5% 2 3.2% 0 -

中毒（洗剤を飲み込んだ、煙を吸っ
たなど）

0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 -

ドアなどに挟まった 18 14.2% 8 12.3% 10 16.1% 0 -

人や物との接触 9 7.1% 6 9.2% 3 4.8% 0 -

ハサミなどの鋭利なものでのけが 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 -

虫にさされた、動物にかまれた 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 -

落下物との接触 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 -

その他 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 -

無回答 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 -
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人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合

5歳 6歳 無回答

回答人数 127 - 7 - 29 - 28 - 14 - 20 - 25 - 4 - 0 -

項目
回答人数

0歳 1歳 2歳 3歳 4歳

交通事故 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 -

転倒 69 54.3% 2 28.6% 12 41.4% 17 60.7% 7 50.0% 14 70.0% 13 52.0% 4 100.0% 0 -

転落 24 18.9% 3 42.9% 6 20.7% 4 14.3% 4 28.6% 2 10.0% 5 20.0% 0 0.0% 0 -

おぼれた 3 2.4% 0 0.0% 2 6.9% 0 0.0% 1 7.1% 0 0.0% 0 0.0% 0

やけど（熱湯、アイロンなど） 25 19.7% 0 0.0% 8 27.6% 7 25.0% 2 14.3% 3 15.0% 5 20.0% 0 0.0%

0.0% 0 -

0 -

窒息（のどに食べ物をつまらせたな
ど）

1 0.8% 0 0.0% 1 3.4% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0

異物などの誤飲（たばこの吸殻な
ど）

3 2.4% 1 14.3% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 2 8.0% 0 0.0%

0.0% 0 -

0 -

中毒（洗剤を飲み込んだ、煙を吸っ
たなど）

0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0

ドアなどに挟まった 18 14.2% 0 0.0% 0 0.0% 7 25.0% 4 28.6% 3 15.0% 4 16.0% 0 0.0%

0.0% 0 -

0 -

人や物との接触 9 7.1% 0 0.0% 4 13.8% 0 0.0% 0 0.0% 4 20.0% 1 4.0% 0

ハサミなどの鋭利なものでのけが 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

0.0% 0 -

0 -

虫にさされた、動物にかまれた 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0

落下物との接触 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

0.0% 0 -

0 -

その他 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 -

無回答 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 -

年齢（1歳刻み）
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ウ 医療機関の受診 

 

「家庭などでの応急処理で済んだ」が 80.3％と最も高く、次いで、「医療機関で受診したが、入院・通

院の必要はなかった」の 37.8％、「医療機関で受診し、入院・通院した（している）」の 17.3％の順とな

っている。 

 

  

回答数 構成比

127 -

102 80.3%

1 0.8%

0 0.0%

48 37.8%

22 17.3%

5 3.9%

0 0.0%

項目

回答人数

家庭などでの応急処理で済んだ

救急車で医療機関に搬送されたが、入院・
通院の必要はなかった

救急車で医療機関に搬送され、入院・通院
した（している）

医療機関で受診したが、入院・通院の必要
はなかった

医療機関で受診し、入院・通院した（して
いる）

その他

無回答

80.3%

0.8%

0.0%

37.8%

17.3%

3.9%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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【属性別特徴】 

性別では、男性の医療機関へ受診した割合が女性と比較して高くなっている。 

年齢別では、５歳以外では「家庭などでの応急処理で済んだ」の割合が最も高くなっているが、５歳

では「医療機関で受診したが、入院・通院の必要はなかった」の割合が最も高くなっている。 

 

 

  

人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合

回答人数 127 - 65 - 62 - 0 -

項目
回答人数

性別

男性 女性 無回答

家庭などでの応急処理で済んだ 102 80.3% 44 67.7% 58 93.5% 0 -

救急車で医療機関に搬送されたが、
入院・通院の必要はなかった

1 0.8% 1 1.5% 0 0.0% 0 -

救急車で医療機関に搬送され、入
院・通院した（している）

0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 -

医療機関で受診したが、入院・通院
の必要はなかった

48 37.8% 30 46.2% 18 29.0% 0 -

医療機関で受診し、入院・通院した
（している）

22 17.3% 15 23.1% 7 11.3% 0 -

その他 5 3.9% 1 1.5% 4 6.5% 0 -

無回答 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 -

人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合

5歳 6歳 無回答

回答人数 127 - 7 - 29 - 28 - 14 - 20 - 25 - 4 - 0 -

項目
回答人数

0歳 1歳 2歳 3歳 4歳

家庭などでの応急処理で済んだ 102 80.3% 6 85.7% 24 82.8% 24 85.7% 16 114.3% 14 70.0% 12 48.0% 6 150.0% 0 -

救急車で医療機関に搬送されたが、
入院・通院の必要はなかった

1 0.8% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 1 7.1% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 -

救急車で医療機関に搬送され、入
院・通院した（している）

0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 -

医療機関で受診したが、入院・通院
の必要はなかった

48 37.8% 2 28.6% 11 37.9% 8 28.6% 0 0.0% 9 45.0% 17 68.0% 1

医療機関で受診し、入院・通院した
（している）

22 17.3% 0 0.0% 3 10.3% 7 25.0% 2 14.3% 2 10.0% 8 32.0% 0 0.0%

25.0% 0 -

0 -

その他 5 3.9% 0 0.0% 1 3.4% 3 10.7% 0 0.0% 1 5.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 -

無回答 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 -

年齢（1歳刻み）
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エ 未然に防ぐことができた可能性 

 

「防ぐことができた」が 78.7％と最も高く、次いで、「わからない」の 32.3％、「防ぐことはできなか

った」の 29.1％の順となっている。 

 

 

【属性別特徴】 

性別では、女性の「防ぐことができた」の割合が男性と比較して高くなっている。 

年齢別では、０歳～４歳では「防ぐことができた」の割合が最も高くなっているが、６歳では「わか

らない」の割合が最も高くなっている。 

  

 
  

回答数 構成比

127 -

100 78.7%

37 29.1%

41 32.3%

1 0.8%

項目

回答人数

防ぐことができた

防ぐことはできなかった

わからない

無回答

78.7%

29.1%

32.3%

0.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合

回答人数 127 - 65 - 62 - 0 -

項目
回答人数

性別

男性 女性 無回答

防ぐことができた 100 78.7% 48 73.8% 52 83.9% 0 -

防ぐことはできなかった 37 29.1% 20 30.8% 17 27.4% 0 -

わからない 41 32.3% 23 35.4% 18 29.0% 0 -

無回答 1 0.8% 1 1.5% 0 0.0% 0 -

人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合

5歳 6歳 無回答

回答人数 127 - 7 - 29 - 28 - 14 - 20 - 25 - 4 - 0 -

項目
回答人数

0歳 1歳 2歳 3歳 4歳

防ぐことができた 100 78.7% 8 114.3% 25 86.2% 26 92.9% 15 107.1% 11 55.0% 15 60.0% 0 0.0% 0 -

防ぐことはできなかった 37 29.1% 0 0.0% 5 17.2% 8 28.6% 1 7.1% 6 30.0% 15 60.0% 2 50.0% 0 -

わからない 41 32.3% 0 0.0% 8 27.6% 8 28.6% 3 21.4% 9 45.0% 8 32.0% 5 125.0% 0 -

無回答 1 0.8% 0 0.0% 1 3.4% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 -

年齢（1歳刻み）
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※問９の『イ 事故やけがの種類』で『２．転倒』、『３．転落』、『４．おぼれた』、『５．やけど』、

『６．窒息』のいずれかにご回答された方にお聞きします。 

問９－１ 問９の事故やけがの後、あなた（保護者）は対象のお子さんに対する考え方や行動の

変化はありましたか。（ア・イそれぞれ１つに○） 

 

ア 考え方の変化 

 

「あった」が 82.5％と最も高く、次いで、「なかった」の 10.7％、「わからない」の 5.8％の順となっ

ている。 

 

 

【属性別特徴】 

年齢別では、０歳～５歳では「あった」の割合が最も高くなっているが、６歳では３人中２人が「な

かった」と回答している。 

 
 

  

回答数 構成比

103 100.0%

85 82.5%

11 10.7%

6 5.8%

1 1.0%

項目

回答人数

あった

なかった

わからない

無回答

82.5%

10.7%

5.8%

1.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合

5歳 6歳 無回答

回答人数 103 100.0% 5 100.0% 25 100.0% 24 100.0% 12 100.0% 15 100.0% 19 100.0% 3 100.0% 0 -

項目
回答人数

0歳 1歳 2歳 3歳 4歳

あった 85 82.5% 5 100.0% 22 88.0% 24 100.0% 12 100.0% 11 73.3% 10 52.6% 1 33.3% 0 -

なかった 11 10.7% 0 0.0% 1 4.0% 0 0.0% 0 0.0% 3 20.0% 5 26.3% 2 66.7% 0 -

わからない 6 5.8% 0 0.0% 2 8.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 4 21.1% 0 0.0% 0 -

無回答 1 1.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 1 6.7% 0 0.0% 0 0.0% 0 -

年齢（1歳刻み）
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イ 行動の変化 

 

「あった」が 82.5％と最も高く、次いで、「なかった」の 12.6％、「わからない」の 3.9％の順となっ

ている。 

 

 

【属性別特徴】 

年齢別では、０歳～５歳では「あった」の割合が最も高くなっているが、６歳では３人中２人が「な

かった」と回答している。 

 
  

回答数 構成比

103 100.0%

85 82.5%

13 12.6%

4 3.9%

1 1.0%

項目

回答人数

あった

なかった

わからない

無回答

82.5%

12.6%

3.9%

1.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合

5歳 6歳 無回答

回答人数 103 100.0% 5 100.0% 25 100.0% 24 100.0% 12 100.0% 15 100.0% 19 100.0% 3 100.0% 0 -

項目
回答人数

0歳 1歳 2歳 3歳 4歳

あった 85 82.5% 5 100.0% 22 88.0% 24 100.0% 12 100.0% 11 73.3% 10 52.6% 1 33.3% 0 -

なかった 13 12.6% 0 0.0% 1 4.0% 0 0.0% 0 0.0% 3 20.0% 7 36.8% 2 66.7% 0 -

わからない 4 3.9% 0 0.0% 2 8.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 2 10.5% 0 0.0% 0 -

無回答 1 1.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 1 6.7% 0 0.0% 0 0.0% 0 -

年齢（1歳刻み）
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※問９の『イ 事故やけがの種類』で『２．転倒』とご回答された方にお聞きします。 

問９－２ 転倒の原因（１つに○） 

 

子どもの転倒の原因については、「段差、ものに足をひっかけた」が 48.3％と最も高く、次いで、「す

べった」の 23.3％の順となっている。 

 

 

 

※問９の『イ 事故やけがの種類』で『３．転落』とご回答された方にお聞きします。 

問９－３ 転落の原因（１つに○） 

 

子どもの転落の原因については、「ベッド、椅子、ソファーから落ちた」が 50.0％と最も高くなってい

る。 

 

 

  

回答数 構成比

60 100.0%

29 48.3%

1 1.7%

0 0.0%

14 23.3%

3 5.0%

9 15.0%

4 6.7%無回答

項目

回答人数

段差、ものに足をひっかけた

友だちなどに押された

手をひっぱられた（犬の散歩など）

すべった

人や物との接触

その他

48.3%

1.7%

0.0%

23.3%

5.0%

15.0%

6.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答数 構成比

24 100.0%

12 50.0%

3 12.5%

0 0.0%

0 0.0%

3 12.5%

4 16.7%

2 8.3%

項目

回答人数

ベッド、椅子、ソファーから落ちた

階段から落ちた

窓、ベランダ、屋上から落ちた

抱き上げていて落としてしまった

遊具（ジャングルジムなど）で遊んでいて
落ちた

その他

無回答

50.0%

12.5%

0.0%

0.0%

12.5%

16.7%

8.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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※問９の『イ 事故やけがの種類』で『４．おぼれた』とご回答された方にお聞きします。 

問９－４ おぼれた場所（１つに○） 

 

子どものおぼれた場所については、「風呂場」のみに回答が得られた。 

 

 

 

※問９の『イ 事故やけがの種類』で『５．やけど』とご回答された方にお聞きします。 

問９－５ やけどの原因（１つに○） 

 

子どものやけどの原因については、「アイロン」が 24.0％と最も高くなっている。 

 

 

 

 

  

回答数 構成比

3 100.0%

3 100.0%

0 0.0%

0 0.0%

0 0.0%

0 0.0%無回答

項目

回答人数

風呂場

プール（子ども用プールを含む）

海・川・湖・池

その他

100.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答数 構成比

25 100.0%

0 0.0%

6 24.0%

1 4.0%

4 16.0%

0 0.0%

1 4.0%

4 16.0%

4 16.0%

5 20.0%

項目

回答人数

お風呂の湯・シャワー

アイロン

やかん・ポット

ホットプレート、炊飯器など（調理家電）

花火

食べ物・飲み物

暖房機（ストーブなど）

無回答

その他

0.0%

24.0%

4.0%

16.0%

0.0%

4.0%

16.0%

16.0%

20.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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※問９の『イ 事故やけがの種類』で『６．窒息』とご回答された方にお聞きします。 

問９－６ 窒息の原因・状況（１つに○） 

 

子どもの窒息の原因・状況については、「その他」のみに回答が得られた。 

 

 

 

 

  

回答数 構成比

1 100.0%

0 0.0%

0 0.0%

0 0.0%

0 0.0%

0 0.0%

0 0.0%

0 0.0%

1 100.0%

0 0.0%

その他

項目

回答人数

食べ物を詰まらせた

手元にあったものを口に入れてしまい、詰
まらせた

おう吐物が鼻・口をふさいだ

うつぶせ寝

ビニール袋等を頭にかぶった・かぶされた

添い寝で、親の腕等が鼻・口をふさいだ

紐が首にまきついた

無回答

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

100.0%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問 10 あなた(保護者)の家庭内における子どもの安全対策についてお聞きします。１～18 の対

策がそれぞれ必要だと思いますか。また、実際にその対策をとっていますか。（１～18の

項目ごとに１つに○） 

 

（必要だと思い対策をとっている） 

 

「熱いお茶、味噌汁などはテーブルの端に置かないようにする」が 95.9％と最も高く、次いで、「滑り

台やブランコなど遊具の安全な使い方を教える」の 90.0％、「飴、お餅、ブドウ、リンゴなど、喉に詰ま

らせないよう注意する」「タバコや灰皿は手の届かないところに置く」の 87.4％の順となっている。 

 

  

構成比

77.8%

95.9%

81.3%

86.2%

36.1%

36.2%

25.0%

75.8%

68.5%

73.6%

25.0%

73.7%

87.4%

37.2%

69.0%

40.9%

87.4%

90.0%

ドアや扉に手などを挟まないように注意す
る（安全グッズを使用するなど）

暖房機（ストーブなど直接触れるとやけど
の恐れがあるもの）にガードをする

階段に転落防止柵を設置する

タバコや灰皿（タバコを入れたかばん等も
含む）は手の届かないところに置く

滑り台やブランコなど遊具の安全な使い方
を教える

飴、お餅、ブドウ、リンゴなど、喉に詰ま
らせないよう注意する

項目

かかりつけの医療機関や緊急時の連絡先が
分かるようにする

熱いお茶、味噌汁などはテーブルの端に置
かないようにする

調理家電（炊飯器、ポットなど）は手の届
かないところに置く

箸や歯ブラシなどをくわえたまま歩き回ら
ないよう注意する

テーブルなどの角にカバーをする

たんす・食器棚などの扉が開かないように
安全グッズを設置する

窓や扉から飛び出さないように安全グッズ
を設置する

ベランダや窓から身を乗り出さないよう近
くに台座などは置かない

子どもの首がかかる高さにブラインドやカーテ
ンのひもが垂れ下がらないようにする

入浴後は浴槽のお湯を抜く

一人で浴室に入れないようドアにカギをつ
ける

ボタン電池や硬貨などは手の届かないところに置く
（ボタン電池を使用した電子機器、財布を含む）

77.8%

95.9%

81.3%

86.2%

36.1%

36.2%

25.0%

75.8%

68.5%

73.6%

25.0%

73.7%

87.4%

37.2%

69.0%

40.9%

87.4%

90.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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【属性別特徴】 

年齢別では、０歳～５歳では「熱いお茶、味噌汁などはテーブルの端に置かないようにする」の割合

が最も高くなっているが、６歳では「かかりつけの医療機関や緊急時の連絡先が分かるようにする」の

割合が最も高くなっている。 

 

  

0歳 1歳 2歳 3歳 4歳 5歳 6歳 無回答

割合 割合 割合 割合 割合 割合 割合 割合 割合

項目
全体

年齢（1歳刻み）

83.8% 100.0% -70.8% 76.5% 68.0%
かかりつけの医療機関や緊急時の連
絡先が分かるようにする

77.8% 72.6% 85.1%

熱いお茶、味噌汁などはテーブルの
端に置かないようにする

95.9% 90.3%

調理家電（炊飯器、ポットなど）は
手の届かないところに置く

81.3% 81.9% -74.7% 67.6% 84.0%88.3% 89.2% 84.0%

-97.3% 94.6% 96.0%98.9% 96.9% 96.3%

箸や歯ブラシなどをくわえたまま歩
き回らないよう注意する

86.2% 67.6%

テーブルなどの角にカバーをする 36.1% 27.8% -36.0% 24.3% 28.0%49.5% 43.1% 35.8%

-94.7% 94.6% 92.0%81.9% 84.6% 91.4%

たんす・食器棚などの扉が開かない
ように安全グッズを設置する

36.2% 25.0%

窓や扉から飛び出さないように安全
グッズを設置する

25.0% 26.4% -24.0% 13.5% 20.8%32.3% 26.2% 27.2%

-31.1% 16.4% 40.0%57.4% 38.5% 41.3%

ベランダや窓から身を乗り出さない
よう近くに台座などは置かない

75.8% 59.7%

子どもの首がかかる高さにブラインドや
カーテンのひもが垂れ下がらないようにす
る

68.5% 55.6% -65.8% 66.2% 64.0%74.5% 71.4% 76.5%

-78.4% 78.4% 72.0%79.6% 73.8% 83.8%

入浴後は浴槽のお湯を抜く 73.6% 66.7%

一人で浴室に入れないようドアにカ
ギをつける

25.0% 20.8% -25.3% 17.8% 16.0%32.3% 29.2% 25.9%

-73.3% 67.6% 56.0%80.9% 83.1% 75.0%

ボタン電池や硬貨などは手の届かないところに
置く（ボタン電池を使用した電子機器、財布を
含む）

73.7% 77.8% -74.7% 52.7% 64.0%85.1% 70.8% 80.2%

92.0% 81.1% 80.0%95.7% 89.2% 95.1%
飴、お餅、ブドウ、リンゴなど、喉
に詰まらせないよう注意する

87.4% 70.8% -

-36.0% 25.7% 24.0%46.8% 33.8% 39.5%
ドアや扉に手などを挟まないように注
意する（安全グッズを使用するなど）

37.2% 43.1%

-71.8% 74.4% 70.6%77.4% 80.4% 65.2%
暖房機（ストーブなど直接触れるとやけど
の恐れがあるもの）にガードをする

69.0% 44.7%

-48.9% 30.2% 35.3%64.2% 37.5% 31.0%階段に転落防止柵を設置する 40.9% 29.5%

タバコや灰皿（タバコを入れたかばん等も
含む）は手の届かないところに置く

87.4% 75.7% -91.4% 77.1% 92.3%95.2% 90.0% 93.3%

95.9% 90.3% 92.0%90.0% 90.3% 96.2%
滑り台やブランコなど遊具の安全な
使い方を教える

90.0% 40.0% -
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（必要だと思うが、対策をとっていない） 

 

「窓や扉から飛び出さないように安全グッズを設置する」が 64.9％と最も高く、次いで、「ドアや扉に

手などを挟まないように注意する」の 57.8％、「テーブルなどの角にカバーをする」の 55.1％の順とな

っている。 

 

 

  

構成比

22.2%

3.5%

17.7%

13.6%

55.1%

54.0%

64.9%

19.3%

24.9%

20.2%

54.1%

22.0%

10.3%

57.8%

29.3%

49.7%

11.7%

9.4%

ドアや扉に手などを挟まないように注意す
る（安全グッズを使用するなど）

暖房機（ストーブなど直接触れるとやけど
の恐れがあるもの）にガードをする

階段に転落防止柵を設置する

タバコや灰皿（タバコを入れたかばん等も
含む）は手の届かないところに置く

滑り台やブランコなど遊具の安全な使い方
を教える

飴、お餅、ブドウ、リンゴなど、喉に詰ま
らせないよう注意する

項目

かかりつけの医療機関や緊急時の連絡先が
分かるようにする

熱いお茶、味噌汁などはテーブルの端に置
かないようにする

調理家電（炊飯器、ポットなど）は手の届
かないところに置く

箸や歯ブラシなどをくわえたまま歩き回ら
ないよう注意する

テーブルなどの角にカバーをする

たんす・食器棚などの扉が開かないように
安全グッズを設置する

窓や扉から飛び出さないように安全グッズ
を設置する

ベランダや窓から身を乗り出さないよう近
くに台座などは置かない

子どもの首がかかる高さにブラインドやカーテ
ンのひもが垂れ下がらないようにする

入浴後は浴槽のお湯を抜く

一人で浴室に入れないようドアにカギをつ
ける

ボタン電池や硬貨などは手の届かないところに置く
（ボタン電池を使用した電子機器、財布を含む）

22.2%

3.5%

17.7%

13.6%

55.1%

54.0%

64.9%

19.3%

24.9%

20.2%

54.1%

22.0%

10.3%

57.8%

29.3%

49.7%

11.7%

9.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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【属性別特徴】 

年齢別では、０歳では「たんす・食器棚などの扉が開かないように安全グッズを設置する」、１歳～３

歳、５歳では「窓や扉から飛び出さないように安全グッズを設置する」、４歳では「窓や扉から飛び出さ

ないように安全グッズを設置する」「ドアや扉に手などを挟まないように注意する」、６歳では「ドアや

扉に手などを挟まないように注意する」の割合がそれぞれ最も高くなっている。 

 

 

  

0歳 1歳 2歳 3歳 4歳 5歳 6歳 無回答

割合 割合 割合 割合 割合 割合 割合 割合 割合

2.5% 4.1% 8.3% 8.0% -
滑り台やブランコなど遊具の安全な
使い方を教える

9.4% 60.0% 10.0% 9.7%

-
タバコや灰皿（タバコを入れたかばん等も
含む）は手の届かないところに置く

11.7% 24.3% 4.8% 10.0% 6.7% 8.6% 17.1% 7.7%

51.2% 47.1% -階段に転落防止柵を設置する 49.7% 68.2% 32.1% 55.0% 54.8% 42.6%

32.6% 25.6% 25.6% 23.5% -
暖房機（ストーブなど直接触れるとやけど
の恐れがあるもの）にガードをする

29.3% 53.2% 22.6% 17.4%

-
ドアや扉に手などを挟まないように注
意する（安全グッズを使用するなど）

57.8% 54.2% 51.1% 58.5% 59.3% 61.3% 60.8% 68.0%

12.2% 16.0% -
飴、お餅、ブドウ、リンゴなど、喉
に詰まらせないよう注意する

10.3% 25.0% 4.3% 10.8% 3.7% 6.7%

18.5% 21.3% 32.4% 24.0% -
ボタン電池や硬貨などは手の届かないところに
置く（ボタン電池を使用した電子機器、財布を
含む）

22.0% 20.8% 14.9% 26.2%

-
一人で浴室に入れないようドアにカ
ギをつける

54.1% 66.7% 54.8% 52.3% 54.3% 53.3% 43.8% 52.0%

21.6% 44.0% -入浴後は浴槽のお湯を抜く 20.2% 26.4% 14.9% 12.3% 18.8% 20.0%

18.5% 27.4% 23.0% 28.0% -
子どもの首がかかる高さにブラインドや
カーテンのひもが垂れ下がらないようにす
る

24.9% 38.9% 20.2% 22.2%

-
ベランダや窓から身を乗り出さない
よう近くに台座などは置かない

19.3% 37.5% 12.9% 23.1% 13.8% 13.5% 16.2% 24.0%

70.3% 58.3% -
窓や扉から飛び出さないように安全
グッズを設置する

64.9% 69.4% 58.1% 67.7% 66.7% 61.3%

51.3% 60.8% 57.5% 40.0% -
たんす・食器棚などの扉が開かない
ように安全グッズを設置する

54.0% 72.2% 36.2% 56.9%

-テーブルなどの角にカバーをする 55.1% 69.4% 41.9% 49.2% 55.6% 58.7% 58.1% 56.0%

5.4% 8.0% -
箸や歯ブラシなどをくわえたまま歩
き回らないよう注意する

13.6% 31.0% 18.1% 15.4% 8.6% 5.3%

16.0% 24.0% 28.4% 12.0% -
調理家電（炊飯器、ポットなど）は
手の届かないところに置く

17.7% 18.1% 11.7% 10.8%

-
熱いお茶、味噌汁などはテーブルの
端に置かないようにする

3.5% 9.7% 1.1% 3.1% 1.2% 2.7% 4.1% 4.0%

16.2% 0.0% -
かかりつけの医療機関や緊急時の連
絡先が分かるようにする

22.2% 27.4% 14.9% 29.2% 23.5% 32.0%

項目
全体

年齢（1歳刻み）
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（必要だと思わないが、対策をとっている） 

 

「入浴後は浴槽のお湯を抜く」「一人で浴室に入れないようドアにカギをつける」が 1.9％と最も高く、

次いで、「たんす・食器棚などの扉が開かないように安全グッズを設置する」の 1.7％の順となっている。 

 

 

  

構成比

0.0%

0.4%

0.2%

0.0%

0.8%

1.7%

0.8%

1.2%

1.2%

1.9%

1.9%

0.6%

0.0%

0.6%

1.0%

1.4%

0.5%

0.0%

ドアや扉に手などを挟まないように注意す
る（安全グッズを使用するなど）

暖房機（ストーブなど直接触れるとやけど
の恐れがあるもの）にガードをする

階段に転落防止柵を設置する

タバコや灰皿（タバコを入れたかばん等も
含む）は手の届かないところに置く

滑り台やブランコなど遊具の安全な使い方
を教える

飴、お餅、ブドウ、リンゴなど、喉に詰ま
らせないよう注意する

項目

かかりつけの医療機関や緊急時の連絡先が
分かるようにする

熱いお茶、味噌汁などはテーブルの端に置
かないようにする

調理家電（炊飯器、ポットなど）は手の届
かないところに置く

箸や歯ブラシなどをくわえたまま歩き回ら
ないよう注意する

テーブルなどの角にカバーをする

たんす・食器棚などの扉が開かないように
安全グッズを設置する

窓や扉から飛び出さないように安全グッズ
を設置する

ベランダや窓から身を乗り出さないよう近
くに台座などは置かない

子どもの首がかかる高さにブラインドやカーテ
ンのひもが垂れ下がらないようにする

入浴後は浴槽のお湯を抜く

一人で浴室に入れないようドアにカギをつ
ける

ボタン電池や硬貨などは手の届かないところに置く
（ボタン電池を使用した電子機器、財布を含む）

0.0%

0.4%

0.2%

0.0%

0.8%

1.7%

0.8%

1.2%

1.2%

1.9%

1.9%

0.6%

0.0%

0.6%

1.0%

1.4%

0.5%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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【属性別特徴】 

 

 

  

0歳 1歳 2歳 3歳 4歳 5歳 6歳 無回答

割合 割合 割合 割合 割合 割合 割合 割合 割合

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% -
滑り台やブランコなど遊具の安全な
使い方を教える

0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

-
タバコや灰皿（タバコを入れたかばん等も
含む）は手の届かないところに置く

0.5% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 2.9% 0.0%

0.0% 5.9% -階段に転落防止柵を設置する 1.4% 2.3% 1.9% 2.5% 0.0% 0.0%

0.0% 0.0% 0.0% 5.9% -
暖房機（ストーブなど直接触れるとやけど
の恐れがあるもの）にガードをする

1.0% 2.1% 0.0% 2.2%

-
ドアや扉に手などを挟まないように注
意する（安全グッズを使用するなど）

0.6% 1.4% 1.1% 1.5% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

0.0% 0.0% -
飴、お餅、ブドウ、リンゴなど、喉
に詰まらせないよう注意する

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

0.0% 0.0% 1.4% 4.0% -
ボタン電池や硬貨などは手の届かないところに
置く（ボタン電池を使用した電子機器、財布を
含む）

0.6% 0.0% 0.0% 1.5%

-
一人で浴室に入れないようドアにカ
ギをつける

1.9% 1.4% 0.0% 3.1% 1.2% 0.0% 4.1% 8.0%

4.1% 0.0% -入浴後は浴槽のお湯を抜く 1.9% 1.4% 2.1% 4.6% 0.0% 0.0%

2.5% 2.7% 0.0% 0.0% -
子どもの首がかかる高さにブラインドや
カーテンのひもが垂れ下がらないようにす
る

1.2% 1.4% 0.0% 1.6%

-
ベランダや窓から身を乗り出さない
よう近くに台座などは置かない

1.2% 0.0% 0.0% 1.5% 0.0% 2.7% 4.1% 0.0%

0.0% 4.2% -
窓や扉から飛び出さないように安全
グッズを設置する

0.8% 0.0% 0.0% 1.5% 0.0% 2.7%

3.8% 2.7% 2.7% 0.0% -
たんす・食器棚などの扉が開かない
ように安全グッズを設置する

1.7% 0.0% 0.0% 1.5%

-テーブルなどの角にカバーをする 0.8% 1.4% 0.0% 0.0% 1.2% 2.7% 0.0% 0.0%

0.0% 0.0% -
箸や歯ブラシなどをくわえたまま歩
き回らないよう注意する

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

0.0% 1.3% 0.0% 0.0% -
調理家電（炊飯器、ポットなど）は
手の届かないところに置く

0.2% 0.0% 0.0% 0.0%

-
熱いお茶、味噌汁などはテーブルの
端に置かないようにする

0.4% 0.0% 0.0% 0.0% 2.5% 0.0% 0.0% 0.0%

0.0% 0.0% -
かかりつけの医療機関や緊急時の連
絡先が分かるようにする

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

項目
全体

年齢（1歳刻み）
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（必要だと思わないし、対策もとっていない） 

 

「一人で浴室に入れないようドアにカギをつける」が 19.0％と最も高く、次いで、「窓や扉から飛び出

さないように安全グッズを設置する」の 9.3％、「たんす・食器棚などの扉が開かないように安全グッズ

を設置する」の 8.1％の順となっている。 

 

 

  

構成比

0.0%

0.2%

0.8%

0.2%

8.0%

8.1%

9.3%

3.7%

5.4%

4.3%

19.0%

3.7%

2.3%

4.3%

0.7%

8.0%

0.5%

0.5%

ドアや扉に手などを挟まないように注意す
る（安全グッズを使用するなど）

暖房機（ストーブなど直接触れるとやけど
の恐れがあるもの）にガードをする

階段に転落防止柵を設置する

タバコや灰皿（タバコを入れたかばん等も
含む）は手の届かないところに置く

滑り台やブランコなど遊具の安全な使い方
を教える

飴、お餅、ブドウ、リンゴなど、喉に詰ま
らせないよう注意する

項目

かかりつけの医療機関や緊急時の連絡先が
分かるようにする

熱いお茶、味噌汁などはテーブルの端に置
かないようにする

調理家電（炊飯器、ポットなど）は手の届
かないところに置く

箸や歯ブラシなどをくわえたまま歩き回ら
ないよう注意する

テーブルなどの角にカバーをする

たんす・食器棚などの扉が開かないように
安全グッズを設置する

窓や扉から飛び出さないように安全グッズ
を設置する

ベランダや窓から身を乗り出さないよう近
くに台座などは置かない

子どもの首がかかる高さにブラインドやカーテ
ンのひもが垂れ下がらないようにする

入浴後は浴槽のお湯を抜く

一人で浴室に入れないようドアにカギをつ
ける

ボタン電池や硬貨などは手の届かないところに置く
（ボタン電池を使用した電子機器、財布を含む）

0.0%

0.2%

0.8%

0.2%

8.0%

8.1%

9.3%

3.7%

5.4%

4.3%

19.0%

3.7%

2.3%

4.3%

0.7%

8.0%

0.5%

0.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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【属性別特徴】 

年齢別では、５歳の「たんす・食器棚などの扉が開かないように安全グッズを設置する」「一人で浴室

に入れないようドアにカギをつける」「階段に転落防止柵を設置する」の割合、６歳の「たんす・食器棚

などの扉が開かないように安全グッズを設置する」の割合が他の年齢と比較して高くなっている。 

 

 

  

0歳 1歳 2歳 3歳 4歳 5歳 6歳 無回答

割合 割合 割合 割合 割合 割合 割合 割合 割合

1.3% 0.0% 1.4% 0.0% -
滑り台やブランコなど遊具の安全な
使い方を教える

0.5% 0.0% 0.0% 0.0%

-
タバコや灰皿（タバコを入れたかばん等も
含む）は手の届かないところに置く

0.5% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 2.9% 0.0%

18.6% 11.8% -階段に転落防止柵を設置する 8.0% 0.0% 1.9% 5.0% 14.3% 8.5%

2.2% 2.6% 0.0% 0.0% -
暖房機（ストーブなど直接触れるとやけど
の恐れがあるもの）にガードをする

0.7% 0.0% 0.0% 0.0%

-
ドアや扉に手などを挟まないように注
意する（安全グッズを使用するなど）

4.3% 1.4% 1.1% 6.2% 1.2% 2.7% 13.5% 8.0%

6.8% 4.0% -
飴、お餅、ブドウ、リンゴなど、喉
に詰まらせないよう注意する

2.3% 4.2% 0.0% 0.0% 1.2% 1.3%

1.2% 4.0% 13.5% 8.0% -
ボタン電池や硬貨などは手の届かないところに
置く（ボタン電池を使用した電子機器、財布を
含む）

3.7% 1.4% 0.0% 1.5%

-
一人で浴室に入れないようドアにカ
ギをつける

19.0% 11.1% 12.9% 15.4% 18.5% 21.3% 34.2% 24.0%

6.8% 0.0% -入浴後は浴槽のお湯を抜く 4.3% 5.6% 2.1% 0.0% 6.3% 6.7%

2.5% 4.1% 10.8% 8.0% -
子どもの首がかかる高さにブラインドや
カーテンのひもが垂れ下がらないようにす
る

5.4% 4.2% 5.3% 4.8%

-
ベランダや窓から身を乗り出さない
よう近くに台座などは置かない

3.7% 2.8% 7.5% 1.5% 2.5% 5.4% 1.4% 4.0%

16.2% 16.7% -
窓や扉から飛び出さないように安全
グッズを設置する

9.3% 4.2% 9.7% 4.6% 6.2% 12.0%

3.8% 5.4% 23.3% 20.0% -
たんす・食器棚などの扉が開かない
ように安全グッズを設置する

8.1% 2.8% 6.4% 3.1%

-テーブルなどの角にカバーをする 8.0% 1.4% 8.6% 7.7% 7.4% 2.7% 17.6% 16.0%

0.0% 0.0% -
箸や歯ブラシなどをくわえたまま歩
き回らないよう注意する

0.2% 1.4% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

0.0% 0.0% 4.1% 4.0% -
調理家電（炊飯器、ポットなど）は
手の届かないところに置く

0.8% 0.0% 0.0% 0.0%

-
熱いお茶、味噌汁などはテーブルの
端に置かないようにする

0.2% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 1.4% 0.0%

0.0% 0.0% -
かかりつけの医療機関や緊急時の連
絡先が分かるようにする

0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

項目
全体

年齢（1歳刻み）
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問 11 下記の事業で知っているものや、これまでに利用したことがあるものをお答えください。

（１～19の事業ごとに、ア・イそれぞれについて、「はい」「いいえ」のいずれかに○） 

 

ア 知っている 

「すこやか子育て交流館（りぼんかん）」が 91.2％と最も高く、次いで、「保健センターの情報・相談

事業」の 85.9％、「親子つどいの広場（なかまっち、たにっこりん、なかよしの）」の 84.6％の順となっ

ている。 

 

 

  

回答数 構成比

488 100.0%

395 80.9%

419 85.9%

228 46.7%

279 57.2%

355 72.7%

386 79.1%

445 91.2%

413 84.6%

352 72.1%

319 65.4%

271 55.5%

150 30.7%

271 55.5%

171 35.0%

89 18.2%

359 73.6%

139 28.5%

311 63.7%

1 0.2%

育児支援家庭訪問事業

項目

回答人数

母親・父親になるための準備教室

保健センターの情報・相談事業

子育て世代包括支援センター

教育相談

保育所や幼稚園の園庭等の開放

ふれあい子育てサロンなど

すこやか子育て交流館（りぼんかん）

親子つどいの広場（なかまっち、たにっこ
りん、なかよしの）

児童館、地域福祉館の児童ルーム

地域子育て支援センター

ファミリー・サポート・センター

子育て短期支援事業（ｼｮｰﾄｽﾃｲ・ﾄﾜｲﾗｲﾄ）

子どもと家庭の相談室（市役所にある児童
についての悩み相談室）

保育コーディネーター

かごしま市子育てガイド

ひとり親家庭等のしおり

その他

病児・病後児保育事業（病気回復期の保
育）

80.9%

85.9%

46.7%

57.2%

72.7%

79.1%

91.2%

84.6%

72.1%

65.4%

55.5%

30.7%

55.5%

35.0%

18.2%

73.6%

28.5%

63.7%

0.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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【属性別特徴】 

年齢別では、０歳では「保健センターの情報・相談事業」、１歳・２歳・４歳・５歳では「すこやか子

育て交流館（りぼんかん）」、３歳では「保健センターの情報・相談事業」「すこやか子育て交流館（りぼ

んかん）」、６歳では「保健センターの情報・相談事業」「ふれあい子育てサロンなど」「すこやか子育て

交流館（りぼんかん）」の割合がそれぞれ最も高くなっている。 

 

  

0歳 1歳 2歳 3歳 4歳 5歳 6歳 無回答

割合 割合 割合 割合 割合 割合 割合 割合 割合

-その他 0.2% 0.0% 1.1% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

69.1% 77.3% 68.9% 72.0% -

-

病児・病後児保育事業（病気回復期
の保育）

63.7% 43.2% 61.7% 58.5%

ひとり親家庭等のしおり 28.5% 28.4% 29.8% 30.8% 23.5% 32.0% 24.3% 36.0%

86.5% 68.0% -かごしま市子育てガイド 73.6% 63.5% 64.9% 75.4% 74.1% 81.3%

18.5% 21.3% 14.9% 16.0% -保育コーディネーター 18.2% 20.3% 18.1% 16.9%

-
子どもと家庭の相談室（市役所にある
児童についての悩み相談室）

35.0% 35.1% 29.8% 41.5% 34.6% 40.0% 31.1% 36.0%

52.7% 56.0% -育児支援家庭訪問事業 55.5% 63.5% 51.1% 47.7% 55.6% 62.7%

29.6% 44.0% 31.1% 44.0% -子育て短期支援事業（ｼｮｰﾄｽﾃｲ・ﾄﾜｲﾗｲﾄ） 30.7% 27.0% 27.7% 20.0%

-ファミリー・サポート・センター 55.5% 44.6% 52.1% 55.4% 60.5% 62.7% 60.8% 48.0%

63.5% 76.0% -地域子育て支援センター 65.4% 58.1% 63.8% 63.1% 66.7% 73.3%

70.4% 88.0% 74.3% 88.0% -

-

児童館、地域福祉館の児童ルーム 72.1% 62.2% 62.8% 72.3%

親子つどいの広場（なかまっち、た
にっこりん、なかよしの）

84.6% 70.3% 76.6% 93.8% 87.7% 90.7% 90.5% 88.0%

95.9% 92.0% -
すこやか子育て交流館（りぼんか
ん）

91.2% 81.1% 89.4% 95.4% 92.6% 93.3%

80.2% 85.3% 89.2% 92.0% -ふれあい子育てサロンなど 79.1% 64.9% 75.5% 75.4%

-保育所や幼稚園の園庭等の開放 72.7% 52.7% 68.1% 81.5% 75.3% 85.3% 75.7% 72.0%

66.2% 84.0% -教育相談 57.2% 50.0% 43.6% 58.5% 59.3% 60.0%

子育て世代包括支援センター 46.7% 47.3% 37.2% 49.2% 51.9% 50.7% 44.6% 52.0% -

86.5% 88.0% -

-保健センターの情報・相談事業 85.9% 85.1% 77.7% 87.7% 92.6% 86.7% 85.1% 92.0%

母親・父親になるための準備教室 80.9% 78.4% 79.8% 76.9% 80.2% 81.3%

項目
全体

年齢（1歳刻み）
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イ これまでに利用したことがある 

「すこやか子育て交流館（りぼんかん）」が 63.5％と最も高く、次いで、「親子つどいの広場（なかま

っち、たにっこりん、なかよしの）」の 54.1％、「母親・父親になるための準備教室」の 47.7％の順とな

っている。 

 

 

  

回答数 構成比

488 100.0%

233 47.7%

191 39.1%

64 13.1%

43 8.8%

184 37.7%

176 36.1%

310 63.5%

264 54.1%

136 27.9%

83 17.0%

21 4.3%

5 1.0%

106 21.7%

11 2.3%

18 3.7%

170 34.8%

42 8.6%

64 13.1%

1 0.2%

子どもと家庭の相談室（市役所にある児童
についての悩み相談室）

保育コーディネーター

かごしま市子育てガイド

病児・病後児保育事業（病気回復期の保
育）

その他

ひとり親家庭等のしおり

育児支援家庭訪問事業

項目

回答人数

母親・父親になるための準備教室

保健センターの情報・相談事業

子育て世代包括支援センター

教育相談

保育所や幼稚園の園庭等の開放

ふれあい子育てサロンなど

すこやか子育て交流館（りぼんかん）

親子つどいの広場（なかまっち、たにっこ
りん、なかよしの）

児童館、地域福祉館の児童ルーム

地域子育て支援センター

ファミリー・サポート・センター

子育て短期支援事業（ｼｮｰﾄｽﾃｲ・ﾄﾜｲﾗｲﾄ）

47.7%

39.1%

13.1%

8.8%

37.7%

36.1%

63.5%

54.1%

27.9%

17.0%

4.3%

1.0%

21.7%

2.3%

3.7%

34.8%

8.6%

13.1%

0.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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【属性別特徴】 

年齢別では、０歳では「母親・父親になるための準備教室」、１歳では「すこやか子育て交流館（りぼ

んかん）」「親子つどいの広場（なかまっち、たにっこりん、なかよしの）」、２歳～６歳では「すこやか

子育て交流館（りぼんかん）」の割合がそれぞれ最も高くなっている。 

 

 

 

 

 

  

0歳 1歳 2歳 3歳 4歳 5歳 6歳 無回答

割合 割合 割合 割合 割合 割合 割合 割合 割合

0.0% 0.0% -その他 0.2% 0.0% 1.1% 0.0% 0.0% 0.0%

12.3% 20.0% 12.2% 16.0% -
病児・病後児保育事業（病気回復期
の保育）

13.1% 9.5% 12.6% 10.9%

-ひとり親家庭等のしおり 8.6% 12.2% 8.4% 12.5% 8.6% 4.0% 5.4% 12.0%

40.5% 32.0% -かごしま市子育てガイド 34.8% 23.0% 30.5% 32.8% 37.0% 46.7%

2.5% 2.7% 4.1% 4.0% -保育コーディネーター 3.7% 4.1% 6.3% 1.6%

-
子どもと家庭の相談室（市役所にある
児童についての悩み相談室）

2.3% 0.0% 2.1% 1.6% 1.2% 5.3% 2.7% 4.0%

18.9% 12.0% -育児支援家庭訪問事業 21.7% 18.9% 23.2% 20.3% 25.9% 25.3%

1.2% 2.7% 0.0% 4.0% -子育て短期支援事業（ｼｮｰﾄｽﾃｲ・ﾄﾜｲﾗｲﾄ） 1.0% 0.0% 1.1% 0.0%

-ファミリー・サポート・センター 4.3% 2.7% 3.2% 1.6% 7.4% 6.7% 2.7% 8.0%

13.5% 24.0% -地域子育て支援センター 17.0% 14.9% 16.8% 12.5% 19.8% 21.3%

34.6% 36.0% 28.4% 52.0% -児童館、地域福祉館の児童ルーム 27.9% 18.9% 21.1% 20.3%

-
親子つどいの広場（なかまっち、た
にっこりん、なかよしの）

54.1% 24.3% 53.7% 68.8% 64.2% 57.3% 55.4% 60.0%

77.0% 76.0% -
すこやか子育て交流館（りぼんか
ん）

63.5% 25.7% 53.7% 71.9% 75.3% 76.0%

39.5% 42.7% 41.9% 52.0% -

-

ふれあい子育てサロンなど 36.1% 16.2% 35.8% 34.4%

保育所や幼稚園の園庭等の開放 37.7% 9.5% 27.4% 37.5% 43.2% 57.3% 50.0% 48.0%

13.5% 4.0% -教育相談 8.8% 8.1% 5.3% 7.8% 9.9% 10.7%

13.6% 14.7% 8.1% 8.0% -子育て世代包括支援センター 13.1% 12.2% 14.7% 17.2%

-保健センターの情報・相談事業 39.1% 41.9% 36.8% 37.5% 40.7% 41.3% 36.5% 40.0%

51.4% 56.0% -母親・父親になるための準備教室 47.7% 44.6% 41.1% 48.4% 45.7% 54.7%

項目
全体

年齢（1歳刻み）



                            

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第３章 一般 
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問１ あなた（封書の宛名の方）の性別などについてお聞きします。 

 

(１)対象（封書の宛名）の方の性別 

性別については、「女」が 59.7％、「男」が 39.6％となっている。 

 

 

 

(２)対象（封書の宛名）の方の年齢（平成 28年７月１日現在） 

年齢については、「40 代」が 29.3％と最も高く、次いで、「30 代」の 25.1％、「60 代以上」の 17.2％

の順となっている。 

 

 

 

  

回答数 構成比

447 100.0%

177 39.6%

267 59.7%

3 0.7%

項目

回答人数

男

女

無回答

男

39.6%
女

59.7%

無回答

0.7%

回答数 構成比

447 100.0%

18 4.0%

31 6.9%

112 25.1%

131 29.3%

73 16.3%

77 17.2%

5 1.1%

項目

回答人数

10代

20代

30代

40代

50代

60代以上

無回答

10代

4.0%

20代

6.9%

30代

25.1%

40代

29.3%

50代

16.3%

60代以上

17.2%

無回答

1.1%
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(３)対象（封書の宛名）の方の就労状況（平成 28年７月１日現在） 

就労状況については、「就労している」が 75.6％と最も高く、次いで、「就労していない」の 14.5％、

「学生（アルバイトをしている学生も含む）」の 5.8％の順となっている。 

 

 

 

問３ あなたは、鹿児島市が「セーフコミュニティ」に取り組んでいることを知っていますか。

（１つに○） 

 

セーフコミュニティの認識度については、「知らない」が 77.2％と最も高く、次いで、「聞いた（新聞

やテレビ、パンフレットなどで見た）ことはあるが、内容は知らない」の 17.7％、「内容も含めて知って

いる」の 4.3％の順となっている。 

 

 

  

回答数 構成比

447 100.0%

338 75.6%

65 14.5%

26 5.8%

13 2.9%

5 1.1%

項目

回答人数

就労している

就労していない

学生（アルバイトをしている学生も含む）

その他

無回答

就労して

いる

75.6%

就労して

いない

14.5%

学生（ア

ルバイト

をしてい

る学生も

含む）

5.8%

その他

2.9%

無回答

1.1%

回答数 構成比

447 100.0%

19 4.3%

79 17.7%

345 77.2%

4 0.9%

項目

回答人数

内容も含めて知っている

聞いた（新聞やテレビ、パンフレットなど
で見た）ことはあるが、内容は知らない

知らない

無回答

4.3%

17.7%

77.2%

0.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問４ あなたは、この１年間（平成２７年７月から平成２８年６月まで）に交通安全教室（講習

会などを含む）に参加したことがありますか。（１つに○） 

 

交通安全教室等に参加したかについては、「参加したことがない」が 79.2％、「参加したことがある」

が 14.1％となっている。 

 

 

【属性別特徴】 

年代別では、１０代の「参加したことがある」の割合が他の年代と比較して高くなっている。 

就労状況別では、学生の「参加したことがある」の割合が他の就労状況と比較して高くなっている。 

 
 

 
 

 

  

回答数 構成比

447 100.0%

63 14.1%

354 79.2%

15 3.4%

15 3.4%

項目

回答人数

参加したことがある

参加したことがない

わからない

無回答

14.1%

79.2%

3.4%

3.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合

年代

項目
回答人数

10代 20代 30代 40代 50代 60代以上 無回答

回答人数 447 100.0% 18 100.0% 31 100.0% 112 100.0% 131 100.0% 73 100.0% 77 100.0% 5 100.0%

参加したことがある 63 14.1% 6 33.3% 5 16.1% 10 8.9% 22 16.8% 11 15.1% 9 11.7% 0 0.0%

参加したことがない 354 79.2% 8 44.4% 25 80.6% 94 83.9% 101 77.1% 60 82.2% 62 80.5% 4 80.0%

わからない 15 3.4% 3 16.7% 1 3.2% 3 2.7% 3 2.3% 1 1.4% 3 3.9% 1 20.0%

無回答 15 3.4% 1 5.6% 0 0.0% 5 4.5% 5 3.8% 1 1.4% 3 3.9% 0 0.0%

人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合

就労状況

無回答 15 3.4% 9 2.7% 5 7.7% 0 0.0% 1 7.7% 0 0.0%

わからない 15 3.4% 7 2.1% 1 1.5% 4 15.4% 2 15.4% 1 20.0%

参加したことがない 354 79.2% 274 81.1% 53 81.5% 14 53.8% 9 69.2% 4 80.0%

参加したことがある 63 14.1% 48 14.2% 6 9.2% 8 30.8% 1 7.7% 0 0.0%

回答人数 447 100.0% 338 100.0% 65 100.0% 26 100.0% 13 100.0% 5 100.0%

項目
回答人数

就労している
就労していな

い
学生 その他 無回答
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【モデル地区（吉野小校区）】 

 
 

 
 

 

  

人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合

回答人数
項目

年代

回答人数

40代 50代 60代以上 無回答10代 20代 30代

3 100.0% 8 100.0% 10100.0%64

参加したことがある

100.0% 1 100.0%100.0% 10 100.0% 12 100.0% 20

1 33.3% 2 25.0% 1 10.0%9 14.1%

参加したことがない

0 0.0%1 10.0% 0 0.0% 4 20.0%

66.7% 6 75.0% 7 70.0% 9253 82.8%

わからない

100.0%90.0% 12 100.0% 16 80.0% 1

0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%0 0.0% 1 10.0% 0 0.0%0 0.0%1 1.6%

無回答 0 0.0% 0 0.0% 11.6%1 0.0% 0 0.0%10.0% 0 0.0% 0 0.0% 0

人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合

回答人数
項目

就労状況

回答人数

学生 その他 無回答就労している
就労していな

い

100.0%64

参加したことがある

-100.0% 4 100.0% 3 100.0% 046 100.0% 11

9 14.1%

参加したことがない

1 25.0% 0 0.0% 0 -7 15.2% 1 9.1%

53 82.8%

わからない

75.0% 3 100.0% 0 -37 80.4% 10 90.9% 3

0 0.0% 0 -1 2.2% 0 0.0% 0 0.0%1 1.6%

無回答 1.6%1 -0.0% 0 0.0% 0 0.0% 01 2.2% 0
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※問４で『２．参加したことがない』とご回答された方にお聞きします。 

問４－１ あなたが、交通安全教室（講習会などを含む）に参加したことがない理由は何ですか。

（あてはまるものすべてに○） 

 

交通安全教室等に参加したことがない理由については、「実施していることを知らなかったから」が

65.0％と最も高く、次いで、「時間や場所など参加条件が合わないから」の 26.3％、「参加の仕方が分か

らないから」の 16.1％の順となっている。 

 

  

回答数 構成比

354 -

44 12.4%

57 16.1%

12 3.4%

93 26.3%

230 65.0%

22 6.2%

4 1.1%

項目

回答人数

興味がないから

参加の仕方が分からないから

自分に関係がある内容ではないから

時間や場所など参加条件が合わないから

実施していることを知らなかったから

その他

無回答

12.4%

16.1%

3.4%

26.3%

65.0%

6.2%

1.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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【属性別特徴】 

年代別では、すべての年代で「実施していることを知らなかったから」の割合が最も高くなっている。 

就労状況別では、学生の「興味がないから」の割合が他の就労状況と比較して高くなっている。 

 

 

 

  

人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合

年代

項目
回答人数

10代 20代 30代 40代 50代 60代以上 無回答

回答人数 354 - 8 - 25 - 94 - 101 - 60 - 62 - 4 -

興味がないから 44 12.4% 1 12.5% 4 16.0% 15 16.0% 11 10.9% 5 8.3% 7 11.3% 1 25.0%

参加の仕方が分からないから 57 16.1% 0 0.0% 4 16.0% 17 18.1% 18 17.8% 9 15.0% 8 12.9% 1 25.0%

自分に関係がある内容ではないから 12 3.4% 0 0.0% 1 4.0% 3 3.2% 2 2.0% 1 1.7% 5 8.1% 0 0.0%

時間や場所など参加条件が合わない
から

93 26.3% 2 25.0% 9 36.0% 23 24.5% 23 22.8% 18 30.0% 17 27.4% 1 25.0%

実施していることを知らなかったか
ら

230 65.0% 4 50.0% 18 72.0% 57 60.6% 74 73.3% 35 58.3% 39 62.9% 3 75.0%

その他 22 6.2% 2 25.0% 0 0.0% 6 6.4% 5 5.0% 4 6.7% 5 8.1% 0 0.0%

無回答 4 1.1% 0 0.0% 1 4.0% 0 0.0% 0 0.0% 2 3.3% 1 1.6% 0 0.0%

人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合

就労状況

無回答 4 1.1% 4 1.5% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

その他 22 6.2% 16 5.8% 4 7.5% 2 14.3% 0 0.0% 0 0.0%

実施していることを知らなかったか
ら

230 65.0% 177 64.6% 35 66.0% 9 64.3% 7 77.8% 2 50.0%

時間や場所など参加条件が合わない
から

93 26.3% 75 27.4% 10 18.9% 4 28.6% 1 11.1% 3 75.0%

自分に関係がある内容ではないから 12 3.4% 7 2.6% 4 7.5% 0 0.0% 0 0.0% 1 25.0%

参加の仕方が分からないから 57 16.1% 45 16.4% 7 13.2% 2 14.3% 1 11.1% 2 50.0%

興味がないから 44 12.4% 29 10.6% 8 15.1% 4 28.6% 2 22.2% 1 25.0%

回答人数 354 - 274 - 53 - 14 - 9 - 4 -

項目
回答人数

就労している
就労していな

い
学生 その他 無回答



  【一般】                               

45 

 

 

【モデル地区（吉野小校区）】 

 

 

 

 

 

  

人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合

回答人数
項目

年代

回答人数

40代 50代 60代以上 無回答10代 20代 30代

2 - 6 - 7-53

興味がないから

- 1 -- 9 - 12 - 16

0 0.0% 1 16.7% 1 14.3%5 9.4%

参加の仕方が分からないから

1 100.0%0 0.0% 2 16.7% 0 0.0%

0.0% 0 0.0% 2 28.6% 007 13.2%

自分に関係がある内容ではないから

100.0%0.0% 0 0.0% 4 25.0% 1

0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

時間や場所など参加条件が合わない
から

0 0.0%0 0.0%

1 50.0% 3 50.0% 128.3%15

実施していることを知らなかったか
ら

37.5% 0 0.0%14.3% 2 22.2% 2 16.7% 6

1 50.0% 3 50.0% 4 57.1%36 67.9%

その他

1 100.0%8 88.9% 9 75.0% 10 62.5%

0.0% 0 0.0% 1 14.3% 002 3.8% 0.0%0.0% 0 0.0% 1 6.3% 0

無回答 0 0.0% 1 16.7% 0 0.0%1 1.9% 0 0.0%0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合

回答人数
項目

就労状況

回答人数

学生 その他 無回答就労している
就労していな

い

-53

興味がないから

-- 3 - 3 - 037 - 10

5 9.4%

参加の仕方が分からないから

1 33.3% 1 33.3% 0 -2 5.4% 1 10.0%

7 13.2%

自分に関係がある内容ではないから

33.3% 1 33.3% 0 -4 10.8% 1 10.0% 1

0 0.0% 0 -0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

時間や場所など参加条件が合わない
から

0 0.0%

28.3%15

実施していることを知らなかったか
ら

-10.0% 1 33.3% 1 33.3% 012 32.4% 1

36 67.9%

その他

2 66.7% 1 33.3% 0 -27 73.0% 6 60.0%

2 3.8% 0.0% 0 0.0% 0 -1 2.7% 1 10.0% 0

無回答 1 1.9% 0 0.0% 0 0.0% 0 -1 2.7% 0 0.0%
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問５ あなたは、自動車を運転しますか。（１つに○） 

 

自動車の運転については、「運転する」が 76.7％と最も高く、次いで、「運転免許証を持っていない」

の 7.4％、「たまに運転する」の 6.7％の順となっている。 

 

 

【モデル地区（吉野小校区）】 

 

 

 

  

回答数 構成比

447 100.0%

343 76.7%

30 6.7%

28 6.3%

33 7.4%

13 2.9%

項目

回答人数

運転する

たまに運転する

（運転免許証を持っているが）運転しない

運転免許証を持っていない

無回答

76.7%

6.7%

6.3%

7.4%

2.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

人数 割合

回答人数
項目

回答人数 100.0%64

運転する 48 75.0%

たまに運転する 3 4.7%

（運転免許証を持っているが）運転
しない

運転免許証を持っていない

4 6.3%

12.5%8

無回答 1.6%1
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※問５で『１．運転する』『２．たまに運転する』とご回答された方にお聞きします。 

問５－１ あなたは、次の自動車の運転に関する交通ルール・マナーを知っていますか。また、

実際に守っていますか。（あてはまるものすべてに○） 

 

ア 知っている 

「運転中は、カーナビ・携帯電話などの操作を行わない」が 81.2％と最も高く、次いで、「横断歩道を

横断する歩行者等がいる場合は一時停止する」の 79.9％、「夕暮れ時は、早めにライトを点灯する」の

79.1％の順となっている。 

 

  

回答数 構成比

373 -

298 79.9%

290 77.7%

303 81.2%

295 79.1%

289 77.5%

52 13.9%

項目

回答人数

横断歩道を横断する歩行者等がいる場合は
一時停止する

酒気を帯びて運転してはならない

運転中は、カーナビ・携帯電話などの操作
を行わない

夕暮れ時は、早めにライトを点灯する

歩行者、自転車の傍を通行するときは、安
全な間隔を空けるか徐行して運転する

無回答

79.9%

77.7%

81.2%

79.1%

77.5%

13.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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【属性別特徴】 

性別では、大きな差異は見られない。 

年代別では、他の年代と比較して、２０代の「夕暮れ時は、早めにライトを点灯する」の割合が高い

一方、５０代以上の割合が低くなっている。 

 

 

 

 

  

人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合

項目
回答人数

性別

男性 女性 無回答

回答人数 373 - 156 - 215 - 2 -

横断歩道を横断する歩行者等がいる
場合は一時停止する

298 79.9% 125 80.1% 172 80.0% 1 50.0%

酒気を帯びて運転してはならない 290 77.7% 121 77.6% 168 78.1% 1 50.0%

運転中は、カーナビ・携帯電話など
の操作を行わない

303 81.2% 127 81.4% 175 81.4% 1 50.0%

夕暮れ時は、早めにライトを点灯す
る

295 79.1% 122 78.2% 172 80.0% 1 50.0%

歩行者、自転車の傍を通行するとき
は、安全な間隔を空けるか徐行して運
転する

289 77.5% 122 78.2% 166 77.2% 1 50.0%

無回答 52 13.9% 23 14.7% 28 13.0% 1 50.0%

人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合

年代

項目
回答人数

10代 20代 30代 40代 50代 60代以上 無回答

回答人数 373 - 2 - 24 - 96 - 119 - 60 - 69 - 3 -

横断歩道を横断する歩行者等がいる
場合は一時停止する

298 79.9% 2 100.0% 21 87.5% 77 80.2% 101 84.9% 44 73.3% 51 73.9% 2 66.7%

酒気を帯びて運転してはならない 290 77.7% 1 50.0% 20 83.3% 74 77.1% 100 84.0% 42 70.0% 51 73.9% 2 66.7%

運転中は、カーナビ・携帯電話など
の操作を行わない

303 81.2% 1 50.0% 21 87.5% 79 82.3% 103 86.6% 47 78.3% 50 72.5% 2 66.7%

夕暮れ時は、早めにライトを点灯す
る

295 79.1% 1 50.0% 22 91.7% 78 81.3% 103 86.6% 41 68.3% 48 69.6% 2 66.7%

歩行者、自転車の傍を通行するとき
は、安全な間隔を空けるか徐行して運
転する

289 77.5% 1 50.0% 20 83.3% 75 78.1% 100 84.0% 43 71.7% 48 69.6% 2 66.7%

無回答 52 13.9% 0 0.0% 2 8.3% 12 12.5% 13 10.9% 9 15.0% 15 21.7% 1 33.3%
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【モデル地区（吉野小校区）】 

 

 

 

 

  

人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合

回答人数
項目

性別

回答人数

男性 女性 無回答

-- 21 - 30 - 051

横断歩道を横断する歩行者等がいる
場合は一時停止する

16 76.2% 25 83.3% 0 -41 80.4%

酒気を帯びて運転してはならない 66.7% 24 80.0% 0 -38 74.5% 14

運転中は、カーナビ・携帯電話など
の操作を行わない

夕暮れ時は、早めにライトを点灯す
る

25 83.3% 0 -40 78.4% 15 71.4%

-72.5% 15 71.4% 22 73.3% 037

歩行者、自転車の傍を通行するとき
は、安全な間隔を空けるか徐行して運
転する

16 76.2% 22 73.3% 0 -38 74.5%

無回答 4 19.0% 4 13.3% 0 -8 15.7%

人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合

回答人数
項目

年代

回答人数

40代 50代 60代以上 無回答10代 20代 30代

0 - 6 - 7-51

横断歩道を横断する歩行者等がいる
場合は一時停止する

- 0 -- 9 - 11 - 18

0 - 5 83.3% 5 71.4%41 80.4%

酒気を帯びて運転してはならない

0 -9 100.0% 9 81.8% 13 72.2%

- 4 66.7% 5 71.4% 9038 74.5%

運転中は、カーナビ・携帯電話など
の操作を行わない

-100.0% 8 72.7% 12 66.7% 0

10 90.9% 12 66.7% 0 -4 66.7% 5 71.4% 9 100.0%

夕暮れ時は、早めにライトを点灯す
る

0 -40 78.4%

0 - 5 83.3% 572.5%37

歩行者、自転車の傍を通行するとき
は、安全な間隔を空けるか徐行して運
転する

61.1% 0 -71.4% 8 88.9% 8 72.7% 11

0 - 4 66.7% 5 71.4%38 74.5% 0 -8 88.9% 9 81.8% 12 66.7%

無回答 0 - 1 16.7% 2 28.6%8 15.7% 0 -0 0.0% 0 0.0% 5 27.8%
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イ 守っている 

「酒気を帯びて運転してはならない」が 75.9％と最も高く、次いで、「歩行者、自転車の傍を通行する

ときは、安全な間隔を空けるか徐行して運転する」の 72.7％、「横断歩道を横断する歩行者等がいる場合

は一時停止する」の 70.0％の順となっている。 

 

  

回答数 構成比

373 -

261 70.0%

283 75.9%

234 62.7%

252 67.6%

271 72.7%

88 23.6%

項目

回答人数

横断歩道を横断する歩行者等がいる場合は
一時停止する

酒気を帯びて運転してはならない

運転中は、カーナビ・携帯電話などの操作
を行わない

夕暮れ時は、早めにライトを点灯する

歩行者、自転車の傍を通行するときは、安
全な間隔を空けるか徐行して運転する

無回答

70.0%

75.9%

62.7%

67.6%

72.7%

23.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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【属性別特徴】 

性別では、すべての項目において、女性の遵守度が男性と比較して高くなっている。 

年代別では、すべての項目において、４０代の遵守度が他の年代と比較して低くなっている。 

 

 

 

  

人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合

項目
回答人数

性別

男性 女性 無回答

回答人数 373 - 156 - 215 - 2 -

横断歩道を横断する歩行者等がいる
場合は一時停止する

261 70.0% 104 66.7% 155 72.1% 2 100.0%

酒気を帯びて運転してはならない 283 75.9% 112 71.8% 169 78.6% 2 100.0%

運転中は、カーナビ・携帯電話など
の操作を行わない

234 62.7% 95 60.9% 138 64.2% 1 50.0%

夕暮れ時は、早めにライトを点灯す
る

252 67.6% 101 64.7% 149 69.3% 2 100.0%

歩行者、自転車の傍を通行するとき
は、安全な間隔を空けるか徐行して運
転する

271 72.7% 107 68.6% 163 75.8% 1 50.0%

無回答 88 23.6% 42 26.9% 46 21.4% 0 0.0%

人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合

年代

項目
回答人数

10代 20代 30代 40代 50代 60代以上 無回答

回答人数 373 - 2 - 24 - 96 - 119 - 60 - 69 - 3 -

横断歩道を横断する歩行者等がいる
場合は一時停止する

261 70.0% 0 0.0% 20 83.3% 66 68.8% 76 63.9% 43 71.7% 53 76.8% 3 100.0%

酒気を帯びて運転してはならない 283 75.9% 1 50.0% 21 87.5% 73 76.0% 81 68.1% 48 80.0% 56 81.2% 3 100.0%

運転中は、カーナビ・携帯電話など
の操作を行わない

234 62.7% 1 50.0% 18 75.0% 59 61.5% 66 55.5% 37 61.7% 51 73.9% 2 66.7%

夕暮れ時は、早めにライトを点灯す
る

252 67.6% 1 50.0% 18 75.0% 61 63.5% 71 59.7% 44 73.3% 54 78.3% 3 100.0%

歩行者、自転車の傍を通行するとき
は、安全な間隔を空けるか徐行して運
転する

271 72.7% 1 50.0% 19 79.2% 70 72.9% 78 65.5% 46 76.7% 55 79.7% 2 66.7%

無回答 88 23.6% 1 50.0% 3 12.5% 23 24.0% 38 31.9% 12 20.0% 11 15.9% 0 0.0%
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【モデル地区（吉野小校区）】 

 

 

 

 

  

人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合

回答人数
項目

性別

回答人数

男性 女性 無回答

-- 21 - 30 - 051

横断歩道を横断する歩行者等がいる
場合は一時停止する

16 76.2% 25 83.3% 0 -41 80.4%

酒気を帯びて運転してはならない 85.7% 26 86.7% 0 -44 86.3% 18

運転中は、カーナビ・携帯電話など
の操作を行わない

夕暮れ時は、早めにライトを点灯す
る

20 66.7% 0 -37 72.5% 17 81.0%

-80.4% 17 81.0% 24 80.0% 041

歩行者、自転車の傍を通行するとき
は、安全な間隔を空けるか徐行して運
転する

16 76.2% 24 80.0% 0 -40 78.4%

無回答 3 14.3% 4 13.3% 0 -7 13.7%

人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合

回答人数
項目

年代

回答人数

40代 50代 60代以上 無回答10代 20代 30代

0 - 6 - 7-51

横断歩道を横断する歩行者等がいる
場合は一時停止する

- 0 -- 9 - 11 - 18

0 - 4 66.7% 6 85.7%41 80.4%

酒気を帯びて運転してはならない

0 -7 77.8% 9 81.8% 15 83.3%

- 5 83.3% 6 85.7% 7044 86.3%

運転中は、カーナビ・携帯電話など
の操作を行わない

-77.8% 10 90.9% 16 88.9% 0

6 54.5% 15 83.3% 0 -5 83.3% 5 71.4% 6 66.7%

夕暮れ時は、早めにライトを点灯す
る

0 -37 72.5%

0 - 4 66.7% 680.4%41

歩行者、自転車の傍を通行するとき
は、安全な間隔を空けるか徐行して運
転する

83.3% 0 -85.7% 7 77.8% 9 81.8% 15

0 - 5 83.3% 5 71.4%40 78.4% 0 -7 77.8% 8 72.7% 15 83.3%

無回答 0 - 1 16.7% 1 14.3%7 13.7% 0 -2 22.2% 1 9.1% 2 11.1%
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問６ あなたは、自動車を運転するときに、後部座席同乗者も含め、全席でシートベルトを着用

しなければならないことを知っていますか。また、実際に着用していますか。 

（あてはまるものすべてに○） 

 

ア 知っている 

「後部座席のシートベルト着用」が 82.3％と最も高く、次いで、「運転席のシートベルト着用」の 74.3％、

「助手席のシートベルト着用」の 73.6％の順となっている。 

 

 

【モデル地区（吉野小校区）】 

 
 

  

回答数 構成比

447 -

332 74.3%

329 73.6%

368 82.3%

47 10.5%

項目

回答人数

運転席のシートベルト着用

助手席のシートベルト着用

後部座席のシートベルト着用

無回答

74.3%

73.6%

82.3%

10.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

人数 割合

回答人数
項目

回答人数 -64

運転席のシートベルト着用 45 70.3%

助手席のシートベルト着用 44 68.8%

後部座席のシートベルト着用 45 70.3%

無回答 13 20.3%
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【参考】 

問６において、「イ．着用している」のみへの回答が一定数見られたため、「ア．知っている」「イ．着

用している」のいずれかに回答した場合を「知っている」と仮定した場合の集計結果を以下に示す。 

 

「運転席のシートベルト着用」が 96.0％と最も高く、次いで、「助手席のシートベルト着用」の 95.7％、

「後部座席のシートベルト着用」の 89.7％の順となっている。 

 

 

【モデル地区（吉野小校区）】 

 
 

 

 

 

  

回答数 構成比

447 -

429 96.0%

428 95.7%

401 89.7%

18 4.0%無回答

項目

回答人数

運転席のシートベルト着用

助手席のシートベルト着用

後部座席のシートベルト着用

96.0%

95.7%

89.7%

10.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

人数 割合

回答人数

5 7.8%無回答

53 82.8%後部座席のシートベルト着用

58 90.6%助手席のシートベルト着用

59 92.2%運転席のシートベルト着用

-64回答人数

項目
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イ 着用している 

「助手席のシートベルト着用」が 80.3％と最も高く、次いで、「運転席のシートベルト着用」の 77.6％、

「後部座席のシートベルト着用」の 27.3％の順となっている。 

 

 

【属性別特徴】 

性別では、大きな差異は見られない。 

年代別では、１０代の「運転席のシートベルト着用」「助手席のシートベルト着用」の割合が他の年代

と比較して低くなっている。また、３０代以上の「後部座席のシートベルト着用」の割合が他の年代と

比較して低くなっている。 

  

 
 

 

  

回答数 構成比

447 -

347 77.6%

359 80.3%

122 27.3%

83 18.6%

項目

回答人数

運転席のシートベルト着用

助手席のシートベルト着用

後部座席のシートベルト着用

無回答

77.6%

80.3%

27.3%

18.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合

項目
回答人数

性別

男性 女性 無回答

回答人数 447 - 177 - 267 - 3 -

運転席のシートベルト着用 347 77.6% 133 75.1% 211 79.0% 3 100.0%

助手席のシートベルト着用 359 80.3% 136 76.8% 220 82.4% 3 100.0%

後部座席のシートベルト着用 122 27.3% 49 27.7% 72 27.0% 1 33.3%

無回答 83 18.6% 38 21.5% 45 16.9% 0 0.0%

人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合

年代

項目
回答人数

10代 20代 30代 40代 50代 60代以上 無回答

回答人数 447 - 18 - 31 - 112 - 131 - 73 - 77 - 5 -

運転席のシートベルト着用 347 77.6% 10 55.6% 24 77.4% 90 80.4% 102 77.9% 54 74.0% 63 81.8% 4 80.0%

助手席のシートベルト着用 359 80.3% 12 66.7% 25 80.6% 90 80.4% 107 81.7% 57 78.1% 63 81.8% 5 100.0%

後部座席のシートベルト着用 122 27.3% 6 33.3% 11 35.5% 28 25.0% 33 25.2% 21 28.8% 22 28.6% 1 20.0%

無回答 83 18.6% 6 33.3% 6 19.4% 21 18.8% 24 18.3% 13 17.8% 13 16.9% 0 0.0%
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【モデル地区（吉野小校区）】 

  

 
 

 

  

人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合

回答人数
項目

性別

回答人数

男性 女性 無回答

-- 24 - 40 - 064

運転席のシートベルト着用 20 83.3% 30 75.0% 0 -50 78.1%

助手席のシートベルト着用 83.3% 32 80.0% 0 -52 81.3% 20

後部座席のシートベルト着用 14 35.0% 0 -24 37.5% 10 41.7%

無回答 3 12.5% 8 20.0% 0 -11 17.2%

人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合

回答人数
項目

年代

回答人数

40代 50代 60代以上 無回答10代 20代 30代

3 - 8 - 10-64

運転席のシートベルト着用

- 1 -- 10 - 12 - 20

0 0.0% 6 75.0% 8 80.0%50 78.1%

助手席のシートベルト着用

0 0.0%9 90.0% 11 91.7% 16 80.0%

33.3% 6 75.0% 7 70.0% 10152 81.3%

後部座席のシートベルト着用

100.0%100.0% 11 91.7% 16 80.0% 1

4 33.3% 6 30.0% 0 0.0%3 37.5% 3 30.0% 7 70.0%1 33.3%24 37.5%

無回答 2 66.7% 2 25.0% 2 20.0%11 17.2% 0 0.0%0 0.0% 1 8.3% 4 20.0%
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問７ あなたは、認知症は病気によるものだと知っていますか。（１つに○） 

 

認知症が病気によるものであることについては、「知っている」が 83.4％、「知らない」が 14.8％とな

っている。 

 

 

 

問８ あなたは、認知症への理解不足が高齢者の方への虐待につながることがあることを知って

いますか。（１つに○） 

 

認知症への理解不足が高齢者への虐待につながることがあることについては、「知っている」が 84.1％、

「知らない」が 13.9％となっている。 

 

  

回答数 構成比

447 100.0%

373 83.4%

66 14.8%

8 1.8%

項目

回答人数

知っている

知らない

無回答

83.4%

14.8%

1.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答数 構成比

447 100.0%

376 84.1%

62 13.9%

9 2.0%

項目

回答人数

知っている

知らない

無回答

84.1%

13.9%

2.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問９ 認知症サポーター(認知症に関する学習会を受講し、認知症の人やその家族を温かく見守

る応援者）についてご存知ですか。（１つに○） 

 

認知症サポーターについては、「まったく知らない」が 37.8％と最も高く、次いで、「聞いたことはあ

る」の 30.4％、「知っているが、サポーターを養成する講座を受けたことはない」の 23.5％の順となっ

ている。 

 

 

 

※問９で『１．サポーターを養成する講座を受けたことがある』とご回答された方にお聞きしま

す。 

問９－１ あなたは、「認知症サポーター養成講座」を受講して、認知症の方への対応に変化が

ありましたか。（１つに○） 

 

「認知症サポーター養成講座」受講後の認知症の方への対応の変化については、「変化があった」が

75.0％と最も高く、次いで、「わからない」の 10.7％、「変化はなかった」の 7.1％の順となっている。 

 

 

 

 

  

回答数 構成比

447 100.0%

28 6.3%

105 23.5%

136 30.4%

169 37.8%

9 2.0%

項目

回答人数

サポーターを養成する講座を受けたことが
ある

知っているが、サポーターを養成する講座
を受けたことはない

聞いたことはある

まったく知らない

無回答

6.3%

23.5%

30.4%

37.8%

2.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答数 構成比

28 100.0%

21 75.0%

2 7.1%

3 10.7%

2 7.1%

項目

回答人数

変化があった

変化はなかった

わからない

無回答

75.0%

7.1%

10.7%

7.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問 10 配偶者等からの暴力（ＤＶ）の認識についてお伺いします。（１つに○） 

 

配偶者等からの暴力（ＤＶ）の認識については、「言葉も意味も知っていた」が 90.6％となっており、

多くの人が認識していることが伺える。 

 

 

【属性別特徴】 

性別では、大きな差異は見られない。 

年代別では、20代の「言葉も意味も知っていた」の割合が最も高くなっている。 

  

 
  

回答数 構成比

447 100.0%

405 90.6%

25 5.6%

4 0.9%

13 2.9%

項目

回答人数

言葉も意味も知っていた

言葉は知っているが、意味はよく知らな
かった

まったく知らなかった

無回答

90.6%

5.6%

0.9%

2.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合

項目
回答人数

性別

男性 女性 無回答

回答人数 447 100.0% 177 100.0% 267 100.0% 3 100.0%

言葉も意味も知っていた 405 90.6% 157 88.7% 245 91.8% 3 100.0%

言葉は知っているが、意味はよく知
らなかった

25 5.6% 13 7.3% 12 4.5% 0 0.0%

まったく知らなかった 4 0.9% 2 1.1% 2 0.7% 0 0.0%

無回答 13 2.9% 5 2.8% 8 3.0% 0 0.0%

人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合

年代

項目
回答人数

10代 20代 30代 40代 50代 60代以上 無回答

回答人数 447 100.0% 18 100.0% 31 100.0% 112 100.0% 131 100.0% 73 100.0% 77 100.0% 5 100.0%

言葉も意味も知っていた 405 90.6% 15 83.3% 29 93.5% 101 90.2% 121 92.4% 67 91.8% 67 87.0% 5 100.0%

言葉は知っているが、意味はよく知
らなかった

25 5.6% 2 11.1% 1 3.2% 5 4.5% 7 5.3% 2 2.7% 8 10.4% 0 0.0%

まったく知らなかった 4 0.9% 1 5.6% 0 0.0% 2 1.8% 0 0.0% 1 1.4% 0 0.0% 0 0.0%

無回答 13 2.9% 0 0.0% 1 3.2% 4 3.6% 3 2.3% 3 4.1% 2 2.6% 0 0.0%
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※問 10で『１．言葉も意味も知っていた』とご回答された方にお聞きします。 

問 11 あなたは、配偶者等からの暴力（ＤＶ）の意味を知ったあとにア～エのようなことをし

ましたか。（１つに○） 

 

ア 自分と結婚（交際）相手の関係や身近なカップルの状況について改めて考えた 

「していない」が 52.8％、「した」が 43.7％となっている。 

 

 

【属性別特徴】 

性別では、女性の「した」の割合が男性と比較して高くなっている。 

年代別では、「した」の割合は３０代が最も高く、「していない」の割合は６０代以上が最も高くなっ

ている。 

 

 
  

回答数 構成比

405 100.0%

177 43.7%

214 52.8%

14 3.5%

項目

回答人数

した

していない

無回答

43.7%

52.8%

3.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合

項目
回答人数

性別

男性 女性 無回答

回答人数 405 100.0% 157 100.0% 245 100.0% 3 100.0%

した 177 43.7% 57 36.3% 119 48.6% 1 33.3%

していない 214 52.8% 96 61.1% 116 47.3% 2 66.7%

無回答 14 3.5% 4 2.5% 10 4.1% 0 0.0%

人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合

年代

項目
回答人数

10代 20代 30代 40代 50代 60代以上 無回答

回答人数 405 100.0% 15 100.0% 29 100.0% 101 100.0% 121 100.0% 67 100.0% 67 100.0% 5 100.0%

した 177 43.7% 4 26.7% 12 41.4% 56 55.4% 52 43.0% 30 44.8% 21 31.3% 2 40.0%

していない 214 52.8% 8 53.3% 16 55.2% 42 41.6% 65 53.7% 37 55.2% 43 64.2% 3 60.0%

無回答 14 3.5% 3 20.0% 1 3.4% 3 3.0% 4 3.3% 0 0.0% 3 4.5% 0 0.0%
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イ 実際に誰かに相談した 

「していない」が 86.9％、「した」が 8.6％となっている。 

 

 

【属性別特徴】 

性別では、女性の「した」の割合が男性と比較して高くなっている。 

年代別では、年代が高くなるほど「した」の割合が低くなる傾向が見られる。 

 

 
  

回答数 構成比

405 100.0%

35 8.6%

352 86.9%

18 4.4%

項目

回答人数

した

していない

無回答

8.6%

86.9%

4.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合

項目
回答人数

性別

男性 女性 無回答

回答人数 405 100.0% 157 100.0% 245 100.0% 3 100.0%

した 35 8.6% 7 4.5% 27 11.0% 1 33.3%

していない 352 86.9% 146 93.0% 204 83.3% 2 66.7%

無回答 18 4.4% 4 2.5% 14 5.7% 0 0.0%

人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合

年代

項目
回答人数

10代 20代 30代 40代 50代 60代以上 無回答

回答人数 405 100.0% 15 100.0% 29 100.0% 101 100.0% 121 100.0% 67 100.0% 67 100.0% 5 100.0%

した 35 8.6% 2 13.3% 3 10.3% 11 10.9% 11 9.1% 5 7.5% 2 3.0% 1 20.0%

していない 352 86.9% 10 66.7% 25 86.2% 87 86.1% 106 87.6% 61 91.0% 59 88.1% 4 80.0%

無回答 18 4.4% 3 20.0% 1 3.4% 3 3.0% 4 3.3% 1 1.5% 6 9.0% 0 0.0%
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ウ 結婚（交際）相手とＤＶにあたる行為について話し合った 

「していない」が 83.0％、「した」が 12.8％となっている。 

 

 

【属性別特徴】 

性別では、大きな差異は見られない。 

年代別では、３０代の「した」の割合が他の年代と比較して高くなっている。 

 

 
 

  

回答数 構成比

405 100.0%

52 12.8%

336 83.0%

17 4.2%

項目

回答人数

した

していない

無回答

12.8%

83.0%

4.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合

項目
回答人数

性別

男性 女性 無回答

回答人数 405 100.0% 157 100.0% 245 100.0% 3 100.0%

した 52 12.8% 18 11.5% 33 13.5% 1 33.3%

していない 336 83.0% 134 85.4% 200 81.6% 2 66.7%

無回答 17 4.2% 5 3.2% 12 4.9% 0 0.0%

人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合

年代

項目
回答人数

10代 20代 30代 40代 50代 60代以上 無回答

回答人数 405 100.0% 15 100.0% 29 100.0% 101 100.0% 121 100.0% 67 100.0% 67 100.0% 5 100.0%

した 52 12.8% 1 6.7% 4 13.8% 22 21.8% 12 9.9% 6 9.0% 6 9.0% 1 20.0%

していない 336 83.0% 10 66.7% 24 82.8% 76 75.2% 106 87.6% 60 89.6% 56 83.6% 4 80.0%

無回答 17 4.2% 4 26.7% 1 3.4% 3 3.0% 3 2.5% 1 1.5% 5 7.5% 0 0.0%
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エ ＤＶ被害者ではないかと思う知り合いに相談場所を教えるなど助言した 

「していない」が 88.6％、「した」が 6.9％となっている。 

 

 

【属性別特徴】 

性別では、女性の「した」の割合が男性と比較して高くなっている。 

年代別では、３０代・４０代の「した」の割合が他の年代と比較して高くなっている。 

 

 
 

 

 

  

回答数 構成比

405 100.0%

28 6.9%

359 88.6%

18 4.4%

項目

回答人数

した

していない

無回答

6.9%

88.6%

4.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合

項目
回答人数

性別

男性 女性 無回答

回答人数 405 100.0% 157 100.0% 245 100.0% 3 100.0%

した 28 6.9% 5 3.2% 23 9.4% 0 0.0%

していない 359 88.6% 147 93.6% 209 85.3% 3 100.0%

無回答 18 4.4% 5 3.2% 13 5.3% 0 0.0%

人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合

年代

項目
回答人数

10代 20代 30代 40代 50代 60代以上 無回答

回答人数 405 100.0% 15 100.0% 29 100.0% 101 100.0% 121 100.0% 67 100.0% 67 100.0% 5 100.0%

した 28 6.9% 1 6.7% 1 3.4% 11 10.9% 12 9.9% 1 1.5% 2 3.0% 0 0.0%

していない 359 88.6% 11 73.3% 27 93.1% 87 86.1% 105 86.8% 65 97.0% 59 88.1% 5 100.0%

無回答 18 4.4% 3 20.0% 1 3.4% 3 3.0% 4 3.3% 1 1.5% 6 9.0% 0 0.0%
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問 12 あなたは、次のようなことが配偶者や恋人など親密な関係にある者の間で行われた場合、

それを暴力だと思いますか。（暴力だと思うものすべてに○） 

 

暴力だと思うことについては、「身体を傷つける可能性のある物でなぐる」が 96.2％と最も高く、次い

で、「刃物を突きつけて、おどす」の 96.0％、「足でける」の 93.3％の順となっており、「身体的暴力」

についての認知に比べ、「精神的暴力」についての認知が進んでいないことが伺える。 

 

 

  

回答数 構成比

447 -

387 86.6%

417 93.3%

430 96.2%

361 80.8%

429 96.0%

326 72.9%

294 65.8%

316 70.7%

292 65.3%

320 71.6%

382 85.5%

360 80.5%

350 78.3%

410 91.7%

356 79.6%

10 2.2%

家族や友人と話をすることや会うことを妨
害する

長時間無視する

交友関係や行き先、電話・メールなどを細
かく監視する

「誰のおかげで生活できているんだ」など
言葉でおどす

家計に必要な生活費を渡さない

外出を制限する

項目

回答人数

平手で打つ

足でける

身体を傷つける可能性のある物でなぐる

なぐるふりをして、おどす

刃物を突きつけて、おどす

大声でどなる

他の異性と話をすることや会うことを妨害
する

無回答

いやがっているのに性的な行為を強要する

避妊に協力しない

86.6%

93.3%

96.2%

80.8%

96.0%

72.9%

65.8%

70.7%

65.3%

71.6%

85.5%

80.5%

78.3%

91.7%

79.6%

2.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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【属性別特徴】 

性別では、男女ともに「身体を傷つける可能性のある物でなぐる」の割合が最も高い一方、女性では

「長時間無視する」が、男性では、「他の異性と話をすることや会うことを妨害する」の割合が最も低く、

身体的暴力に比べ、精神的暴力に対する認識が低い傾向が見られる。 

年代別においても、すべての年代で同様の傾向が見られる。 

 

  

人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合

項目
回答人数

性別

男性 女性 無回答

回答人数 447 - 177 - 267 - 3 -

平手で打つ 387 86.6% 159 89.8% 225 84.3% 3 100.0%

足でける 417 93.3% 169 95.5% 245 91.8% 3 100.0%

身体を傷つける可能性のある物でな
ぐる

430 96.2% 169 95.5% 258 96.6% 3 100.0%

なぐるふりをして、おどす 361 80.8% 146 82.5% 213 79.8% 2 66.7%

刃物を突きつけて、おどす 429 96.0% 169 95.5% 257 96.3% 3 100.0%

大声でどなる 326 72.9% 127 71.8% 196 73.4% 3 100.0%

他の異性と話をすることや会うこと
を妨害する

294 65.8% 114 64.4% 178 66.7% 2 66.7%

家族や友人と話をすることや会うこ
とを妨害する

316 70.7% 119 67.2% 195 73.0% 2 66.7%

長時間無視する 292 65.3% 122 68.9% 168 62.9% 2 66.7%

交友関係や行き先、電話・メールな
どを細かく監視する

320 71.6% 119 67.2% 198 74.2% 3 100.0%

「誰のおかげで生活できているん
だ」など言葉でおどす

382 85.5% 148 83.6% 231 86.5% 3 100.0%

家計に必要な生活費を渡さない 360 80.5% 136 76.8% 221 82.8% 3 100.0%

外出を制限する 350 78.3% 133 75.1% 214 80.1% 3 100.0%

いやがっているのに性的な行為を強
要する

410 91.7% 160 90.4% 247 92.5% 3 100.0%

避妊に協力しない 356 79.6% 141 79.7% 212 79.4% 3 100.0%

無回答 10 2.2% 5 2.8% 5 1.9% 0 0.0%
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人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合

年代

項目
回答人数

10代 20代 30代 40代 50代 60代以上 無回答

回答人数 447 - 18 - 31 - 112 - 131 - 73 - 77 - 5 -

平手で打つ 387 86.6% 12 66.7% 25 80.6% 99 88.4% 114 87.0% 66 90.4% 67 87.0% 4 80.0%

足でける 417 93.3% 15 83.3% 26 83.9% 107 95.5% 124 94.7% 70 95.9% 70 90.9% 5 100.0%

身体を傷つける可能性のある物でな
ぐる

430 96.2% 18 100.0% 30 96.8% 107 95.5% 124 94.7% 72 98.6% 74 96.1% 5 100.0%

なぐるふりをして、おどす 361 80.8% 12 66.7% 24 77.4% 95 84.8% 110 84.0% 61 83.6% 56 72.7% 3 60.0%

刃物を突きつけて、おどす 429 96.0% 16 88.9% 28 90.3% 107 95.5% 127 96.9% 72 98.6% 74 96.1% 5 100.0%

大声でどなる 326 72.9% 8 44.4% 19 61.3% 81 72.3% 101 77.1% 57 78.1% 56 72.7% 4 80.0%

他の異性と話をすることや会うこと
を妨害する

294 65.8% 14 77.8% 18 58.1% 70 62.5% 83 63.4% 56 76.7% 50 64.9% 3 60.0%

家族や友人と話をすることや会うこ
とを妨害する

316 70.7% 15 83.3% 21 67.7% 84 75.0% 86 65.6% 58 79.5% 49 63.6% 3 60.0%

長時間無視する 292 65.3% 11 61.1% 14 45.2% 79 70.5% 80 61.1% 58 79.5% 47 61.0% 3 60.0%

交友関係や行き先、電話・メールな
どを細かく監視する

320 71.6% 14 77.8% 25 80.6% 81 72.3% 82 62.6% 60 82.2% 54 70.1% 4 80.0%

「誰のおかげで生活できているん
だ」など言葉でおどす

382 85.5% 16 88.9% 26 83.9% 95 84.8% 114 87.0% 67 91.8% 60 77.9% 4 80.0%

家計に必要な生活費を渡さない 360 80.5% 13 72.2% 24 77.4% 93 83.0% 105 80.2% 63 86.3% 57 74.0% 5 100.0%

外出を制限する 350 78.3% 13 72.2% 24 77.4% 92 82.1% 101 77.1% 60 82.2% 56 72.7% 4 80.0%

いやがっているのに性的な行為を強
要する

410 91.7% 18 100.0% 29 93.5% 101 90.2% 123 93.9% 69 94.5% 65 84.4% 5 100.0%

避妊に協力しない 356 79.6% 15 83.3% 27 87.1% 90 80.4% 106 80.9% 64 87.7% 49 63.6% 5 100.0%

無回答 10 2.2% 0 0.0% 1 3.2% 3 2.7% 3 2.3% 1 1.4% 2 2.6% 0 0.0%
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問 13 配偶者等からの暴力（ＤＶ）について、あなたはどう思いますか。（１つに○） 

 

ア ＤＶは人権を侵害する行為であると思う 

「そう思う」が 92.6％と最も高く、次いで、「ややそう思う」の 4.5％の順となっている。 

 

 

【属性別特徴】 

性別では、男女ともに「そう思う」の割合が９割を超えている。 

年代別では、大きな差異は見られない。 

 

 

  

回答数 構成比

447 100.0%

414 92.6%

20 4.5%

0 0.0%

0 0.0%

13 2.9%

項目

回答人数

そう思う

ややそう思う

あまりそう思わない

そう思わない

無回答

92.6%

4.5%

0.0%

0.0%

2.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合

項目
回答人数

性別

男性 女性 無回答

回答人数 447 100.0% 177 100.0% 267 100.0% 3 100.0%

そう思う 414 92.6% 161 91.0% 250 93.6% 3 100.0%

ややそう思う 20 4.5% 10 5.6% 10 3.7% 0 0.0%

あまりそう思わない 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

そう思わない 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

無回答 13 2.9% 6 3.4% 7 2.6% 0 0.0%

人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合

年代

項目
回答人数

10代 20代 30代 40代 50代 60代以上 無回答

回答人数 447 100.0% 18 100.0% 31 100.0% 112 100.0% 131 100.0% 73 100.0% 77 100.0% 5 100.0%

そう思う 414 92.6% 16 88.9% 29 93.5% 105 93.8% 122 93.1% 69 94.5% 68 88.3% 5 100.0%

ややそう思う 20 4.5% 2 11.1% 1 3.2% 4 3.6% 5 3.8% 3 4.1% 5 6.5% 0 0.0%

あまりそう思わない 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

そう思わない 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

無回答 13 2.9% 0 0.0% 1 3.2% 3 2.7% 4 3.1% 1 1.4% 4 5.2% 0 0.0%



  【一般】                               

68 

 

 

イ どんな理由があっても暴力をふるうべきではないと思う 

「そう思う」が 79.2％と最も高く、次いで、「ややそう思う」の 17.7％の順となっている。 

 

 

【属性別特徴】 

性別では、大きな差異は見られない。 

年代別では、５０代の「そう思う」の割合が他の年代と比較して高くなっている。 

 

 

  

回答数 構成比

447 100.0%

354 79.2%

79 17.7%

1 0.2%

0 0.0%

13 2.9%

項目

回答人数

そう思う

ややそう思う

あまりそう思わない

そう思わない

無回答

79.2%

17.7%

0.2%

0.0%

2.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合

項目
回答人数

性別

男性 女性 無回答

回答人数 447 100.0% 177 100.0% 267 100.0% 3 100.0%

そう思う 354 79.2% 139 78.5% 212 79.4% 3 100.0%

ややそう思う 79 17.7% 31 17.5% 48 18.0% 0 0.0%

あまりそう思わない 1 0.2% 1 0.6% 0 0.0% 0 0.0%

そう思わない 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

無回答 13 2.9% 6 3.4% 7 2.6% 0 0.0%

人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合

年代

項目
回答人数

10代 20代 30代 40代 50代 60代以上 無回答

回答人数 447 100.0% 18 100.0% 31 100.0% 112 100.0% 131 100.0% 73 100.0% 77 100.0% 5 100.0%

そう思う 354 79.2% 14 77.8% 23 74.2% 92 82.1% 97 74.0% 64 87.7% 59 76.6% 5 100.0%

ややそう思う 79 17.7% 4 22.2% 6 19.4% 17 15.2% 30 22.9% 8 11.0% 14 18.2% 0 0.0%

あまりそう思わない 1 0.2% 0 0.0% 1 3.2% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

そう思わない 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

無回答 13 2.9% 0 0.0% 1 3.2% 3 2.7% 4 3.1% 1 1.4% 4 5.2% 0 0.0%
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ウ 暴力をふるわれる方にも問題があると思う 

「ややそう思う」が 39.6％と最も高く、次いで、「あまりそう思わない」の 27.5％、「そう思わない」

の 18.8％の順となっている。 

 

 

【属性別特徴】 

性別では、女性の「そう思わない」の割合が男性と比較して高くなっている。 

年代別では、６０代以上の「そう思う」「ややそう思う」の割合が他の年代と比較して高くなっている。 

 

 

 

  

回答数 構成比

447 100.0%

50 11.2%

177 39.6%

123 27.5%

84 18.8%

13 2.9%

項目

回答人数

そう思う

ややそう思う

あまりそう思わない

そう思わない

無回答

11.2%

39.6%

27.5%

18.8%

2.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合

項目
回答人数

性別

男性 女性 無回答

回答人数 447 100.0% 177 100.0% 267 100.0% 3 100.0%

そう思う 50 11.2% 24 13.6% 26 9.7% 0 0.0%

ややそう思う 177 39.6% 67 37.9% 108 40.4% 2 66.7%

あまりそう思わない 123 27.5% 53 29.9% 70 26.2% 0 0.0%

そう思わない 84 18.8% 27 15.3% 56 21.0% 1 33.3%

無回答 13 2.9% 6 3.4% 7 2.6% 0 0.0%

人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合

年代

項目
回答人数

10代 20代 30代 40代 50代 60代以上 無回答

回答人数 447 100.0% 18 100.0% 31 100.0% 112 100.0% 131 100.0% 73 100.0% 77 100.0% 5 100.0%

そう思う 50 11.2% 1 5.6% 1 3.2% 13 11.6% 13 9.9% 9 12.3% 13 16.9% 0 0.0%

ややそう思う 177 39.6% 6 33.3% 14 45.2% 36 32.1% 54 41.2% 29 39.7% 35 45.5% 3 60.0%

あまりそう思わない 123 27.5% 9 50.0% 12 38.7% 32 28.6% 38 29.0% 17 23.3% 14 18.2% 1 20.0%

そう思わない 84 18.8% 2 11.1% 3 9.7% 28 25.0% 22 16.8% 17 23.3% 11 14.3% 1 20.0%

無回答 13 2.9% 0 0.0% 1 3.2% 3 2.7% 4 3.1% 1 1.4% 4 5.2% 0 0.0%
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エ 暴力をふるう相手から別れたいと思えばいつでも別れられると思う 

「そう思う」が 28.0％と最も高く、次いで、「あまりそう思わない」の 26.0％、「ややそう思う」の 21.7％

の順となっている。 

 

 

【属性別特徴】 

性別では、女性の「そう思わない」の割合が男性と比較して高くなっている。 

年代別では、２０代～４０代の「そう思わない」「あまりそう思わない」の割合が他の年代と比較して

高くなっている。 

 

 

  

回答数 構成比

447 100.0%

125 28.0%

97 21.7%

116 26.0%

96 21.5%

13 2.9%

項目

回答人数

そう思う

ややそう思う

あまりそう思わない

そう思わない

無回答

28.0%

21.7%

26.0%

21.5%

2.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合

項目
回答人数

性別

男性 女性 無回答

回答人数 447 100.0% 177 100.0% 267 100.0% 3 100.0%

そう思う 125 28.0% 55 31.1% 70 26.2% 0 0.0%

ややそう思う 97 21.7% 34 19.2% 63 23.6% 0 0.0%

あまりそう思わない 116 26.0% 51 28.8% 63 23.6% 2 66.7%

そう思わない 96 21.5% 31 17.5% 64 24.0% 1 33.3%

無回答 13 2.9% 6 3.4% 7 2.6% 0 0.0%

人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合

年代

項目
回答人数

10代 20代 30代 40代 50代 60代以上 無回答

回答人数 447 100.0% 18 100.0% 31 100.0% 112 100.0% 131 100.0% 73 100.0% 77 100.0% 5 100.0%

そう思う 125 28.0% 3 16.7% 7 22.6% 35 31.3% 29 22.1% 24 32.9% 27 35.1% 0 0.0%

ややそう思う 97 21.7% 8 44.4% 6 19.4% 16 14.3% 28 21.4% 20 27.4% 18 23.4% 1 20.0%

あまりそう思わない 116 26.0% 5 27.8% 11 35.5% 29 25.9% 32 24.4% 15 20.5% 21 27.3% 3 60.0%

そう思わない 96 21.5% 2 11.1% 6 19.4% 29 25.9% 38 29.0% 13 17.8% 7 9.1% 1 20.0%

無回答 13 2.9% 0 0.0% 1 3.2% 3 2.7% 4 3.1% 1 1.4% 4 5.2% 0 0.0%
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オ ＤＶは個人的な問題ではなく、社会的に対策が必要な問題だと思う 

「そう思う」が 64.0％と最も高く、次いで、「ややそう思う」の 26.2％、「あまりそう思わない」の 4.5％

の順となっている。 

 

 

【属性別特徴】 

性別では、女性の「そう思う」「ややそう思う」の割合が男性と比較して高くなっている。 

年代別では、６０代以上の「そう思う」の割合が他の年代と比較して低くなっている。 

 

 

  

回答数 構成比

447 100.0%

286 64.0%

117 26.2%

20 4.5%

10 2.2%

14 3.1%

項目

回答人数

そう思う

ややそう思う

あまりそう思わない

そう思わない

無回答

64.0%

26.2%

4.5%

2.2%

3.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合

項目
回答人数

性別

男性 女性 無回答

回答人数 447 100.0% 177 100.0% 267 100.0% 3 100.0%

そう思う 286 64.0% 109 61.6% 175 65.5% 2 66.7%

ややそう思う 117 26.2% 43 24.3% 73 27.3% 1 33.3%

あまりそう思わない 20 4.5% 12 6.8% 8 3.0% 0 0.0%

そう思わない 10 2.2% 7 4.0% 3 1.1% 0 0.0%

無回答 14 3.1% 6 3.4% 8 3.0% 0 0.0%

人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合

年代

項目
回答人数

10代 20代 30代 40代 50代 60代以上 無回答

回答人数 447 100.0% 18 100.0% 31 100.0% 112 100.0% 131 100.0% 73 100.0% 77 100.0% 5 100.0%

そう思う 286 64.0% 13 72.2% 24 77.4% 79 70.5% 80 61.1% 49 67.1% 38 49.4% 3 60.0%

ややそう思う 117 26.2% 4 22.2% 5 16.1% 22 19.6% 40 30.5% 13 17.8% 31 40.3% 2 40.0%

あまりそう思わない 20 4.5% 0 0.0% 1 3.2% 4 3.6% 5 3.8% 7 9.6% 3 3.9% 0 0.0%

そう思わない 10 2.2% 1 5.6% 0 0.0% 4 3.6% 2 1.5% 2 2.7% 1 1.3% 0 0.0%

無回答 14 3.1% 0 0.0% 1 3.2% 3 2.7% 4 3.1% 2 2.7% 4 5.2% 0 0.0%
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カ 夫婦間の暴力であっても、警察や行政の相談機関が積極的に関わるべきであると思う 

「そう思う」が 62.2％と最も高く、次いで、「ややそう思う」の 28.4％、「あまりそう思わない」の 5.8％

の順となっている。 

 

 

【属性別特徴】 

性別では、女性の「そう思う」の割合が男性と比較して高くなっている。 

年代別では、他の年代と比較して、５０代の「そう思う」の割合が高く、６０代以上の「そう思う」

の割合が低くなっている。 

 

 

  

回答数 構成比

447 100.0%

278 62.2%

127 28.4%

26 5.8%

2 0.4%

14 3.1%

項目

回答人数

そう思う

ややそう思う

あまりそう思わない

そう思わない

無回答

62.2%

28.4%

5.8%

0.4%

3.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合

項目
回答人数

性別

男性 女性 無回答

回答人数 447 100.0% 177 100.0% 267 100.0% 3 100.0%

そう思う 278 62.2% 104 58.8% 173 64.8% 1 33.3%

ややそう思う 127 28.4% 52 29.4% 74 27.7% 1 33.3%

あまりそう思わない 26 5.8% 13 7.3% 12 4.5% 1 33.3%

そう思わない 2 0.4% 1 0.6% 1 0.4% 0 0.0%

無回答 14 3.1% 7 4.0% 7 2.6% 0 0.0%

人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合

年代

項目
回答人数

10代 20代 30代 40代 50代 60代以上 無回答

回答人数 447 100.0% 18 100.0% 31 100.0% 112 100.0% 131 100.0% 73 100.0% 77 100.0% 5 100.0%

そう思う 278 62.2% 10 55.6% 18 58.1% 78 69.6% 83 63.4% 56 76.7% 31 40.3% 2 40.0%

ややそう思う 127 28.4% 7 38.9% 10 32.3% 28 25.0% 37 28.2% 9 12.3% 34 44.2% 2 40.0%

あまりそう思わない 26 5.8% 1 5.6% 2 6.5% 3 2.7% 6 4.6% 6 8.2% 7 9.1% 1 20.0%

そう思わない 2 0.4% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 1 0.8% 1 1.4% 0 0.0% 0 0.0%

無回答 14 3.1% 0 0.0% 1 3.2% 3 2.7% 4 3.1% 1 1.4% 5 6.5% 0 0.0%
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問 14 あなたはこれまでに、配偶者や交際相手から次のようなことをされたことがありますか。

（１つに○） 

 

ア 身体的な暴力を受けた経験 

「まったくない」が 75.8％と最も高く、次いで、「１・２度あった」の 16.3％、「何度もあった」の 5.6％

の順となっている。 

 

 

【属性別特徴】 

性別では、女性の「１・２度あった」「何度もあった」の割合が男性と比較して高くなっている。 

年代別では、身体的な暴力を受けた経験があるのは、４０代が最も多く、次いで、３０代、５０代の

順となっている。 

  

 
 

  

回答数 構成比

447 100.0%

339 75.8%

73 16.3%

25 5.6%

10 2.2%

項目

回答人数

まったくない

１・２度あった

何度もあった

無回答

75.8%

16.3%

5.6%

2.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合

項目
回答人数

性別

男性 女性 無回答

回答人数 447 100.0% 177 100.0% 267 100.0% 3 100.0%

まったくない 339 75.8% 146 82.5% 192 71.9% 1 33.3%

１・２度あった 73 16.3% 23 13.0% 49 18.4% 1 33.3%

何度もあった 25 5.6% 3 1.7% 21 7.9% 1 33.3%

無回答 10 2.2% 5 2.8% 5 1.9% 0 0.0%

人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合

年代

項目
回答人数

10代 20代 30代 40代 50代 60代以上 無回答

回答人数 447 100.0% 18 100.0% 31 100.0% 112 100.0% 131 100.0% 73 100.0% 77 100.0% 5 100.0%

まったくない 339 75.8% 14 77.8% 26 83.9% 84 75.0% 95 72.5% 56 76.7% 61 79.2% 3 60.0%

１・２度あった 73 16.3% 2 11.1% 2 6.5% 16 14.3% 30 22.9% 13 17.8% 9 11.7% 1 20.0%

何度もあった 25 5.6% 1 5.6% 2 6.5% 10 8.9% 6 4.6% 3 4.1% 2 2.6% 1 20.0%

無回答 10 2.2% 1 5.6% 1 3.2% 2 1.8% 0 0.0% 1 1.4% 5 6.5% 0 0.0%
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イ 精神的な暴力を受けた経験 

「まったくない」が 76.7％と最も高く、次いで、「１・２度あった」の 13.0％、「何度もあった」の 8.1％

の順となっている。 

 

 

【属性別特徴】 

性別では、女性の「１・２度あった」「何度もあった」の割合が男性と比較して高くなっている。 

年代別では、精神的な暴力を受けた経験があるのは、４０代が最も多く、次いで、３０代、５０代の

順となっている。 

  

 
 

  

回答数 構成比

447 100.0%

343 76.7%

58 13.0%

36 8.1%

10 2.2%

項目

回答人数

まったくない

１・２度あった

何度もあった

無回答

76.7%

13.0%

8.1%

2.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合

項目
回答人数

性別

男性 女性 無回答

回答人数 447 100.0% 177 100.0% 267 100.0% 3 100.0%

まったくない 343 76.7% 149 84.2% 192 71.9% 2 66.7%

１・２度あった 58 13.0% 19 10.7% 38 14.2% 1 33.3%

何度もあった 36 8.1% 4 2.3% 32 12.0% 0 0.0%

無回答 10 2.2% 5 2.8% 5 1.9% 0 0.0%

人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合

年代

項目
回答人数

10代 20代 30代 40代 50代 60代以上 無回答

回答人数 447 100.0% 18 100.0% 31 100.0% 112 100.0% 131 100.0% 73 100.0% 77 100.0% 5 100.0%

まったくない 343 76.7% 16 88.9% 26 83.9% 83 74.1% 97 74.0% 55 75.3% 62 80.5% 4 80.0%

１・２度あった 58 13.0% 1 5.6% 2 6.5% 10 8.9% 25 19.1% 10 13.7% 9 11.7% 1 20.0%

何度もあった 36 8.1% 0 0.0% 2 6.5% 17 15.2% 9 6.9% 7 9.6% 1 1.3% 0 0.0%

無回答 10 2.2% 1 5.6% 1 3.2% 2 1.8% 0 0.0% 1 1.4% 5 6.5% 0 0.0%
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ウ 経済的な暴力を受けた経験 

「まったくない」が 84.1％と最も高く、次いで、「１・２度あった」の 7.4％、「何度もあった」の 6.0％

の順となっている。 

 

 

【属性別特徴】 

性別では、女性の「１・２度あった」「何度もあった」の割合が男性と比較して高くなっている。 

年代別では、経済的な暴力を受けた経験があるのは、５０代が最も多く、次いで、４０代、３０代の

順となっている。 

  

 
  

回答数 構成比

447 100.0%

376 84.1%

33 7.4%

27 6.0%

11 2.5%

項目

回答人数

まったくない

１・２度あった

何度もあった

無回答

84.1%

7.4%

6.0%

2.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合

項目
回答人数

性別

男性 女性 無回答

回答人数 447 100.0% 177 100.0% 267 100.0% 3 100.0%

まったくない 376 84.1% 164 92.7% 210 78.7% 2 66.7%

１・２度あった 33 7.4% 5 2.8% 27 10.1% 1 33.3%

何度もあった 27 6.0% 3 1.7% 24 9.0% 0 0.0%

無回答 11 2.5% 5 2.8% 6 2.2% 0 0.0%

人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合

年代

項目
回答人数

10代 20代 30代 40代 50代 60代以上 無回答

回答人数 447 100.0% 18 100.0% 31 100.0% 112 100.0% 131 100.0% 73 100.0% 77 100.0% 5 100.0%

まったくない 376 84.1% 16 88.9% 29 93.5% 92 82.1% 109 83.2% 59 80.8% 67 87.0% 4 80.0%

１・２度あった 33 7.4% 0 0.0% 1 3.2% 8 7.1% 11 8.4% 9 12.3% 3 3.9% 1 20.0%

何度もあった 27 6.0% 0 0.0% 0 0.0% 10 8.9% 11 8.4% 4 5.5% 2 2.6% 0 0.0%

無回答 11 2.5% 2 11.1% 1 3.2% 2 1.8% 0 0.0% 1 1.4% 5 6.5% 0 0.0%
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エ 性的な暴力を受けた経験 

「まったくない」が 85.7％と最も高く、次いで、「１・２度あった」の 7.4％、「何度もあった」の 4.5％

の順となっている。 

 

 

【属性別特徴】 

性別では、女性の「１・２度あった」「何度もあった」の割合が男性と比較して高くなっている。 

年代別では、性的な暴力を受けた経験があるのは、３０代が最も多く、次いで、５０代、４０代の順

となっている。 

  

 
 

 

  

回答数 構成比

447 100.0%

383 85.7%

33 7.4%

20 4.5%

11 2.5%

項目

回答人数

まったくない

１・２度あった

何度もあった

無回答

85.7%

7.4%

4.5%

2.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合

項目
回答人数

性別

男性 女性 無回答

回答人数 447 100.0% 177 100.0% 267 100.0% 3 100.0%

まったくない 383 85.7% 166 93.8% 214 80.1% 3 100.0%

１・２度あった 33 7.4% 6 3.4% 27 10.1% 0 0.0%

何度もあった 20 4.5% 0 0.0% 20 7.5% 0 0.0%

無回答 11 2.5% 5 2.8% 6 2.2% 0 0.0%

人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合

年代

項目
回答人数

10代 20代 30代 40代 50代 60代以上 無回答

回答人数 447 100.0% 18 100.0% 31 100.0% 112 100.0% 131 100.0% 73 100.0% 77 100.0% 5 100.0%

まったくない 383 85.7% 17 94.4% 28 90.3% 92 82.1% 115 87.8% 62 84.9% 64 83.1% 5 100.0%

１・２度あった 33 7.4% 0 0.0% 0 0.0% 9 8.0% 8 6.1% 8 11.0% 8 10.4% 0 0.0%

何度もあった 20 4.5% 0 0.0% 2 6.5% 8 7.1% 8 6.1% 2 2.7% 0 0.0% 0 0.0%

無回答 11 2.5% 1 5.6% 1 3.2% 3 2.7% 0 0.0% 1 1.4% 5 6.5% 0 0.0%
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※問 14 のア～エのいずれかの項目で『２．１・２度あった』または『３．何度もあった』とご

回答された方にお聞きします。 

問 14－１ あなたはその相手から受けた暴力によって、命の危険を感じたことがありますか。

（１つに○） 

 

配偶者等からの重篤な暴力（ＤＶ）の経験については、「ない」が 80.1％、「ある」が 15.1％となって

いる。 

 

 

【属性別特徴】 

性別では、女性の「ある」の割合が男性と比較して高くなっている。 

年代別では、３０代の「ある」の割合が他の年代と比較して高くなっている。 

 

 
  

回答数 構成比

146 100.0%

22 15.1%

117 80.1%

7 4.8%

項目

回答人数

ある

ない

無回答

15.1%

80.1%

4.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合

項目
回答人数

性別

男性 女性 無回答

回答人数 146 100.0% 37 100.0% 107 100.0% 2 100.0%

ある 22 15.1% 1 2.7% 20 18.7% 1 50.0%

ない 117 80.1% 34 91.9% 82 76.6% 1 50.0%

無回答 7 4.8% 2 5.4% 5 4.7% 0 0.0%

人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合

年代

項目
回答人数

10代 20代 30代 40代 50代 60代以上 無回答

回答人数 146 100.0% 3 100.0% 5 100.0% 38 100.0% 52 100.0% 28 100.0% 18 100.0% 2 100.0%

ある 22 15.1% 0 0.0% 1 20.0% 9 23.7% 7 13.5% 3 10.7% 1 5.6% 1 50.0%

ない 117 80.1% 3 100.0% 3 60.0% 27 71.1% 44 84.6% 23 82.1% 16 88.9% 1 50.0%

無回答 7 4.8% 0 0.0% 1 20.0% 2 5.3% 1 1.9% 2 7.1% 1 5.6% 0 0.0%
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※問 14 のア～エのいずれかの項目で『２．１・２度あった』または『３．何度もあった』とご

回答された方にお聞きします。 

問 14－２ あなたはこれまでに、配偶者等からの暴力（ＤＶ）について、だれかに打ち明けた

り、相談したりしましたか。（あてはまるものすべてに○） 

 

配偶者等からの暴力（ＤＶ）の相談状況については、「どこ（だれ）にも相談しなかった」が 42.5％と

最も高く、次いで、「友人・知人に相談した」の 33.6％、「家族に相談した」の 27.4％の順となっている。 

 

  

回答数 構成比

146 -

40 27.4%

49 33.6%

14 9.6%

8 5.5%

8 5.5%

1 0.7%

4 2.7%

3 2.1%

62 42.5%

4 2.7%

11 7.5%

民間のカウンセリングルームに相談した

どこ（だれ）にも相談しなかった

その他

項目

回答人数

家族に相談した

友人・知人に相談した

行政機関などに相談した

警察に連絡・相談した

弁護士に相談した

保健所・保健センターに相談した

病院などの医療機関に相談した

無回答

27.4%

33.6%

9.6%

5.5%

5.5%

0.7%

2.7%

2.1%

42.5%

2.7%

7.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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【属性別特徴】 

性別では、男性の「どこ（だれ）にも相談しなかった」の割合が女性と比較して高くなっている。 

年代別では、６０代以上の「どこ（だれ）にも相談しなかった」の割合が他の年代と比較して高くな

っている。 

  

 
  

人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合

項目
回答人数

性別

男性 女性 無回答

回答人数 146 - 37 - 107 - 2 -

家族に相談した 40 27.4% 4 10.8% 36 33.6% 0 0.0%

友人・知人に相談した 49 33.6% 5 13.5% 43 40.2% 1 50.0%

行政機関などに相談した 14 9.6% 0 0.0% 13 12.1% 1 50.0%

警察に連絡・相談した 8 5.5% 1 2.7% 7 6.5% 0 0.0%

弁護士に相談した 8 5.5% 0 0.0% 8 7.5% 0 0.0%

保健所・保健センターに相談した 1 0.7% 0 0.0% 1 0.9% 0 0.0%

病院などの医療機関に相談した（医
師など）

4 2.7% 0 0.0% 4 3.7% 0 0.0%

民間のカウンセリングルームに相談
した

3 2.1% 1 2.7% 2 1.9% 0 0.0%

どこ（だれ）にも相談しなかった 62 42.5% 26 70.3% 35 32.7% 1 50.0%

その他 4 2.7% 1 2.7% 3 2.8% 0 0.0%

無回答 11 7.5% 3 8.1% 8 7.5% 0 0.0%

人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合

年代

項目
回答人数

10代 20代 30代 40代 50代 60代以上 無回答

回答人数 146 - 3 - 5 - 38 - 52 - 28 - 18 - 2 -

家族に相談した 40 27.4% 1 33.3% 1 20.0% 15 39.5% 15 28.8% 6 21.4% 2 11.1% 0 0.0%

友人・知人に相談した 49 33.6% 1 33.3% 2 40.0% 12 31.6% 20 38.5% 9 32.1% 4 22.2% 1 50.0%

行政機関などに相談した 14 9.6% 0 0.0% 0 0.0% 8 21.1% 3 5.8% 1 3.6% 1 5.6% 1 50.0%

警察に連絡・相談した 8 5.5% 0 0.0% 0 0.0% 6 15.8% 2 3.8% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

弁護士に相談した 8 5.5% 0 0.0% 0 0.0% 6 15.8% 2 3.8% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

保健所・保健センターに相談した 1 0.7% 0 0.0% 0 0.0% 1 2.6% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

病院などの医療機関に相談した（医
師など）

4 2.7% 0 0.0% 0 0.0% 3 7.9% 1 1.9% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

民間のカウンセリングルームに相談
した

3 2.1% 0 0.0% 0 0.0% 1 2.6% 2 3.8% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

どこ（だれ）にも相談しなかった 62 42.5% 0 0.0% 1 20.0% 17 44.7% 23 44.2% 10 35.7% 10 55.6% 1 50.0%

その他 4 2.7% 1 33.3% 0 0.0% 1 2.6% 0 0.0% 1 3.6% 1 5.6% 0 0.0%

無回答 11 7.5% 1 33.3% 1 20.0% 1 2.6% 2 3.8% 3 10.7% 3 16.7% 0 0.0%
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※問 14－２で『９．どこ（だれ）にも相談しなかった』とご回答された方にお聞きします。 

問 14－３ どこ（だれ）にも相談しなかったのはなぜですか。（あてはまるものすべてに○） 

 

配偶者等からの暴力（ＤＶ）を相談しない理由については、「相談するほどのことではないと思ったか

ら」が 53.2％と最も高く、次いで、「自分にも悪いところがあると思ったから」の 29.0％、「個人的なこ

とだから、人に相談せずに自分で解決しようと思ったから」の 27.4％の順となっている。 

 

 

  

回答数 構成比

62 -

5 8.1%

5 8.1%

12 19.4%

12 19.4%

2 3.2%

1 1.6%

1 1.6%

13 21.0%

18 29.0%

17 27.4%

0 0.0%

5 8.1%

4 6.5%

2 3.2%

2 3.2%

6 9.7%

33 53.2%

0 0.0%

1 1.6%

6 9.7%

1 1.6%

自分さえがまんすれば、なんとかこのまま
やっていけると思ったから

自分にも悪いところがあると思ったから

個人的なことだから、人に相談せずに自分
で解決しようと思ったから

相談先の担当者の言動により不快な思いを
すると思ったから

世間体が悪いから

相談した相手を巻き込みたくなかったから

項目

回答人数

どこ（だれ）に相談してよいのか分からな
かったから

相談する人が近くにいなかったから

恥ずかしくてだれにも言えなかったから

相談してもむだだと思ったから

相談したことがわかると、仕返しを受けたり、
もっとひどい暴力を受けると思ったから

相手に「誰にも言うな」とおどされたから

子どもに危害が及ぶと思ったから

その他

無回答

相談したいと思っている相手に知られると、これまでの付き合
い（仕事や学校などの人間関係）ができなくなると思ったから

相手の行為は愛情の表現だと思ったから

そのことについて思い出したくなかったか
ら

相談するほどのことではないと思ったから

家族だからがまんするよう言われるのでは
ないかと思ったから

相談することによって自分の望まない結果にな
るのではと思ったから（離婚・別居など）

8.1%

8.1%

19.4%

19.4%

3.2%

1.6%

1.6%

21.0%

29.0%

27.4%

0.0%

8.1%

6.5%

3.2%

3.2%

9.7%

53.2%

0.0%

1.6%

9.7%

1.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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【属性別特徴】 

性別では、男性の「相談するほどのことではないと思ったから」の割合が女性と比較して高くなって

いる。 

年代別では、３０代以上の「相談するほどのことではないと思ったから」の割合が高くなっている。 

 

  

人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合

項目
回答人数

性別

男性 女性 無回答

回答人数 62 - 26 - 35 - 1 -

どこ（だれ）に相談してよいのか分
からなかったから

5 8.1% 0 0.0% 5 14.3% 0 0.0%

相談する人が近くにいなかったから 5 8.1% 0 0.0% 5 14.3% 0 0.0%

恥ずかしくてだれにも言えなかった
から

12 19.4% 2 7.7% 9 25.7% 1 100.0%

相談してもむだだと思ったから 12 19.4% 2 7.7% 10 28.6% 0 0.0%

相談したことがわかると、仕返しを受けた
り、もっとひどい暴力を受けると思ったか
ら

2 3.2% 0 0.0% 2 5.7% 0 0.0%

相手に「誰にも言うな」とおどされ
たから

1 1.6% 0 0.0% 1 2.9% 0 0.0%

子どもに危害が及ぶと思ったから 1 1.6% 0 0.0% 1 2.9% 0 0.0%

自分さえがまんすれば、なんとかこ
のままやっていけると思ったから

13 21.0% 2 7.7% 11 31.4% 0 0.0%

自分にも悪いところがあると思った
から

18 29.0% 8 30.8% 10 28.6% 0 0.0%

個人的なことだから、人に相談せず
に自分で解決しようと思ったから

17 27.4% 7 26.9% 10 28.6% 0 0.0%

相談先の担当者の言動により不快な
思いをすると思ったから

0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

世間体が悪いから 5 8.1% 2 7.7% 3 8.6% 0 0.0%

相談した相手を巻き込みたくなかっ
たから

4 6.5% 1 3.8% 3 8.6% 0 0.0%

相談したいと思っている相手に知られる
と、これまでの付き合い（仕事や学校など
の人間関係）ができなくなると思ったから

2 3.2% 0 0.0% 2 5.7% 0 0.0%

相手の行為は愛情の表現だと思った
から

2 3.2% 1 3.8% 1 2.9% 0 0.0%

そのことについて思い出したくな
かったから

6 9.7% 1 3.8% 5 14.3% 0 0.0%

相談するほどのことではないと思っ
たから

33 53.2% 21 80.8% 12 34.3% 0 0.0%

家族だからがまんするよう言われる
のではないかと思ったから

0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

相談することによって自分の望まない結果
になるのではと思ったから（離婚・別居な
ど）

1 1.6% 0 0.0% 1 2.9% 0 0.0%

その他 6 9.7% 1 3.8% 5 14.3% 0 0.0%

無回答 1 1.6% 1 3.8% 0 0.0% 0 0.0%
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人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合

年代

項目
回答人数

10代 20代 30代 40代 50代 60代以上 無回答

回答人数 62 - 0 - 1 - 17 - 23 - 10 - 10 - 1 -

どこ（だれ）に相談してよいのか分
からなかったから

5 8.1% 0 - 0 0.0% 3 17.6% 2 8.7% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

相談する人が近くにいなかったから 5 8.1% 0 - 0 0.0% 3 17.6% 1 4.3% 1 10.0% 0 0.0% 0 0.0%

恥ずかしくてだれにも言えなかった
から

12 19.4% 0 - 1 100.0% 3 17.6% 4 17.4% 2 20.0% 1 10.0% 1 100.0%

相談してもむだだと思ったから 12 19.4% 0 - 1 100.0% 4 23.5% 5 21.7% 2 20.0% 0 0.0% 0 0.0%

相談したことがわかると、仕返しを受けた
り、もっとひどい暴力を受けると思ったか
ら

2 3.2% 0 - 0 0.0% 0 0.0% 2 8.7% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

相手に「誰にも言うな」とおどされ
たから

1 1.6% 0 - 0 0.0% 1 5.9% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

子どもに危害が及ぶと思ったから 1 1.6% 0 - 0 0.0% 0 0.0% 1 4.3% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

自分さえがまんすれば、なんとかこ
のままやっていけると思ったから

13 21.0% 0 - 1 100.0% 5 29.4% 5 21.7% 1 10.0% 1 10.0% 0 0.0%

自分にも悪いところがあると思った
から

18 29.0% 0 - 1 100.0% 4 23.5% 7 30.4% 3 30.0% 3 30.0% 0 0.0%

個人的なことだから、人に相談せず
に自分で解決しようと思ったから

17 27.4% 0 - 0 0.0% 6 35.3% 5 21.7% 4 40.0% 2 20.0% 0 0.0%

相談先の担当者の言動により不快な
思いをすると思ったから

0 0.0% 0 - 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

世間体が悪いから 5 8.1% 0 - 0 0.0% 1 5.9% 0 0.0% 2 20.0% 2 20.0% 0 0.0%

相談した相手を巻き込みたくなかっ
たから

4 6.5% 0 - 0 0.0% 2 11.8% 1 4.3% 1 10.0% 0 0.0% 0 0.0%

相談したいと思っている相手に知られる
と、これまでの付き合い（仕事や学校など
の人間関係）ができなくなると思ったから

2 3.2% 0 - 0 0.0% 2 11.8% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

相手の行為は愛情の表現だと思った
から

2 3.2% 0 - 0 0.0% 1 5.9% 0 0.0% 0 0.0% 1 10.0% 0 0.0%

そのことについて思い出したくな
かったから

6 9.7% 0 - 1 100.0% 2 11.8% 2 8.7% 1 10.0% 0 0.0% 0 0.0%

相談するほどのことではないと思っ
たから

33 53.2% 0 - 0 0.0% 9 52.9% 13 56.5% 5 50.0% 6 60.0% 0 0.0%

家族だからがまんするよう言われる
のではないかと思ったから

0 0.0% 0 - 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

相談することによって自分の望まない結果
になるのではと思ったから（離婚・別居な
ど）

1 1.6% 0 - 0 0.0% 1 5.9% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

その他 6 9.7% 0 - 0 0.0% 3 17.6% 2 8.7% 1 10.0% 0 0.0% 0 0.0%

無回答 1 1.6% 0 - 0 0.0% 0 0.0% 1 4.3% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%
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問 15 配偶者等からの暴力（ＤＶ）についての具体的な相談先や鹿児島市などが発行している

ＤＶに関するリーフレット等について、知っていますか。（１つに○） 

 

（１）ＤＶについての具体的な相談先について 

ア サンエールかごしま相談室 

「まったく知らなかった」が 72.7％と最も高く、次いで、「知っていたが、相談する必要がなかった」

の 21.9％の順となっている。 

 

 

【属性別特徴】 

性別では、男性の「まったく知らなかった」の割合が女性と比較して高くなっている。 

年代別では、４０代の「まったく知らなかった」の割合が他の年代と比較して低くなっている。 

 

 

回答数 構成比

447 100.0%

8 1.8%

4 0.9%

98 21.9%

325 72.7%

12 2.7%

項目

回答人数

相談したことがある

知っていて相談する必要があったが、しな
かった

知っていたが、相談する必要がなかった

まったく知らなかった

無回答

1.8%

0.9%

21.9%

72.7%

2.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合

項目
回答人数

性別

男性 女性 無回答

回答人数 447 100.0% 177 100.0% 267 100.0% 3 100.0%

相談したことがある 8 1.8% 0 0.0% 8 3.0% 0 0.0%

知っていて相談する必要があった
が、しなかった

4 0.9% 2 1.1% 2 0.7% 0 0.0%

知っていたが、相談する必要がな
かった

98 21.9% 33 18.6% 65 24.3% 0 0.0%

まったく知らなかった 325 72.7% 140 79.1% 183 68.5% 2 66.7%

無回答 12 2.7% 2 1.1% 9 3.4% 1 33.3%

人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合

年代

項目
回答人数

10代 20代 30代 40代 50代 60代以上 無回答

回答人数 447 100.0% 18 100.0% 31 100.0% 112 100.0% 131 100.0% 73 100.0% 77 100.0% 5 100.0%

相談したことがある 8 1.8% 0 0.0% 0 0.0% 6 5.4% 2 1.5% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

知っていて相談する必要があった
が、しなかった

4 0.9% 0 0.0% 0 0.0% 2 1.8% 1 0.8% 1 1.4% 0 0.0% 0 0.0%

知っていたが、相談する必要がな
かった

98 21.9% 4 22.2% 6 19.4% 19 17.0% 35 26.7% 15 20.5% 19 24.7% 0 0.0%

まったく知らなかった 325 72.7% 14 77.8% 24 77.4% 84 75.0% 89 67.9% 56 76.7% 54 70.1% 4 80.0%

無回答 12 2.7% 0 0.0% 1 3.2% 1 0.9% 4 3.1% 1 1.4% 4 5.2% 1 20.0%
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イ 鹿児島市役所内のこどもと女性の相談室 

「まったく知らなかった」が 67.8％と最も高く、次いで、「知っていたが、相談する必要がなかった」

の 26.6％の順となっている。 

 

 

【属性別特徴】 

性別では、男性の「まったく知らなかった」の割合が女性と比較して高くなっている。 

年代別では、１０代・２０代の「まったく知らなかった」の割合が他の年代と比較して高くなってい

る。 

 

 

 

  

回答数 構成比

447 100.0%

4 0.9%

6 1.3%

119 26.6%

303 67.8%

15 3.4%

項目

回答人数

相談したことがある

知っていて相談する必要があったが、しな
かった

知っていたが、相談する必要がなかった

まったく知らなかった

無回答

0.9%

1.3%

26.6%

67.8%

3.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合

項目
回答人数

性別

男性 女性 無回答

回答人数 447 100.0% 177 100.0% 267 100.0% 3 100.0%

相談したことがある 4 0.9% 0 0.0% 4 1.5% 0 0.0%

知っていて相談する必要があった
が、しなかった

6 1.3% 2 1.1% 4 1.5% 0 0.0%

知っていたが、相談する必要がな
かった

119 26.6% 38 21.5% 80 30.0% 1 33.3%

まったく知らなかった 303 67.8% 135 76.3% 167 62.5% 1 33.3%

無回答 15 3.4% 2 1.1% 12 4.5% 1 33.3%

人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合

年代

項目
回答人数

10代 20代 30代 40代 50代 60代以上 無回答

回答人数 447 100.0% 18 100.0% 31 100.0% 112 100.0% 131 100.0% 73 100.0% 77 100.0% 5 100.0%

相談したことがある 4 0.9% 0 0.0% 0 0.0% 3 2.7% 0 0.0% 0 0.0% 1 1.3% 0 0.0%

知っていて相談する必要があった
が、しなかった

6 1.3% 0 0.0% 0 0.0% 3 2.7% 2 1.5% 1 1.4% 0 0.0% 0 0.0%

知っていたが、相談する必要がな
かった

119 26.6% 2 11.1% 4 12.9% 28 25.0% 38 29.0% 21 28.8% 24 31.2% 2 40.0%

まったく知らなかった 303 67.8% 16 88.9% 26 83.9% 77 68.8% 86 65.6% 50 68.5% 46 59.7% 2 40.0%

無回答 15 3.4% 0 0.0% 1 3.2% 1 0.9% 5 3.8% 1 1.4% 6 7.8% 1 20.0%
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ウ 鹿児島県女性相談センター 

「まったく知らなかった」が 71.4％と最も高く、次いで、「知っていたが、相談する必要がなかった」

の 22.6％の順となっている。 

 

 

【属性別特徴】 

性別では、男性の「まったく知らなかった」の割合が女性と比較して高くなっている。 

年代別では、２０代の「まったく知らなかった」の割合が他の年代と比較して高くなっている。 

 

 

  

回答数 構成比

447 100.0%

3 0.7%

7 1.6%

101 22.6%

319 71.4%

17 3.8%

項目

回答人数

相談したことがある

知っていて相談する必要があったが、しな
かった

知っていたが、相談する必要がなかった

まったく知らなかった

無回答

0.7%

1.6%

22.6%

71.4%

3.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合

項目
回答人数

性別

男性 女性 無回答

回答人数 447 100.0% 177 100.0% 267 100.0% 3 100.0%

相談したことがある 3 0.7% 0 0.0% 3 1.1% 0 0.0%

知っていて相談する必要があった
が、しなかった

7 1.6% 2 1.1% 5 1.9% 0 0.0%

知っていたが、相談する必要がな
かった

101 22.6% 32 18.1% 69 25.8% 0 0.0%

まったく知らなかった 319 71.4% 141 79.7% 176 65.9% 2 66.7%

無回答 17 3.8% 2 1.1% 14 5.2% 1 33.3%

人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合

年代

項目
回答人数

10代 20代 30代 40代 50代 60代以上 無回答

回答人数 447 100.0% 18 100.0% 31 100.0% 112 100.0% 131 100.0% 73 100.0% 77 100.0% 5 100.0%

相談したことがある 3 0.7% 0 0.0% 0 0.0% 3 2.7% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

知っていて相談する必要があった
が、しなかった

7 1.6% 0 0.0% 0 0.0% 4 3.6% 2 1.5% 1 1.4% 0 0.0% 0 0.0%

知っていたが、相談する必要がな
かった

101 22.6% 3 16.7% 4 12.9% 22 19.6% 28 21.4% 22 30.1% 21 27.3% 1 20.0%

まったく知らなかった 319 71.4% 14 77.8% 26 83.9% 82 73.2% 96 73.3% 48 65.8% 50 64.9% 3 60.0%

無回答 17 3.8% 1 5.6% 1 3.2% 1 0.9% 5 3.8% 2 2.7% 6 7.8% 1 20.0%
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エ かごしま県民交流センター内の鹿児島県男女共同参画センター 

「まったく知らなかった」が 71.6％と最も高く、次いで、「知っていたが、相談する必要がなかった」

の 23.0％の順となっている。 

 

 

【属性別特徴】 

性別では、男性の「まったく知らなかった」の割合が女性と比較して高くなっている。 

年代別では、１０代・２０代の「まったく知らなかった」の割合が他の年代と比較して高くなってい

る。 

 

 

 

  

回答数 構成比

447 100.0%

3 0.7%

7 1.6%

103 23.0%

320 71.6%

14 3.1%

項目

回答人数

相談したことがある

知っていて相談する必要があったが、しな
かった

知っていたが、相談する必要がなかった

まったく知らなかった

無回答

0.7%

1.6%

23.0%

71.6%

3.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合

項目
回答人数

性別

男性 女性 無回答

回答人数 447 100.0% 177 100.0% 267 100.0% 3 100.0%

相談したことがある 3 0.7% 0 0.0% 3 1.1% 0 0.0%

知っていて相談する必要があった
が、しなかった

7 1.6% 2 1.1% 5 1.9% 0 0.0%

知っていたが、相談する必要がな
かった

103 23.0% 39 22.0% 64 24.0% 0 0.0%

まったく知らなかった 320 71.6% 134 75.7% 184 68.9% 2 66.7%

無回答 14 3.1% 2 1.1% 11 4.1% 1 33.3%

人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合

年代

項目
回答人数

10代 20代 30代 40代 50代 60代以上 無回答

回答人数 447 100.0% 18 100.0% 31 100.0% 112 100.0% 131 100.0% 73 100.0% 77 100.0% 5 100.0%

相談したことがある 3 0.7% 0 0.0% 0 0.0% 3 2.7% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

知っていて相談する必要があった
が、しなかった

7 1.6% 0 0.0% 1 3.2% 3 2.7% 2 1.5% 1 1.4% 0 0.0% 0 0.0%

知っていたが、相談する必要がな
かった

103 23.0% 4 22.2% 5 16.1% 23 20.5% 32 24.4% 19 26.0% 18 23.4% 2 40.0%

まったく知らなかった 320 71.6% 14 77.8% 24 77.4% 82 73.2% 92 70.2% 52 71.2% 54 70.1% 2 40.0%

無回答 14 3.1% 0 0.0% 1 3.2% 1 0.9% 5 3.8% 1 1.4% 5 6.5% 1 20.0%
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オ 警察署の生活安全課 

「知っていたが、相談する必要がなかった」が 47.7％と最も高く、次いで、「まったく知らなかった」

の 46.5％の順となっている。 

 

 

【属性別特徴】 

性別では、男性の「まったく知らなかった」の割合が女性と比較して高くなっている。 

年代別では、１０代・２０代の「まったく知らなかった」の割合が他の年代と比較して高くなってい

る。 

 

 

 

  

回答数 構成比

447 100.0%

7 1.6%

4 0.9%

213 47.7%

208 46.5%

15 3.4%

項目

回答人数

相談したことがある

知っていて相談する必要があったが、しな
かった

知っていたが、相談する必要がなかった

まったく知らなかった

無回答

1.6%

0.9%

47.7%

46.5%

3.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合

項目
回答人数

性別

男性 女性 無回答

回答人数 447 100.0% 177 100.0% 267 100.0% 3 100.0%

相談したことがある 7 1.6% 0 0.0% 7 2.6% 0 0.0%

知っていて相談する必要があった
が、しなかった

4 0.9% 2 1.1% 2 0.7% 0 0.0%

知っていたが、相談する必要がな
かった

213 47.7% 83 46.9% 129 48.3% 1 33.3%

まったく知らなかった 208 46.5% 90 50.8% 117 43.8% 1 33.3%

無回答 15 3.4% 2 1.1% 12 4.5% 1 33.3%

人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合

年代

項目
回答人数

10代 20代 30代 40代 50代 60代以上 無回答

回答人数 447 100.0% 18 100.0% 31 100.0% 112 100.0% 131 100.0% 73 100.0% 77 100.0% 5 100.0%

相談したことがある 7 1.6% 0 0.0% 0 0.0% 5 4.5% 1 0.8% 1 1.4% 0 0.0% 0 0.0%

知っていて相談する必要があった
が、しなかった

4 0.9% 0 0.0% 0 0.0% 1 0.9% 2 1.5% 1 1.4% 0 0.0% 0 0.0%

知っていたが、相談する必要がな
かった

213 47.7% 7 38.9% 11 35.5% 46 41.1% 65 49.6% 40 54.8% 41 53.2% 3 60.0%

まったく知らなかった 208 46.5% 11 61.1% 19 61.3% 59 52.7% 58 44.3% 29 39.7% 31 40.3% 1 20.0%

無回答 15 3.4% 0 0.0% 1 3.2% 1 0.9% 5 3.8% 2 2.7% 5 6.5% 1 20.0%
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（２）病院や金融機関、公共施設等に設置している鹿児島市などが発行しているＤＶの相談先を

紹介するリーフレット等について 

ア カードサイズＤＶリーフレット（鹿児島市） 

「まったく知らなかった」が 81.2％と最も高く、次いで、「読んだことがある」の 9.4％、「知ってい

るが、読んだことはない」の 7.6％の順となっている。 

 

 

【属性別特徴】 

性別では、男性の「まったく知らなかった」の割合が女性と比較して高くなっている。 

年代別では、１０代・６０代以上の「まったく知らなかった」の割合が他の年代と比較して高くなっ

ている。 

  

 
 

  

回答数 構成比

447 100.0%

42 9.4%

34 7.6%

363 81.2%

8 1.8%

項目

回答人数

読んだことがある

知っているが、読んだことはない

まったく知らなかった

無回答

9.4%

7.6%

81.2%

1.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合

項目
回答人数

性別

男性 女性 無回答

回答人数 447 100.0% 177 100.0% 267 100.0% 3 100.0%

読んだことがある 42 9.4% 10 5.6% 32 12.0% 0 0.0%

知っているが、読んだことはない 34 7.6% 14 7.9% 20 7.5% 0 0.0%

まったく知らなかった 363 81.2% 151 85.3% 209 78.3% 3 100.0%

無回答 8 1.8% 2 1.1% 6 2.2% 0 0.0%

人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合

年代

項目
回答人数

10代 20代 30代 40代 50代 60代以上 無回答

回答人数 447 100.0% 18 100.0% 31 100.0% 112 100.0% 131 100.0% 73 100.0% 77 100.0% 5 100.0%

読んだことがある 42 9.4% 1 5.6% 3 9.7% 14 12.5% 15 11.5% 6 8.2% 3 3.9% 0 0.0%

知っているが、読んだことはない 34 7.6% 1 5.6% 2 6.5% 8 7.1% 11 8.4% 8 11.0% 4 5.2% 0 0.0%

まったく知らなかった 363 81.2% 16 88.9% 25 80.6% 89 79.5% 104 79.4% 58 79.5% 66 85.7% 5 100.0%

無回答 8 1.8% 0 0.0% 1 3.2% 1 0.9% 1 0.8% 1 1.4% 4 5.2% 0 0.0%
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イ 男性相談カード（鹿児島市） 

「まったく知らなかった」が 91.1％と最も高く、次いで、「知っているが、読んだことはない」の 5.8％

の順となっている。 

 

 

【属性別特徴】 

性別・年代別では、大きな差異は見られない。 

  

 
  

回答数 構成比

447 100.0%

5 1.1%

26 5.8%

407 91.1%

9 2.0%

項目

回答人数

読んだことがある

知っているが、読んだことはない

まったく知らなかった

無回答

1.1%

5.8%

91.1%

2.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合

項目
回答人数

性別

男性 女性 無回答

回答人数 447 100.0% 177 100.0% 267 100.0% 3 100.0%

読んだことがある 5 1.1% 1 0.6% 4 1.5% 0 0.0%

知っているが、読んだことはない 26 5.8% 12 6.8% 14 5.2% 0 0.0%

まったく知らなかった 407 91.1% 162 91.5% 242 90.6% 3 100.0%

無回答 9 2.0% 2 1.1% 7 2.6% 0 0.0%

人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合

年代

項目
回答人数

10代 20代 30代 40代 50代 60代以上 無回答

回答人数 447 100.0% 18 100.0% 31 100.0% 112 100.0% 131 100.0% 73 100.0% 77 100.0% 5 100.0%

読んだことがある 5 1.1% 0 0.0% 0 0.0% 3 2.7% 1 0.8% 0 0.0% 1 1.3% 0 0.0%

知っているが、読んだことはない 26 5.8% 2 11.1% 3 9.7% 6 5.4% 7 5.3% 4 5.5% 4 5.2% 0 0.0%

まったく知らなかった 407 91.1% 16 88.9% 27 87.1% 102 91.1% 122 93.1% 68 93.2% 67 87.0% 5 100.0%

無回答 9 2.0% 0 0.0% 1 3.2% 1 0.9% 1 0.8% 1 1.4% 5 6.5% 0 0.0%
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ウ ＤＶリーフレット（鹿児島県） 

「まったく知らなかった」が 84.6％と最も高く、次いで、「知っているが、読んだことはない」の 7.8％、

「読んだことがある」の 5.6％の順となっている。 

 

 

【属性別特徴】 

性別では、男性の「まったく知らなかった」の割合が女性と比較して高くなっている。 

年代別では、大きな差異は見られない。 

  

 
 

  

回答数 構成比

447 100.0%

25 5.6%

35 7.8%

378 84.6%

9 2.0%

項目

回答人数

読んだことがある

知っているが、読んだことはない

まったく知らなかった

無回答

5.6%

7.8%

84.6%

2.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合

項目
回答人数

性別

男性 女性 無回答

回答人数 447 100.0% 177 100.0% 267 100.0% 3 100.0%

読んだことがある 25 5.6% 6 3.4% 19 7.1% 0 0.0%

知っているが、読んだことはない 35 7.8% 14 7.9% 21 7.9% 0 0.0%

まったく知らなかった 378 84.6% 155 87.6% 220 82.4% 3 100.0%

無回答 9 2.0% 2 1.1% 7 2.6% 0 0.0%

人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合

年代

項目
回答人数

10代 20代 30代 40代 50代 60代以上 無回答

回答人数 447 100.0% 18 100.0% 31 100.0% 112 100.0% 131 100.0% 73 100.0% 77 100.0% 5 100.0%

読んだことがある 25 5.6% 2 11.1% 1 3.2% 8 7.1% 10 7.6% 2 2.7% 2 2.6% 0 0.0%

知っているが、読んだことはない 35 7.8% 1 5.6% 3 9.7% 9 8.0% 9 6.9% 7 9.6% 6 7.8% 0 0.0%

まったく知らなかった 378 84.6% 15 83.3% 26 83.9% 94 83.9% 111 84.7% 63 86.3% 64 83.1% 5 100.0%

無回答 9 2.0% 0 0.0% 1 3.2% 1 0.9% 1 0.8% 1 1.4% 5 6.5% 0 0.0%
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エ デートＤＶ啓発誌（鹿児島県） 

「まったく知らなかった」が 83.7％と最も高く、次いで、「知っているが、読んだことはない」の 9.8％、

「読んだことがある」の 4.5％の順となっている。 

 

 

【属性別特徴】 

性別では、男性の「まったく知らなかった」の割合が女性と比較して高くなっている。 

年代別では、大きな差異は見られない。 

  

 
 

  

回答数 構成比

447 100.0%

20 4.5%

44 9.8%

374 83.7%

9 2.0%

項目

回答人数

読んだことがある

知っているが、読んだことはない

まったく知らなかった

無回答

4.5%

9.8%

83.7%

2.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合

項目
回答人数

性別

男性 女性 無回答

回答人数 447 100.0% 177 100.0% 267 100.0% 3 100.0%

読んだことがある 20 4.5% 5 2.8% 15 5.6% 0 0.0%

知っているが、読んだことはない 44 9.8% 15 8.5% 29 10.9% 0 0.0%

まったく知らなかった 374 83.7% 155 87.6% 216 80.9% 3 100.0%

無回答 9 2.0% 2 1.1% 7 2.6% 0 0.0%

人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合

年代

項目
回答人数

10代 20代 30代 40代 50代 60代以上 無回答

回答人数 447 100.0% 18 100.0% 31 100.0% 112 100.0% 131 100.0% 73 100.0% 77 100.0% 5 100.0%

読んだことがある 20 4.5% 0 0.0% 0 0.0% 6 5.4% 9 6.9% 3 4.1% 2 2.6% 0 0.0%

知っているが、読んだことはない 44 9.8% 3 16.7% 4 12.9% 12 10.7% 13 9.9% 6 8.2% 5 6.5% 1 20.0%

まったく知らなかった 374 83.7% 15 83.3% 26 83.9% 93 83.0% 108 82.4% 63 86.3% 65 84.4% 4 80.0%

無回答 9 2.0% 0 0.0% 1 3.2% 1 0.9% 1 0.8% 1 1.4% 5 6.5% 0 0.0%
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オ ＤＶリーフレット（鹿児島県女性相談センター） 

「まったく知らなかった」が 84.3％と最も高く、次いで、「知っているが、読んだことはない」の 9.6％、

「読んだことがある」の 4.3％の順となっている。 

 

 

【属性別特徴】 

性別では、男性の「まったく知らなかった」の割合が女性と比較して高くなっている。 

年代別では、５０代の「まったく知らなかった」の割合が他の年代と比較して低くなっている。 

  

 
 

 

  

回答数 構成比

447 100.0%

19 4.3%

43 9.6%

377 84.3%

8 1.8%

項目

回答人数

読んだことがある

知っているが、読んだことはない

まったく知らなかった

無回答

4.3%

9.6%

84.3%

1.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合

項目
回答人数

性別

男性 女性 無回答

回答人数 447 100.0% 177 100.0% 267 100.0% 3 100.0%

読んだことがある 19 4.3% 2 1.1% 17 6.4% 0 0.0%

知っているが、読んだことはない 43 9.6% 15 8.5% 28 10.5% 0 0.0%

まったく知らなかった 377 84.3% 158 89.3% 216 80.9% 3 100.0%

無回答 8 1.8% 2 1.1% 6 2.2% 0 0.0%

人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合

年代

項目
回答人数

10代 20代 30代 40代 50代 60代以上 無回答

回答人数 447 100.0% 18 100.0% 31 100.0% 112 100.0% 131 100.0% 73 100.0% 77 100.0% 5 100.0%

読んだことがある 19 4.3% 0 0.0% 1 3.2% 7 6.3% 6 4.6% 4 5.5% 1 1.3% 0 0.0%

知っているが、読んだことはない 43 9.6% 2 11.1% 2 6.5% 9 8.0% 11 8.4% 10 13.7% 8 10.4% 1 20.0%

まったく知らなかった 377 84.3% 16 88.9% 27 87.1% 95 84.8% 113 86.3% 58 79.5% 64 83.1% 4 80.0%

無回答 8 1.8% 0 0.0% 1 3.2% 1 0.9% 1 0.8% 1 1.4% 4 5.2% 0 0.0%
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※男性のみお答えください。 

問 16 多くの男性は、配偶者等からの暴力（ＤＶ）を受けても相談しない傾向にあるようです。

その理由は何だと思いますか。（あてはまるものすべてに○） 

 

配偶者等からの暴力（ＤＶ）を男性が相談しない理由については、「恥ずかしくて人には言えないから」

が 50.8％と最も高く、次いで、「自分にも悪いところがあると思うから」の 40.7％、「個人的なことなの

で、人に相談せずに自分で解決すべきだと思うから」の 37.9％の順となっている。 

 

  

回答数 構成比

177 -

63 35.6%

90 50.8%

51 28.8%

72 40.7%

67 37.9%

42 23.7%

35 19.8%

44 24.9%

10 5.6%

9 5.1%

項目

回答人数

どこ（だれ）に相談してよいか分からない
から

恥ずかしくて人には言えないから

相談してもむだだと思うから

自分にも悪いところがあると思うから

個人的なことなので、人に相談せずに自分
で解決すべきだと思うから

相談するほどのことではないと思うから

ＤＶは男性から女性へのものだと思うから

相談センターは女性を対象にしていると思
うから

その他

無回答

35.6%

50.8%

28.8%

40.7%

37.9%

23.7%

19.8%

24.9%

5.6%

5.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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【属性別特徴】 

年代別では、１０代では「どこ（だれ）に相談してよいか分からないから」「恥ずかしくて人には言え

ないから」、２０代では「自分にも悪いところがあると思うから」「個人的なことなので、人に相談せず

に自分で解決すべきだと思うから」、３０代以上では「恥ずかしくて人には言えないから」の割合がそれ

ぞれ最も高くなっている。 

 

 

  

人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合

年代

項目
回答人数

10代 20代 30代 40代 50代 60代以上 無回答

回答人数 177 - 7 - 13 - 47 - 55 - 24 - 31 - 0 -

どこ（だれ）に相談してよいか分か
らないから

63 35.6% 3 42.9% 5 38.5% 19 40.4% 21 38.2% 6 25.0% 9 29.0% 0 -

恥ずかしくて人には言えないから 90 50.8% 3 42.9% 5 38.5% 27 57.4% 28 50.9% 14 58.3% 13 41.9% 0 -

相談してもむだだと思うから 51 28.8% 2 28.6% 5 38.5% 10 21.3% 20 36.4% 6 25.0% 8 25.8% 0 -

自分にも悪いところがあると思うか
ら

72 40.7% 2 28.6% 8 61.5% 20 42.6% 23 41.8% 11 45.8% 8 25.8% 0 -

個人的なことなので、人に相談せず
に自分で解決すべきだと思うから

67 37.9% 2 28.6% 8 61.5% 15 31.9% 17 30.9% 13 54.2% 12 38.7% 0 -

相談するほどのことではないと思う
から

42 23.7% 2 28.6% 3 23.1% 7 14.9% 14 25.5% 7 29.2% 9 29.0% 0 -

ＤＶは男性から女性へのものだと思
うから

35 19.8% 0 0.0% 4 30.8% 7 14.9% 11 20.0% 6 25.0% 7 22.6% 0 -

相談センターは女性を対象にしてい
ると思うから

44 24.9% 1 14.3% 2 15.4% 12 25.5% 14 25.5% 6 25.0% 9 29.0% 0 -

その他 10 5.6% 1 14.3% 0 0.0% 4 8.5% 1 1.8% 1 4.2% 3 9.7% 0 -

無回答 9 5.1% 0 0.0% 1 7.7% 3 6.4% 1 1.8% 0 0.0% 4 12.9% 0 -
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※男性のみお答えください。 

問 17 男性の方には、どのような相談先が利用しやすいと思いますか。 

（あてはまるものすべてに○） 

 

男性が相談しやすい手段や相談相手については、「インターネット相談」が 44.6％と最も高く、次いで、

「電話相談」の 42.9％、「２４時間受け付けてくれる相談」の 36.2％の順となっている。 

 

  

回答数 構成比

177 -

76 42.9%

79 44.6%

37 20.9%

25 14.1%

47 26.6%

18 10.2%

62 35.0%

64 36.2%

6 3.4%

8 4.5%

２４時間受け付けてくれる相談

その他

項目

回答人数

電話相談

インターネット相談

面接での相談

同じ問題・テーマをもつ人同士のグループ
相談

男性相談員による相談

女性相談員による相談

医師、臨床心理士、弁護士などの専門家に
よる相談

無回答

42.9%

44.6%

20.9%

14.1%

26.6%

10.2%

35.0%

36.2%

3.4%

4.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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【属性別特徴】 

年代別では、１０代では「電話相談」「同じ問題・テーマをもつ人同士のグループ相談」「２４時間受

け付けてくれる相談」、２０代では「２４時間受け付けてくれる相談」、３０代・４０代では「インター

ネット相談」、５０代以上では「電話相談」の割合がそれぞれ最も高くなっている。 

 

  

人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合

年代

項目
回答人数

10代 20代 30代 40代 50代 60代以上 無回答

回答人数 177 - 7 - 13 - 47 - 55 - 24 - 31 - 0 -

電話相談 76 42.9% 3 42.9% 3 23.1% 15 31.9% 26 47.3% 12 50.0% 17 54.8% 0 -

インターネット相談 79 44.6% 1 14.3% 6 46.2% 21 44.7% 31 56.4% 7 29.2% 13 41.9% 0 -

面接での相談 37 20.9% 2 28.6% 2 15.4% 7 14.9% 14 25.5% 3 12.5% 9 29.0% 0 -

同じ問題・テーマをもつ人同士のグ
ループ相談

25 14.1% 3 42.9% 2 15.4% 10 21.3% 6 10.9% 1 4.2% 3 9.7% 0 -

男性相談員による相談 47 26.6% 1 14.3% 4 30.8% 12 25.5% 15 27.3% 9 37.5% 6 19.4% 0 -

女性相談員による相談 18 10.2% 1 14.3% 1 7.7% 4 8.5% 10 18.2% 1 4.2% 1 3.2% 0 -

医師、臨床心理士、弁護士などの専
門家による相談

62 35.0% 1 14.3% 4 30.8% 16 34.0% 19 34.5% 11 45.8% 11 35.5% 0 -

２４時間受け付けてくれる相談 64 36.2% 3 42.9% 7 53.8% 17 36.2% 25 45.5% 6 25.0% 6 19.4% 0 -

その他 6 3.4% 0 0.0% 2 15.4% 2 4.3% 1 1.8% 0 0.0% 1 3.2% 0 -

無回答 8 4.5% 0 0.0% 0 0.0% 4 8.5% 1 1.8% 0 0.0% 3 9.7% 0 -
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問 18 自殺について知っていることは何ですか。（あてはまるものすべてに○） 

 

自殺についての認識度については、「身近な人のうつ病のサインに気づいたとき、医療機関への相談を

勧めることは大切である」が 73.4％と最も高く、次いで、「自殺は防ぐことができる」の 70.0％、「自分

のうつ病のサインに気づいたとき、医療機関へ相談することは大切である」の 69.6％の順となっている。 

 

 

 

  

回答数 構成比

447 -

38 8.5%

280 62.6%

313 70.0%

295 66.0%

311 69.6%

328 73.4%

271 60.6%

46 10.3%

92 20.6%

4 0.9%

5 1.1%

悩んでいる人や自殺のサインに気づき、声をかけ、話を聞い
て、必要な支援につなげ、見守る人のことを「ゲートキー
パー」という

自殺について考えたことがない

その他

項目

回答人数

鹿児島市で毎年約100人の方が自殺で亡く
なっている

自殺は追い込まれた末の死である

自殺は防ぐことができる

悩んでいる人はサインを発していることが
多い

自分のうつ病のサインに気づいたとき、医
療機関へ相談することは大切である

身近な人のうつ病のサインに気づいたとき、医
療機関への相談を勧めることは大切である

自殺の危険性がある人に相談窓口や専門家などの支援
に関する情報を提供することは大切である

無回答

8.5%

62.6%

70.0%

66.0%

69.6%

73.4%

60.6%

10.3%

20.6%

0.9%

1.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%



  【一般】                               

98 

 

 

【属性別特徴】 

性別では、女性の「自分のうつ病のサインに気づいたとき、医療機関へ相談することは大切である」「身

近な人のうつ病のサインに気づいたとき、医療機関への相談を勧めることは大切である」「自殺の危険性

がある人に相談窓口や専門家などの支援に関する情報を提供することは大切である」の割合が男性と比

較して高くなっている。 

年齢別では、４０歳以上の「自殺について考えたことがない」の割合が４０歳未満と比較して高くな

っている。 

 
 

 

 

  

人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合

無回答 5 1.1% 3 1.7% 2 0.7% 0 0.0% 3 1.9% 2 0.7% 0 0.0%

その他 4 0.9% 0 0.0% 4 1.5% 0 0.0% 3 1.9% 1 0.4% 0 0.0%

自殺について考えたことがない 92 20.6% 35 19.8% 56 21.0% 1 33.3% 23 14.3% 68 24.2% 1 20.0%

悩んでいる人や自殺のサインに気づき、声をか
け、話を聞いて、必要な支援につなげ、見守る
人のことを「ゲートキーパー」という

46 10.3% 14 7.9% 32 12.0% 0 0.0% 22 13.7% 24 8.5% 0 0.0%

自殺の危険性がある人に相談窓口や専門家
などの支援に関する情報を提供することは
大切である

271 60.6% 81 45.8% 189 70.8% 1 33.3% 97 60.2% 171 60.9% 3 60.0%

身近な人のうつ病のサインに気づいたと
き、医療機関への相談を勧めることは大切
である

328 73.4% 110 62.1% 217 81.3% 1 33.3% 113 70.2% 212 75.4% 3 60.0%

自分のうつ病のサインに気づいたと
き、医療機関へ相談することは大切で
ある

311 69.6% 107 60.5% 202 75.7% 2 66.7% 109 67.7% 199 70.8% 3 60.0%

悩んでいる人はサインを発している
ことが多い

295 66.0% 106 59.9% 186 69.7% 3 100.0% 111 68.9% 179 63.7% 5 100.0%

自殺は防ぐことができる 313 70.0% 120 67.8% 191 71.5% 2 66.7% 113 70.2% 197 70.1% 3 60.0%

自殺は追い込まれた末の死である 280 62.6% 110 62.1% 169 63.3% 1 33.3% 99 61.5% 180 64.1% 1 20.0%

鹿児島市で毎年約100人の方が自
殺で亡くなっている

38 8.5% 17 9.6% 21 7.9% 0 0.0% 15 9.3% 23 8.2% 0 0.0%

回答人数 447 - 177 - 267 - 3 - 161 - 281 - 5 -

男性 女性 無回答 40歳未満 40歳以上 無回答
項目

回答人数
性別 年齢
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問 19 あなたは、この 1年間（平成２７年７月から平成２８年６月まで）で自殺したい(死にた

い)と考えたことがありますか。（１つに○） 

 

自殺したいと考えたことがあるかについては、「考えたことはない」が 86.1％、「考えたことがある」

が 9.4％となっている。 

 

 

【属性別特徴】 

性別では、女性の「考えたことがある」の割合が男性と比較して高くなっている。 

年齢別では、４０歳未満の「考えたことがある」の割合が４０歳以上と比較して高くなっている。 

 
 

 

 

  

回答数 構成比

447 100.0%

42 9.4%

385 86.1%

20 4.5%

項目

回答人数

考えたことがある

考えたことはない

無回答

9.4%

86.1%

4.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合

項目
回答人数

性別 年齢

男性 女性 無回答 40歳未満 40歳以上 無回答

回答人数 447 100.0% 177 100.0% 267 100.0% 3 100.0% 161 100.0% 281 100.0% 5 100.0%

考えたことがある 42 9.4% 11 6.2% 30 11.2% 1 33.3% 22 13.7% 19 6.8% 1 20.0%

考えたことはない 385 86.1% 154 87.0% 229 85.8% 2 66.7% 128 79.5% 253 90.0% 4 80.0%

無回答 20 4.5% 12 6.8% 8 3.0% 0 0.0% 11 6.8% 9 3.2% 0 0.0%
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※問 19で『１．考えたことがある』とご回答された方にお聞きします。 

問 19－１ 自殺を考えたときの原因は何ですか。あてはまるものすべてに○をつけ、最もあて

はまるものには◎を１つつけてください。 

 

ア 自殺を考えたときの原因 

「経済・生活問題（負債、失業、生活費の悩み等）」が 57.1％と最も高く、次いで、「家庭問題（家族

関係の不和、育児の悩み、介護疲れ等）」の 42.9％、「勤務問題（仕事内容、労働条件、職場の人間関係

の悩み等）」の 40.5％の順となっている。 

 

  

回答数 構成比

42 -

18 42.9%

13 31.0%

24 57.1%

17 40.5%

7 16.7%

5 11.9%

13 31.0%

4 9.5%

3 7.1%

その他

項目

回答人数

家庭問題（家族関係の不和、育児の悩み、
介護疲れ等）

健康問題（病気の悩み（身体・こころ）・
障がいの悩み等）

経済・生活問題（負債、失業、生活費の悩
み等）

勤務問題（仕事内容、労働条件、職場の人
間関係の悩み等）

男女問題（恋愛、結婚の悩み等）

学校問題（学習や活動、学友・教師との人
間関係の悩み等）

孤独感・近隣関係（独居・同居・近所付き
合いの悩み等）

無回答

42.9%

31.0%

57.1%

40.5%

16.7%

11.9%

31.0%

9.5%

7.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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【属性別特徴】 

性別では、男性の「勤務問題（仕事内容、労働条件、職場の人間関係の悩み等）」の割合、女性の「家

庭問題（家族関係の不和、育児の悩み、介護疲れ等）」「孤独感・近隣関係（独居・同居・近所付き合い

の悩み等）」がそれぞれ異性と比較して高くなっている。 

年齢別では、４０歳以上の「家庭問題（家族関係の不和、育児の悩み、介護疲れ等）」「健康問題（病

気の悩み（身体・こころ）・障がいの悩み）等）」「勤務問題（仕事内容、労働条件、職場の人間関係の悩

み等）」の割合が４０歳未満と比較して高くなっている。 

 

  

人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合

項目
回答人数

性別 年齢

男性 女性 無回答 40歳未満 40歳以上 無回答

回答人数 42 - 11 - 30 - 1 - 22 - 19 - 1 -

家庭問題（家族関係の不和、育児の
悩み、介護疲れ等）

18 42.9% 1 9.1% 16 53.3% 1 100.0% 8 36.4% 9 47.4% 1 100.0%

健康問題（病気の悩み（身体・ここ
ろ）・障がいの悩み等）

13 31.0% 4 36.4% 8 26.7% 1 100.0% 5 22.7% 7 36.8% 1 100.0%

経済・生活問題（負債、失業、生活
費の悩み等）

24 57.1% 7 63.6% 17 56.7% 0 0.0% 12 54.5% 12 63.2% 0 0.0%

勤務問題（仕事内容、労働条件、職
場の人間関係の悩み等）

17 40.5% 6 54.5% 11 36.7% 0 0.0% 8 36.4% 9 47.4% 0 0.0%

男女問題（恋愛、結婚の悩み等） 7 16.7% 0 0.0% 7 23.3% 0 0.0% 3 13.6% 4 21.1% 0 0.0%

学校問題（学習や活動、学友・教師
との人間関係の悩み等）

5 11.9% 1 9.1% 4 13.3% 0 0.0% 3 13.6% 2 10.5% 0 0.0%

孤独感・近隣関係（独居・同居・近
所付き合いの悩み等）

13 31.0% 2 18.2% 10 33.3% 1 100.0% 7 31.8% 5 26.3% 1 100.0%

その他 4 9.5% 2 18.2% 2 6.7% 0 0.0% 3 13.6% 1 5.3% 0 0.0%

無回答 3 7.1% 1 9.1% 2 6.7% 0 0.0% 3 13.6% 0 0.0% 0 0.0%
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イ 自殺を考えたときの一番の原因 

「経済・生活問題（負債、失業、生活費の悩み等）」が 35.7％と最も高くなっている。 

 

 

【属性別特徴】 

性別では、男性では「勤務問題（仕事内容、労働条件、職場の人間関係の悩み等）」、女性では「経済・

生活問題（負債、失業、生活費の悩み等）」の割合がそれぞれ最も高くなっている。 

年齢別では、４０歳未満・４０歳以上の「経済・生活問題（負債、失業、生活費の悩み等）」の割合が

最も高くなっている。 

 

  

回答数 構成比

42 100.0%

3 7.1%

2 4.8%

15 35.7%

5 11.9%

1 2.4%

2 4.8%

1 2.4%

3 7.1%

10 23.8%

その他

項目

回答人数

家庭問題（家族関係の不和、育児の悩み、
介護疲れ等）

健康問題（病気の悩み（身体・こころ）・
障がいの悩み等）

経済・生活問題（負債、失業、生活費の悩
み等）

勤務問題（仕事内容、労働条件、職場の人
間関係の悩み等）

男女問題（恋愛、結婚の悩み等）

学校問題（学習や活動、学友・教師との人
間関係の悩み等）

孤独感・近隣関係（独居・同居・近所付き
合いの悩み等）

無回答

7.1%

4.8%

35.7%

11.9%

2.4%

4.8%

2.4%

7.1%

23.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合

項目
回答人数

性別 年齢

男性 女性 無回答 40歳未満 40歳以上 無回答

回答人数 42 100.0% 11 100.0% 30 100.0% 1 100.0% 22 100.0% 19 100.0% 1 100.0%

家庭問題（家族関係の不和、育児の
悩み、介護疲れ等）

3 7.1% 0 0.0% 3 10.0% 0 0.0% 2 9.1% 1 5.3% 0 0.0%

健康問題（病気の悩み（身体・ここ
ろ）・障がいの悩み等）

2 4.8% 1 9.1% 1 3.3% 0 0.0% 1 4.5% 1 5.3% 0 0.0%

経済・生活問題（負債、失業、生活
費の悩み等）

15 35.7% 2 18.2% 12 40.0% 1 100.0% 7 31.8% 7 36.8% 1 100.0%

勤務問題（仕事内容、労働条件、職
場の人間関係の悩み等）

5 11.9% 3 27.3% 2 6.7% 0 0.0% 3 13.6% 2 10.5% 0 0.0%

男女問題（恋愛、結婚の悩み等） 1 2.4% 0 0.0% 1 3.3% 0 0.0% 0 0.0% 1 5.3% 0 0.0%

学校問題（学習や活動、学友・教師
との人間関係の悩み等）

2 4.8% 1 9.1% 1 3.3% 0 0.0% 2 9.1% 0 0.0% 0 0.0%

孤独感・近隣関係（独居・同居・近
所付き合いの悩み等）

1 2.4% 0 0.0% 1 3.3% 0 0.0% 1 4.5% 0 0.0% 0 0.0%

その他 3 7.1% 1 9.1% 2 6.7% 0 0.0% 2 9.1% 1 5.3% 0 0.0%

無回答 10 23.8% 3 27.3% 7 23.3% 0 0.0% 4 18.2% 6 31.6% 0 0.0%
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※問 19で『１．考えたことがある』とご回答された方にお聞きします。 

問 19－２ あなたは、自殺をしたいと思ったときにだれか（どこか）に相談しましたか。 

（あてはまるものすべてに○） 

 

自殺したいと考えたときの相談先については、「相談していない」が 69.0％と最も高く、次いで、「友

人・知人」の 23.8％、「配偶者以外の家族」の 9.5％の順となっている。 

 

 

  

回答数 構成比

42 -

2 4.8%

4 9.5%

10 23.8%

0 0.0%

0 0.0%

3 7.1%

0 0.0%

0 0.0%

29 69.0%

0 0.0%

0 0.0%

ゲートキーパー

相談していない

その他

項目

回答人数

配偶者

配偶者以外の家族

友人・知人

学校

職場

医療機関

相談機関（市役所・いのちの電話など）

無回答

4.8%

9.5%

23.8%

0.0%

0.0%

7.1%

0.0%

0.0%

69.0%

0.0%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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【属性別特徴】 

性別では、男性の「相談していない」の割合が女性と比較して高くなっている。 

年齢別では、大きな差異は見られない。 

 
  

人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合

項目
回答人数

性別 年齢

男性 女性 無回答 40歳未満 40歳以上 無回答

回答人数 42 - 11 - 30 - 1 - 22 - 19 - 1 -

配偶者 2 4.8% 1 9.1% 0 0.0% 1 100.0% 1 4.5% 0 0.0% 1 100.0%

配偶者以外の家族 4 9.5% 0 0.0% 3 10.0% 1 100.0% 2 9.1% 1 5.3% 1 100.0%

友人・知人 10 23.8% 2 18.2% 7 23.3% 1 100.0% 5 22.7% 4 21.1% 1 100.0%

学校 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

職場 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

医療機関 3 7.1% 1 9.1% 1 3.3% 1 100.0% 1 4.5% 1 5.3% 1 100.0%

相談機関（市役所・いのちの電話な
ど）

0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

ゲートキーパー 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

相談していない 29 69.0% 9 81.8% 20 66.7% 0 0.0% 15 68.2% 14 73.7% 0 0.0%

その他 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

無回答 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%
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※問 19で『１．考えたことがある』とご回答された方にお聞きします。 

問 19－３ あなたが、自殺したいと思った時に踏みとどまることができた要因は何ですか。 

（あてはまるものすべてに○） 

 

自殺を踏みとどまることができた要因については、「その他」を除くと、「相談」が 21.4％と最も高く、

次いで、「メディア（テレビ・映画など）」の 16.7％、「書籍・雑誌などの印刷物」「インターネット・携

帯電話（ＳＮＳなど）」の 11.9％の順となっている。 

 

 

  

回答数 構成比

42 -

5 11.9%

5 11.9%

7 16.7%

9 21.4%

24 57.1%

1 2.4%

項目

回答人数

書籍・雑誌などの印刷物

インターネット・携帯電話（ＳＮＳなど）

メディア（テレビ・映画など）

相談

その他

無回答

11.9%

11.9%

16.7%

21.4%

57.1%

2.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問 20 自殺に関して相談ができるところを知っていますか。（１つに○） 

 

自殺に関する相談先を知っているかについては、「知らない」が 68.0％、「知っている」が 30.6％とな

っている。 

 

 

【属性別特徴】 

性別・年齢別では、大きな差異は見られない。 

 
 

  

回答数 構成比

447 100.0%

137 30.6%

304 68.0%

6 1.3%

項目

回答人数

知っている

知らない

無回答

30.6%

68.0%

1.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合

項目
回答人数

性別 年齢

男性 女性 無回答 40歳未満 40歳以上 無回答

回答人数 447 100.0% 177 100.0% 267 100.0% 3 100.0% 161 100.0% 281 100.0% 5 100.0%

知っている 137 30.6% 52 29.4% 84 31.5% 1 33.3% 48 29.8% 87 31.0% 2 40.0%

知らない 304 68.0% 123 69.5% 179 67.0% 2 66.7% 110 68.3% 191 68.0% 3 60.0%

無回答 6 1.3% 2 1.1% 4 1.5% 0 0.0% 3 1.9% 3 1.1% 0 0.0%
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問 21 『鹿児島市無料相談窓口』カードを知っていますか。（１つに○） 

 

『鹿児島市無料相談窓口』カードを知っているかについては、「知らない」が 83.2％、「知っている」

が 14.5％となっている。 

 

 

【属性別特徴】 

性別では、女性の「知っている」の割合が男性と比較して高くなっている。 

年齢別では、大きな差異は見られない。 

 
 

  

回答数 構成比

447 100.0%

65 14.5%

372 83.2%

10 2.2%

項目

回答人数

知っている

知らない

無回答

14.5%

83.2%

2.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合

項目
回答人数

性別 年齢

男性 女性 無回答 40歳未満 40歳以上 無回答

回答人数 447 100.0% 177 100.0% 267 100.0% 3 100.0% 161 100.0% 281 100.0% 5 100.0%

知っている 65 14.5% 19 10.7% 46 17.2% 0 0.0% 22 13.7% 43 15.3% 0 0.0%

知らない 372 83.2% 154 87.0% 215 80.5% 3 100.0% 134 83.2% 233 82.9% 5 100.0%

無回答 10 2.2% 4 2.3% 6 2.2% 0 0.0% 5 3.1% 5 1.8% 0 0.0%
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※問 21で『１．知っている』とご回答された方にお聞きします。 

問 21－１ あなたは、『鹿児島市無料相談窓口』カードをどこで（だれから）知りましたか。 

（あてはまるものすべてに○） 

 

『鹿児島市無料相談窓口』カードをどこで（誰から）知ったかについては、「鹿児島市役所・保健所な

どの行政機関」が 80.0％と最も高く、次いで、「医療機関」の 32.3％の順となっている。 

 

 

 

 

※問 21で『１．知っている』とご回答された方にお聞きします。 

問 21－２ あなたは、『鹿児島市無料相談窓口』カードを使って相談したことがありますか。 

（１つに○） 

 

『鹿児島市無料相談窓口』カードを使って相談したことがあるかについては、「ない」が 96.9％、「あ

る」が 3.1％となっている。 

 

 

  

回答数 構成比

65 -

52 80.0%

21 32.3%

4 6.2%

2 3.1%

0 0.0%

1 1.5%

0 0.0%

5 7.7%

0 0.0%

その他

項目

回答人数

鹿児島市役所・保健所などの行政機関

医療機関

薬局

警察署

弁護士会・司法書士会

民生委員

ゲートキーパー

無回答

80.0%

32.3%

6.2%

3.1%

0.0%

1.5%

0.0%

7.7%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答数 構成比

65 100.0%

2 3.1%

63 96.9%

0 0.0%

項目

回答人数

ある

ない

無回答

3.1%

96.9%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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※問 21－２で『１．ある』とご回答された方にお聞きします。 

問 21－３ あなたは、『鹿児島市無料相談窓口』カードを使ってどこに相談しましたか。 

（あてはまるものすべてに○） 

 

『鹿児島市無料相談窓口』カードを使ってどこに相談したかについては、「 

いのちの電話・保健所など（こころの健康）」「弁護士会・司法書士会など（借金や生活・法律のこと）」

「サンエールかごしま相談室（配偶者やパートナーとの悩み）」「鹿児島労働基準監督署・市雇用相談窓

口など（仕事や職場での悩み）」の回答が得られた。 

 

 

  

回答数 構成比

2 -

1 50.0%

1 50.0%

1 50.0%

1 50.0%

0 0.0%

0 0.0%

0 0.0%

0 0.0%

0 0.0%

0 0.0%

NPO法人いじめ対策プロジェクト・市教
育相談室など（ひきこもりや不登校）

その他

項目

回答人数

いのちの電話・保健所など（こころの健
康）

弁護士会・司法書士会など（借金や生活・
法律のこと）

サンエールかごしま相談室（配偶者やパー
トナーとの悩み）

鹿児島労働基準監督署・市雇用相談窓口な
ど（仕事や職場での悩み）

市家庭児童相談（子どもの養育）

鹿児島シルバー110番（高齢者のこと）

市介護保険相談（介護保険相談）

無回答

50.0%

50.0%

50.0%

50.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問 22 あなたが相談したいと思ったとき、どのようなところに相談の場があればよいと思いま

すか。（あてはまるものすべてに○） 

 

相談しやすい場所については、「市役所・保健所などの公的機関」が 60.6％と最も高く、次いで、「弁

護士会・医療機関などの現在開設している相談機関」の 39.4％、「同じ悩みを持ちながらも回復を目指す

取り組みをしている仲間が集う場」の 35.3％の順となっている。 

 

  

回答数 構成比

447 -

50 11.2%

95 21.3%

79 17.7%

38 8.5%

41 9.2%

271 60.6%

176 39.4%

158 35.3%

18 4.0%

19 4.3%

同じ悩みを持ちながらも回復を目指す取り
組みをしている仲間が集う場

その他

項目

回答人数

駅の構内

ショッピングセンター、デパート

図書館などの文化施設

ハローワーク

スーパーマーケット

市役所・保健所などの公的機関

弁護士会・医療機関などの現在開設してい
る相談機関

無回答

11.2%

21.3%

17.7%

8.5%

9.2%

60.6%

39.4%

35.3%

4.0%

4.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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【属性別特徴】 

性別では、女性の「同じ悩みを持ちながらも回復を目指す取り組みをしている仲間が集う場」の割合

が男性と比較して高くなっている。 

年齢別では、４０歳未満の「図書館などの文化施設」「ハローワーク」の割合、４０歳以上の「弁護士

会・医療機関などの現在開設している相談機関」の割合がそれぞれ他の年齢区分と比較して高くなって

いる。 

 

 

 

  

人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合

項目
回答人数

性別 年齢

男性 女性 無回答 40歳未満 40歳以上 無回答

回答人数 447 - 177 - 267 - 3 - 161 - 281 - 5 -

駅の構内 50 11.2% 26 14.7% 24 9.0% 0 0.0% 24 14.9% 26 9.3% 0 0.0%

ショッピングセンター、デパート 95 21.3% 33 18.6% 60 22.5% 2 66.7% 34 21.1% 59 21.0% 2 40.0%

図書館などの文化施設 79 17.7% 32 18.1% 47 17.6% 0 0.0% 38 23.6% 41 14.6% 0 0.0%

ハローワーク 38 8.5% 12 6.8% 26 9.7% 0 0.0% 24 14.9% 14 5.0% 0 0.0%

スーパーマーケット 41 9.2% 11 6.2% 30 11.2% 0 0.0% 17 10.6% 24 8.5% 0 0.0%

市役所・保健所などの公的機関 271 60.6% 107 60.5% 162 60.7% 2 66.7% 98 60.9% 169 60.1% 4 80.0%

弁護士会・医療機関などの現在開設
している相談機関

176 39.4% 70 39.5% 105 39.3% 1 33.3% 54 33.5% 120 42.7% 2 40.0%

同じ悩みを持ちながらも回復を目指
す取り組みをしている仲間が集う場

158 35.3% 38 21.5% 119 44.6% 1 33.3% 59 36.6% 98 34.9% 1 20.0%

その他 18 4.0% 10 5.6% 8 3.0% 0 0.0% 11 6.8% 7 2.5% 0 0.0%

無回答 19 4.3% 8 4.5% 11 4.1% 0 0.0% 7 4.3% 12 4.3% 0 0.0%
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問 23 相談場所を利用しやすい時間帯はいつですか。（希望するもの３つまでに〇） 

 

相談しやすい時間帯については、「平日、18：00以降」が 50.1％と最も高く、次いで、「日曜日、10：

00～12：00」の 25.7％、「土曜日、18：00以降」の 23.7％の順となっている。 

 

 

  

回答数 構成比

447 -

85 19.0%

63 14.1%

36 8.1%

224 50.1%

100 22.4%

61 13.6%

54 12.1%

106 23.7%

115 25.7%

70 15.7%

44 9.8%

96 21.5%

59 13.2%

土曜日、18：00以降

日曜日、10：00～12：00

日曜日、12：00～15：00

日曜日、15：00～18：00

日曜日、18：00以降

項目

回答人数

平日、10：00～12：00

平日、12：00～15：00

平日、15：00～18：00

平日、18：00以降

土曜日、10：00～12：00

土曜日、12：00～15：00

土曜日、15：00～18：00

無回答

19.0%

14.1%

8.1%

50.1%

22.4%

13.6%

12.1%

23.7%

25.7%

15.7%

9.8%

21.5%

13.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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【属性別特徴】 

性別では、男性の１８：００以降を希望する割合が高くなっている。 

年齢別では、４０歳未満の１８：００以降を希望する割合が高くなっている。 

 

 

  

人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合

項目
回答人数

性別 年齢

男性 女性 無回答 40歳未満 40歳以上 無回答

回答人数 447 - 177 - 267 - 3 - 161 - 281 - 5 -

平日、10：00～12：00 85 19.0% 21 11.9% 63 23.6% 1 33.3% 22 13.7% 62 22.1% 1 20.0%

平日、12：00～15：00 63 14.1% 13 7.3% 50 18.7% 0 0.0% 22 13.7% 41 14.6% 0 0.0%

平日、15：00～18：00 36 8.1% 8 4.5% 27 10.1% 1 33.3% 19 11.8% 16 5.7% 1 20.0%

平日、18：00以降 224 50.1% 102 57.6% 121 45.3% 1 33.3% 89 55.3% 132 47.0% 3 60.0%

土曜日、10：00～12：00 100 22.4% 36 20.3% 64 24.0% 0 0.0% 30 18.6% 69 24.6% 1 20.0%

土曜日、12：00～15：00 61 13.6% 17 9.6% 44 16.5% 0 0.0% 20 12.4% 41 14.6% 0 0.0%

土曜日、15：00～18：00 54 12.1% 18 10.2% 35 13.1% 1 33.3% 19 11.8% 33 11.7% 2 40.0%

土曜日、18：00以降 106 23.7% 55 31.1% 50 18.7% 1 33.3% 51 31.7% 54 19.2% 1 20.0%

日曜日、10：00～12：00 115 25.7% 50 28.2% 65 24.3% 0 0.0% 43 26.7% 71 25.3% 1 20.0%

日曜日、12：00～15：00 70 15.7% 24 13.6% 46 17.2% 0 0.0% 19 11.8% 50 17.8% 1 20.0%

日曜日、15：00～18：00 44 9.8% 18 10.2% 25 9.4% 1 33.3% 15 9.3% 28 10.0% 1 20.0%

日曜日、18：00以降 96 21.5% 50 28.2% 45 16.9% 1 33.3% 45 28.0% 50 17.8% 1 20.0%

無回答 59 13.2% 27 15.3% 32 12.0% 0 0.0% 20 12.4% 39 13.9% 0 0.0%
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※問 24～問 25は桜島にお住まいの方への質問です。 

問 24 「桜島大噴火 避難手順書」についてお伺いします。 

 

(１)避難手順書を知っていますか？ 

「知っている」が 71.0％、「知らない」が 22.6％となっている。 

 

 

 

(２)避難手順書をすぐに確認することはできますか？ 

「できる」が 64.5％、「できない」が 25.8％となっている。 

 

 

 

(３)訓練で避難手順書を活用しましたか？ 

「活用していない」が 51.6％、「活用した」が 38.7％となっている。 

 

 

  

回答数 構成比

31 100.0%

22 71.0%

7 22.6%

2 6.5%

項目

回答人数

知っている

知らない

無回答

71.0%

22.6%

6.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答数 構成比

31 100.0%

20 64.5%

8 25.8%

3 9.7%

項目

回答人数

できる

できない

無回答

64.5%

25.8%

9.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答数 構成比

31 100.0%

12 38.7%

16 51.6%

3 9.7%

項目

回答人数

活用した

活用していない

無回答

38.7%

51.6%

9.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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(４)避難手順書の内容についてはどうでしたか？ 

「訓練での避難に役立った」が 32.3％、「役に立たなかった」が 6.5％となっている。 

 

 

 

問 25 「避難用家族カード」についてお伺いします。 

 

(１)避難用家族カードを知っていますか？ 

「知っている」が 80.6％、「知らない」が 9.7％となっている。 

 

 

 

  

回答数 構成比

31 100.0%

10 32.3%

2 6.5%

19 61.3%

項目

回答人数

訓練での避難に役立った

役に立たなかった

無回答

32.3%

6.5%

61.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答数 構成比

31 100.0%

25 80.6%

3 9.7%

3 9.7%

項目

回答人数

知っている

知らない

無回答

80.6%

9.7%

9.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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※問 27～問 30は小中学生のお子さんがいらっしゃる方への質問です。 

問２７ 小学生または中学生のお子さんについてお聞きします。 

 

(１)お子さんの性別 

お子さんの性別については、「女」が 57.9％、「男」が 39.9％の順となっている。 

 

 

(３)お子さんの学年 

お子さんの学年については、「中学３年生」が 15.2％と最も高く、次いで、「小学６年生」「中学１年生」

の 12.4％の順となっている。 

 

  

回答数 構成比

178 100.0%

71 39.9%

103 57.9%

4 2.2%

項目

回答人数

男

女

無回答

男

39.9%
女

57.9%

無回答

2.2%

回答数 構成比

178 100.0%

16 9.0%

21 11.8%

16 9.0%

19 10.7%

17 9.6%

22 12.4%

22 12.4%

14 7.9%

27 15.2%

4 2.2%

中学２年生

中学３年生

項目

回答人数

小学１年生

小学２年生

小学３年生

小学４年生

小学５年生

小学６年生

中学１年生

無回答

小学１年生

9.0%

小学２年生

11.8%

小学３年生

9.0%

小学４年生

10.7%

小学５年生

9.6%

小学６年生

12.4%

中学１年生

12.4%

中学２年生

7.9%

中学３年生

15.2%

無回答

2.2%
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※問 28～問 30は小中学生のお子さんがいらっしゃる方への質問です。 

問 28 お子さんは、この１年間（平成２７年７月から平成２８年６月まで）に交通安全教室（小

学校や中学校での講習会などを含む）に参加したことがありますか。（ア、イそれぞれ１

つに○） 

 

ア 歩行者に関する教室 

「子どもだけで参加したことがある」が 65.2％と最も高く、次いで、「わからない」の 18.5％、「参加

したことがない」の 10.1％の順となっている。 

 

 

【属性別特徴】 

子どもの学年別では、小学校高学年の「子どもだけで参加したことがある」の割合が他の学年と比較

して高くなっている。 

 

  

回答数 構成比

178 100.0%

116 65.2%

5 2.8%

18 10.1%

33 18.5%

6 3.4%

項目

回答人数

子どもだけで参加したことがある

保護者と一緒に参加したことがある

参加したことがない

わからない

無回答

65.2%

2.8%

10.1%

18.5%

3.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合

子どもの学年

無回答 6 3.4% 2 3.8% 1 1.7% 0 0.0% 3 75.0%

わからない 33 18.5% 9 17.0% 5 8.6% 19 30.2% 0 0.0%

参加したことがない 18 10.1% 3 5.7% 3 5.2% 12 19.0% 0 0.0%

保護者と一緒に参加したことがある 5 2.8% 2 3.8% 2 3.4% 1 1.6% 0 0.0%

子どもだけで参加したことがある 116 65.2% 37 69.8% 47 81.0% 31 49.2% 1 25.0%

回答人数 178 100.0% 53 100.0% 58 100.0% 63 100.0% 4 100.0%

項目
回答人数

小学校低学年 小学校高学年 中学生 無回答
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【モデル地区（吉野小校区）】 

 

 

 

  

人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合

回答人数
項目

子どもの学年

小学校低学年 小学校高学年 中学生 無回答

回答人数 100.0%7 100.0% 0 -

子どもだけで参加したことがある

1 100.0% 2 100.0% 4

4 57.1% 0 -

保護者と一緒に参加したことがある

1 100.0% 2 100.0% 1 25.0%

0 0.0% -

参加したことがない

0.0% 0 0.0% 0 0.0% 00

25.0% 0 -0 0.0%

わからない

0 0.0% 11 14.3%

28.6%2 50.0% 0 -0 0.0% 0 0.0% 2

無回答 0.0%0 0.0% 0 -0 0.0% 0 0.0% 0
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イ 自転車の運転に関する教室 

「子どもだけで参加したことがある」が 57.3％と最も高く、次いで、「参加したことがない」の 20.8％、

「わからない」の 18.5％の順となっている。 

 

 

【属性別特徴】 

子どもの学年別では、小学校低学年の「参加したことがない」の割合、小学校高学年の「子どもだけ

で参加したことがある」の割合がそれぞれ高くなっている。 

 

 

【モデル地区（吉野小校区）】 

 

 

 

回答数 構成比

178 100.0%

102 57.3%

3 1.7%

37 20.8%

33 18.5%

3 1.7%

項目

回答人数

子どもだけで参加したことがある

保護者と一緒に参加したことがある

参加したことがない

わからない

無回答

57.3%

1.7%

20.8%

18.5%

1.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合

子どもの学年

無回答 3 1.7% 1 1.9% 0 0.0% 0 0.0% 2 50.0%

わからない 33 18.5% 12 22.6% 5 8.6% 16 25.4% 0 0.0%

参加したことがない 37 20.8% 23 43.4% 5 8.6% 9 14.3% 0 0.0%

保護者と一緒に参加したことがある 3 1.7% 1 1.9% 1 1.7% 1 1.6% 0 0.0%

子どもだけで参加したことがある 102 57.3% 16 30.2% 47 81.0% 37 58.7% 2 50.0%

回答人数 178 100.0% 53 100.0% 58 100.0% 63 100.0% 4 100.0%

項目
回答人数

小学校低学年 小学校高学年 中学生 無回答

人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合

回答人数
項目

子どもの学年

小学校低学年 小学校高学年 中学生 無回答

回答人数 100.0%7 100.0% 0 -

子どもだけで参加したことがある

1 100.0% 2 100.0% 4

2 28.6% 0 -

保護者と一緒に参加したことがある

0 0.0% 1 50.0% 1 25.0%

1 14.3% -

参加したことがない

0.0% 0 0.0% 1 25.0% 00

25.0% 0 -1 100.0%

わからない

1 50.0% 13 42.9%

14.3%1 25.0% 0 -0 0.0% 0 0.0% 1

無回答 0.0%0 0.0% 0 -0 0.0% 0 0.0% 0
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問 29 お子さんは、次の歩行者に関する交通ルール・マナーを知っていますか。また、実際に

守っていますか。（あてはまるものすべてに○） 

 

ア 知っている 

「道路を渡るときは、横断歩道、歩道橋を通行する」「道路を渡るときは、必ず左右の安全を確認し、

飛び出し、斜め横断はしない」「携帯電話やスマートフォンを使用しながら歩かない」がいずれも 76.4％

で最も高くなっている。 

 

 

【属性別特徴】 

子どもの性別では、大きな差異は見られない。 

子どもの学年別では、すべての回答項目において、学年が上がるほど回答割合が高くなっている。 

 

  

回答数 構成比

178 -

136 76.4%

136 76.4%

131 73.6%

136 76.4%

124 69.7%

22 12.4%

項目

回答人数

道路を渡るときは、横断歩道、歩道橋を通
行する

道路を渡るときは、必ず左右の安全を確認
し、飛び出し、斜め横断はしない

歩行者信号に必ず従う

携帯電話やスマートフォンを使用しながら
歩かない

歩道のないところでは、道路の右側を歩く

無回答

76.4%

76.4%

73.6%

76.4%

69.7%

12.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合

無回答 22 12.4% 7 9.9% 14 13.6% 1 25.0% 11 20.8% 7 12.1% 2 3.2% 2 50.0%

歩道のないところでは、道路の右側
を歩く

124 69.7% 51 71.8% 70 68.0% 3 75.0% 30 56.6% 42 72.4% 50 79.4% 2 50.0%

携帯電話やスマートフォンを使用し
ながら歩かない

136 76.4% 52 73.2% 81 78.6% 3 75.0% 36 67.9% 41 70.7% 57 90.5% 2 50.0%

歩行者信号に必ず従う 131 73.6% 53 74.6% 75 72.8% 3 75.0% 35 66.0% 45 77.6% 49 77.8% 2 50.0%

道路を渡るときは、必ず左右の安全を
確認し、飛び出し、斜め横断はしない

136 76.4% 56 78.9% 77 74.8% 3 75.0% 37 69.8% 45 77.6% 52 82.5% 2 50.0%

道路を渡るときは、横断歩道、歩道
橋を通行する

136 76.4% 56 78.9% 77 74.8% 3 75.0% 37 69.8% 45 77.6% 52 82.5% 2 50.0%

回答人数 178 - 71 - 103 - 4 - 53 - 58 - 63 - 4 -

女性 無回答 小学校低学年 小学校高学年 中学生 無回答
項目

回答人数
子どもの性別

男性

子どもの学年



  【一般】                               

121 

 

 

【モデル地区（吉野小校区）】 

 

 

  

人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合

回答人数
項目

子どもの性別 子どもの学年

小学校低学年 小学校高学年 中学生 無回答

回答人数

男性 女性 無回答

-7 - 0 -

道路を渡るときは、横断歩道、歩道
橋を通行する

- 1 - 2 - 43 - 4 - 0

5 71.4% 0 -

道路を渡るときは、必ず左右の安全を
確認し、飛び出し、斜め横断はしない

1 100.0% 2 100.0% 2 50.0%2 66.7% 3 75.0% 0 -

5 71.4% -

歩行者信号に必ず従う

100.0% 2 100.0% 2 50.0% 066.7% 3 75.0% 0 - 12

50.0% 0 -3 75.0% 0 - 1 100.0%2 66.7%

携帯電話やスマートフォンを使用し
ながら歩かない

2 100.0% 25 71.4%

85.7%6 75.0% 0 -

歩道のないところでは、道路の右側
を歩く

- 1 100.0% 2 100.0% 32 66.7% 4 100.0% 0

6 85.7% 0 -1 100.0% 2 100.0% 3 75.0%3 100.0% 3 75.0% 0 -

無回答 0 0.0% 0 -0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%0 0.0% 0 0.0% 0 -
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イ 守っている 

「道路を渡るときは、横断歩道、歩道橋を通行する」が 73.6％と最も高く、次いで、「歩行者信号に必

ず従う」の 70.2％、「道路を渡るときは、必ず左右の安全を確認し、飛び出し、斜め横断はしない」の

65.2％の順となっている。 

 

 

【属性別特徴】 

子どもの性別では、女性の「歩道のないところでは、道路の右側を歩く」の割合が男性と比較して高

くなっている。 

子どもの学年別では、すべての回答項目において、中学生の回答割合が他の学年と比較して低くなっ

ている。 

 

  

回答数 構成比

178 -

131 73.6%

116 65.2%

125 70.2%

101 56.7%

70 39.3%

37 20.8%

項目

回答人数

道路を渡るときは、横断歩道、歩道橋を通
行する

道路を渡るときは、必ず左右の安全を確認
し、飛び出し、斜め横断はしない

歩行者信号に必ず従う

携帯電話やスマートフォンを使用しながら
歩かない

歩道のないところでは、道路の右側を歩く

無回答

73.6%

65.2%

70.2%

56.7%

39.3%

20.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合

無回答 37 20.8% 14 19.7% 22 21.4% 1 25.0% 7 13.2% 10 17.2% 18 28.6% 2 50.0%

歩道のないところでは、道路の右側
を歩く

70 39.3% 24 33.8% 43 41.7% 3 75.0% 21 39.6% 28 48.3% 19 30.2% 2 50.0%

携帯電話やスマートフォンを使用し
ながら歩かない

101 56.7% 43 60.6% 57 55.3% 1 25.0% 35 66.0% 37 63.8% 29 46.0% 0 0.0%

歩行者信号に必ず従う 125 70.2% 51 71.8% 71 68.9% 3 75.0% 42 79.2% 41 70.7% 40 63.5% 2 50.0%

道路を渡るときは、必ず左右の安全を
確認し、飛び出し、斜め横断はしない

116 65.2% 45 63.4% 68 66.0% 3 75.0% 35 66.0% 42 72.4% 37 58.7% 2 50.0%

道路を渡るときは、横断歩道、歩道
橋を通行する

131 73.6% 51 71.8% 78 75.7% 2 50.0% 43 81.1% 45 77.6% 42 66.7% 1 25.0%

回答人数 178 - 71 - 103 - 4 - 53 - 58 - 63 - 4 -

女性 無回答 小学校低学年 小学校高学年 中学生 無回答
項目

回答人数
子どもの性別

男性

子どもの学年
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【モデル地区（吉野小校区）】 

 

 

 

問 30 対象のお子さんは、自転車に乗りますか。（１つに○） 

 

子どもの自転車の運転については、「たまに乗る」が 28.7％と最も高く、次いで、「自転車に乗らない

（乗れない）」の 24.2％、「乗る」の 23.0％の順となっている。 

 

 

【モデル地区（吉野小校区）】 

 

 

人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合

回答人数
項目

子どもの性別 子どもの学年

小学校低学年 小学校高学年 中学生 無回答

回答人数

男性 女性 無回答

-7 - 0 -

道路を渡るときは、横断歩道、歩道
橋を通行する

- 1 - 2 - 43 - 4 - 0

6 85.7% 0 -

道路を渡るときは、必ず左右の安全を
確認し、飛び出し、斜め横断はしない

1 100.0% 2 100.0% 3 75.0%3 100.0% 3 75.0% 0 -

6 85.7% -

歩行者信号に必ず従う

100.0% 2 100.0% 3 75.0% 0100.0% 3 75.0% 0 - 13

75.0% 0 -3 75.0% 0 - 1 100.0%3 100.0%

携帯電話やスマートフォンを使用し
ながら歩かない

2 100.0% 36 85.7%

71.4%5 75.0% 0 -

歩道のないところでは、道路の右側
を歩く

- 1 100.0% 1 50.0% 32 66.7% 3 75.0% 0

4 57.1% 0 -0 0.0% 2 100.0% 2 50.0%2 66.7% 2 50.0% 0 -

無回答 1 14.3% 0 -0 0.0% 0 0.0% 1 25.0%0 0.0% 1 25.0% 0 -

回答数 構成比

178 100.0%

41 23.0%

51 28.7%

43 24.2%

35 19.7%

8 4.5%

項目

回答人数

乗る

たまに乗る

自転車に乗らない（乗れない）

自転車を持っていない

無回答

23.0%

28.7%

24.2%

19.7%

4.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

人数 割合

回答人数
項目

回答人数 100.0%7

乗る 1 14.3%

たまに乗る 3 42.9%

自転車に乗らない（乗れない）

自転車を持っていない

3 42.9%

0.0%0

無回答 0.0%0
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※問 30で『１．乗る』『２．たまに乗る』とご回答された方にお聞きします。 

問 30－１ 対象のお子さんは、次の自転車の運転に関する交通ルール・マナーを知っています

か。また、実際に守っていますか。（あてはまるものすべてに○） 

 

ア 知っている 

「２人乗り、２台以上並列しての運転はしない」が 75.0％と最も高く、次いで、「傘を差しながら運転

しない」「携帯電話やスマートフォンを使用しながら運転しない」の 71.7％の順となっている。 

 

 

【属性別特徴】 

子どもの性別では、男性の「傘を差しながら運転しない」「夕暮れ時は、早めにライトを点灯する」の

割合が女性と比較して高くなっている。 

子どもの学年別では、すべての回答項目において、小学校低学年の回答割合が他の学年と比較して低

くなっている。 

 

  

回答数 構成比

92 -

69 75.0%

66 71.7%

62 67.4%

66 71.7%

65 70.7%

9 9.8%

項目

回答人数

２人乗り、２台以上並列しての運転はしな
い

傘を差しながら運転しない

横断歩道は、自転車を降りてわたる

携帯電話やスマートフォンを使用しながら
運転しない

夕暮れ時は、早めにライトを点灯する

無回答

75.0%

71.7%

67.4%

71.7%

70.7%

9.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合

子どもの学年

項目
回答人数

子どもの性別

男性 女性 無回答 小学校低学年 小学校高学年 中学生 無回答

回答人数 92 - 45 - 44 - 3 - 19 - 38 - 33 - 2 -

２人乗り、２台以上並列しての運転
はしない

69 75.0% 33 73.3% 33 75.0% 3 100.0% 9 47.4% 31 81.6% 27 81.8% 2 100.0%

傘を差しながら運転しない 66 71.7% 34 75.6% 29 65.9% 3 100.0% 10 52.6% 29 76.3% 25 75.8% 2 100.0%

横断歩道は、自転車を降りてわたる 62 67.4% 30 66.7% 29 65.9% 3 100.0% 8 42.1% 26 68.4% 26 78.8% 2 100.0%

携帯電話やスマートフォンを使用し
ながら運転しない

66 71.7% 32 71.1% 31 70.5% 3 100.0% 8 42.1% 30 78.9% 26 78.8% 2 100.0%

夕暮れ時は、早めにライトを点灯す
る

65 70.7% 34 75.6% 28 63.6% 3 100.0% 7 36.8% 32 84.2% 24 72.7% 2 100.0%

無回答 9 9.8% 5 11.1% 4 9.1% 0 0.0% 7 36.8% 2 5.3% 0 0.0% 0 0.0%
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【モデル地区（吉野小校区）】 

 

 

  

人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合

回答人数
項目

子どもの性別 子どもの学年

小学校低学年 小学校高学年 中学生 無回答

回答人数

男性 女性 無回答

-4 - 0 -

２人乗り、２台以上並列しての運転
はしない

- 0 - 1 - 33 - 1 - 0

3 75.0% 0 -

傘を差しながら運転しない

0 - 1 100.0% 2 66.7%2 66.7% 1 100.0% 0 -

3 75.0% -

横断歩道は、自転車を降りてわたる

- 1 100.0% 2 66.7% 066.7% 1 100.0% 0 - 02

66.7% 0 -0 0.0% 0 - 0 -3 100.0%

携帯電話やスマートフォンを使用し
ながら運転しない

1 100.0% 23 75.0%

75.0%3 66.7% 0 -

夕暮れ時は、早めにライトを点灯す
る

- 0 - 1 100.0% 22 66.7% 1 100.0% 0

3 75.0% 0 -0 - 1 100.0% 2 66.7%3 100.0% 0 0.0% 0 -

無回答 0 0.0% 0 -0 - 0 0.0% 0 0.0%0 0.0% 0 0.0% 0 -
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イ 守っている 

「傘を差しながら運転しない」が 70.7％と最も高く、次いで、「２人乗り、２台以上並列しての運転は

しない」「携帯電話やスマートフォンを使用しながら運転しない」の 69.6％の順となっている。 

 

 

【属性別特徴】 

子どもの性別では、すべての回答項目において、女性の回答割合が男性と比較して高くなっている。 

子どもの学年別では、すべての回答項目において、小学校高学年の回答割合が他の学年と比較して高

くなっている。また、「横断歩道は、自転車を降りてわたる」は、中学生の回答割合が他の学年と比較し

て著しく低くなっている。 

 

  

回答数 構成比

92 -

64 69.6%

65 70.7%

30 32.6%

64 69.6%

49 53.3%

18 19.6%

項目

回答人数

２人乗り、２台以上並列しての運転はしな
い

傘を差しながら運転しない

横断歩道は、自転車を降りてわたる

携帯電話やスマートフォンを使用しながら
運転しない

夕暮れ時は、早めにライトを点灯する

無回答

69.6%

70.7%

32.6%

69.6%

53.3%

19.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合

子どもの学年

項目
回答人数

子どもの性別

男性 女性 無回答 小学校低学年 小学校高学年 中学生 無回答

回答人数 92 - 45 - 44 - 3 - 19 - 38 - 33 - 2 -

２人乗り、２台以上並列しての運転
はしない

64 69.6% 30 66.7% 31 70.5% 3 100.0% 11 57.9% 29 76.3% 22 66.7% 2 100.0%

傘を差しながら運転しない 65 70.7% 30 66.7% 32 72.7% 3 100.0% 11 57.9% 30 78.9% 22 66.7% 2 100.0%

横断歩道は、自転車を降りてわたる 30 32.6% 13 28.9% 15 34.1% 2 66.7% 7 36.8% 16 42.1% 6 18.2% 1 50.0%

携帯電話やスマートフォンを使用し
ながら運転しない

64 69.6% 30 66.7% 31 70.5% 3 100.0% 12 63.2% 29 76.3% 21 63.6% 2 100.0%

夕暮れ時は、早めにライトを点灯す
る

49 53.3% 21 46.7% 25 56.8% 3 100.0% 8 42.1% 21 55.3% 18 54.5% 2 100.0%

無回答 18 19.6% 9 20.0% 9 20.5% 0 0.0% 4 21.1% 5 13.2% 9 27.3% 0 0.0%
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【モデル地区（吉野小校区）】 

 

人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合

回答人数
項目

子どもの性別 子どもの学年

小学校低学年 小学校高学年 中学生 無回答

回答人数

男性 女性 無回答

-4 - 0 -

２人乗り、２台以上並列しての運転
はしない

- 0 - 1 - 33 - 1 - 0

4 100.0% 0 -

傘を差しながら運転しない

0 - 1 100.0% 3 100.0%3 100.0% 1 100.0% 0 -

4 100.0% -

横断歩道は、自転車を降りてわたる

- 1 100.0% 3 100.0% 0100.0% 1 100.0% 0 - 03

33.3% 0 -0 0.0% 0 - 0 -2 66.7%

携帯電話やスマートフォンを使用し
ながら運転しない

1 100.0% 12 50.0%

75.0%3 100.0% 0 -

夕暮れ時は、早めにライトを点灯す
る

- 0 - 0 0.0% 32 66.7% 1 100.0% 0

1 25.0% 0 -0 - 0 0.0% 1 33.3%1 33.3% 0 0.0% 0 -

無回答 0 0.0% 0 -0 - 0 0.0% 0 0.0%0 0.0% 0 0.0% 0 -



                          

 

 

  



                          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第４章 高齢者 
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問１ あなた（封書の宛名の方）の性別などについてお聞きします。 

 

(１)対象（封書の宛名）の方の性別 

性別については、「女」が 49.6％、「男」が 49.4％となっている。 

 

 

(２)対象（封書の宛名）の方の年齢（平成 28年７月１日現在） 

年齢については、「70～74歳」が 37.5％と最も高く、次いで、「65～69歳」の 28.4％、「80～84歳」の

18.0％の順となっている。 

 

 

(３)対象（封書の宛名）の方の就労状況（平成 28年７月１日現在） 

就労状況については、「就労していない」が 70.8％、「就労している」が 24.1％となっている。 

 

 

 

回答数 構成比

528 100.0%

261 49.4%

262 49.6%

5 0.9%

項目

回答人数

男

女

無回答

男

49.4%女

49.6%

無回答

0.9%

回答数 構成比

528 100.0%

150 28.4%

198 37.5%

28 5.3%

95 18.0%

34 6.4%

17 3.2%

6 1.1%

項目

回答人数

65～69歳

70～74歳

75～79歳

80～84歳

85～89歳

90歳以上

無回答

65～69

歳

28.4%

70～74

歳

37.5%

75～79

歳

5.3%

80～84

歳

18.0%

85～89

歳

6.4%

90歳以上

3.2%

無回答

1.1%

回答数 構成比

528 100.0%

127 24.1%

374 70.8%

27 5.1%

項目

回答人数

就労している

就労していない

無回答

就労して

いる

24.1%

就労して

いない

70.8%

無回答

5.1%



  【高齢者】                               

130 

 

 

問３ あなたは、鹿児島市が「セーフコミュニティ」に取り組んでいることを知っていますか。

（１つに○） 

 

セーフコミュニティの認識度については、「知らない」が 55.5％と最も高く、次いで、「聞いた（新聞

やテレビ、パンフレットなどで見た）ことはあるが、内容は知らない」の 34.3％、「内容も含めて知って

いる」の 7.2％の順となっている。 

 

  

回答数 構成比

528 100.0%

38 7.2%

181 34.3%

293 55.5%

16 3.0%

項目

回答人数

内容も含めて知っている

聞いた（新聞やテレビ、パンフレットなど
で見た）ことはあるが、内容は知らない

知らない

無回答

7.2%

34.3%

55.5%

3.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問４ あなたは、この１年間（平成２７年７月から平成２８年６月まで）に交通安全教室（講習

会などを含む）に参加したことがありますか。（１つに○） 

 

交通安全教室等に参加したかについては、「参加したことがない」が 75.0％、「参加したことがある」

が 18.6％となっている。 

 

 

【属性別特徴】 

性別では、男性の「参加したことがある」の割合が女性と比較して高くなっている。 

 
 

【モデル地区（吉野小校区）】 

 
 

 

 

 

  

回答数 構成比

528 100.0%

98 18.6%

396 75.0%

6 1.1%

28 5.3%

項目

回答人数

参加したことがある

参加したことがない

わからない

無回答

18.6%

75.0%

1.1%

5.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合

項目
回答人数

性別

男性 女性 無回答

回答人数 528 100.0% 261 100.0% 262 100.0% 5 100.0%

参加したことがある 98 18.6% 55 21.1% 43 16.4% 0 0.0%

参加したことがない 396 75.0% 189 72.4% 203 77.5% 4 80.0%

わからない 6 1.1% 2 0.8% 4 1.5% 0 0.0%

無回答 28 5.3% 15 5.7% 12 4.6% 1 20.0%

人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合

0 0.0% 0 -0 0.0% 0 0.0%無回答

0.0% 1 4.0% 0 -1 2.2% 0わからない

14 70.0% 22 88.0% 0 -36 80.0%参加したことがない

-17.8% 6 30.0% 2 8.0% 08参加したことがある

0 -45 100.0% 20 100.0% 25 100.0%回答人数

男性 女性 無回答

回答人数
性別

項目
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※問４で『２．参加したことがない』とご回答された方にお聞きします。 

問４－１ あなたが、交通安全教室（講習会などを含む）に参加したことがない理由は何ですか。

（あてはまるものすべてに○） 

 

交通安全教室等に参加したことがない理由については、「実施していることを知らなかったから」が

53.0％と最も高く、次いで、「時間や場所など参加条件が合わないから」の 18.7％、「参加の仕方が分か

らないから」の 14.9％の順となっている。 

 

 

【属性別特徴】 

性別では、大きな差異は見られない。 

 

  

回答数 構成比

396 -

31 7.8%

59 14.9%

17 4.3%

74 18.7%

210 53.0%

58 14.6%

15 3.8%

項目

回答人数

興味がないから

参加の仕方が分からないから

自分に関係がある内容ではないから

時間や場所など参加条件が合わないから

実施していることを知らなかったから

その他

無回答

7.8%

14.9%

4.3%

18.7%

53.0%

14.6%

3.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合

項目
回答人数

性別

男性 女性 無回答

回答人数 396 - 189 - 203 - 4 -

興味がないから 31 7.8% 16 8.5% 15 7.4% 0 0.0%

参加の仕方が分からないから 59 14.9% 26 13.8% 33 16.3% 0 0.0%

自分に関係がある内容ではないから 17 4.3% 11 5.8% 6 3.0% 0 0.0%

時間や場所など参加条件が合わない
から

74 18.7% 33 17.5% 40 19.7% 1 25.0%

実施していることを知らなかったか
ら

210 53.0% 96 50.8% 111 54.7% 3 75.0%

その他 58 14.6% 27 14.3% 31 15.3% 0 0.0%

無回答 15 3.8% 4 2.1% 11 5.4% 0 0.0%
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【モデル地区（吉野小校区）】 

 

 

 

  

人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合

回答人数
項目

性別

回答人数

男性 女性 無回答

0 -36 - 14 - 22 -

興味がないから -8.3% 0 0.0% 3 13.6% 03

参加の仕方が分からないから 2 14.3% 3 13.6% 0 -5 13.9%

自分に関係がある内容ではないから 7.1% 1 4.5% 0 -2 5.6% 1

時間や場所など参加条件が合わない
から

4 18.2% 0 -4 11.1% 0 0.0%

実施していることを知らなかったか
ら

-55.6% 9 64.3% 11 50.0% 020

その他 2 14.3% 3 13.6% 0 -5 13.9%

無回答 -5.6% 1 7.1% 1 4.5% 02
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問５ あなたは、次の歩行者に関する交通ルール・マナーを知っていますか、また、実際に守っ

ていますか。（あてはまるものすべてに○） 

 

ア 知っている 

「道路を渡るときは、横断歩道、歩道橋を通行する」が 66.9％と最も高く、次いで、「夜間、道路を歩

くときは夜光反射材を着用したり、懐中電灯を持ち歩く」の 65.2％、「歩道のないところでは、道路の右

側を歩く」の 61.9％の順となっている。 

 

 

【属性別特徴】 

性別では、すべての回答項目において、男性の回答割合が女性と比較して高くなっている。 

 

  

回答数 構成比

528 -

353 66.9%

326 61.7%

321 60.8%

344 65.2%

327 61.9%

92 17.4%

項目

回答人数

道路を渡るときは、横断歩道、歩道橋を通
行する

道路を渡るときは、必ず左右の安全を確認
し、飛び出し、斜め横断はしない

歩行者信号に必ず従う

夜間、道路を歩くときは夜光反射材を着用
したり、懐中電灯を持ち歩く

歩道のないところでは、道路の右側を歩く

無回答

66.9%

61.7%

60.8%

65.2%

61.9%

17.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合

無回答 92 17.4% 41 15.7% 50 19.1% 1 20.0%

歩道のないところでは、道路の右側
を歩く

327 61.9% 174 66.7% 150 57.3% 3 60.0%

夜間、道路を歩くときは夜光反射材
を着用したり、懐中電灯を持ち歩く

344 65.2% 177 67.8% 163 62.2% 4 80.0%

歩行者信号に必ず従う 321 60.8% 161 61.7% 158 60.3% 2 40.0%

道路を渡るときは、必ず左右の安全を
確認し、飛び出し、斜め横断はしない

326 61.7% 167 64.0% 157 59.9% 2 40.0%

道路を渡るときは、横断歩道、歩道
橋を通行する

353 66.9% 177 67.8% 172 65.6% 4 80.0%

回答人数 528 - 261 - 262 - 5 -

男性 女性 無回答
項目

回答人数
性別
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【モデル地区（吉野小校区）】 

 

 

 

  

人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合

回答人数
項目

性別

回答人数

男性 女性 無回答

0 -45 - 20 - 25 -

道路を渡るときは、横断歩道、歩道
橋を通行する

-64.4% 11 55.0% 18 72.0% 029

道路を渡るときは、必ず左右の安全を
確認し、飛び出し、斜め横断はしない

10 50.0% 17 68.0% 0 -27 60.0%

歩行者信号に必ず従う 50.0% 17 68.0% 0 -27 60.0% 10

夜間、道路を歩くときは夜光反射材
を着用したり、懐中電灯を持ち歩く

16 64.0% 0 -28 62.2% 12 60.0%

歩道のないところでは、道路の右側
を歩く

-62.2% 11 55.0% 17 68.0% 028

無回答 -28.9% 6 30.0% 7 28.0% 013
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イ 守っている 

「道路を渡るときは、必ず左右の安全を確認し、飛び出し、斜め横断はしない」が 72.2％と最も高く、

次いで、「歩行者信号に必ず従う」の 72.0％、「道路を渡るときは、横断歩道、歩道橋を通行する」の 68.9％

の順となっている。 

 

 

【属性別特徴】 

性別では、大きな差異は見られない。 

 

  

回答数 構成比

528 -

364 68.9%

381 72.2%

380 72.0%

156 29.5%

311 58.9%

109 20.6%

項目

回答人数

道路を渡るときは、横断歩道、歩道橋を通
行する

道路を渡るときは、必ず左右の安全を確認
し、飛び出し、斜め横断はしない

歩行者信号に必ず従う

夜間、道路を歩くときは夜光反射材を着用
したり、懐中電灯を持ち歩く

歩道のないところでは、道路の右側を歩く

無回答

68.9%

72.2%

72.0%

29.5%

58.9%

20.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合

無回答 109 20.6% 56 21.5% 53 20.2% 0 0.0%

歩道のないところでは、道路の右側
を歩く

311 58.9% 149 57.1% 158 60.3% 4 80.0%

夜間、道路を歩くときは夜光反射材
を着用したり、懐中電灯を持ち歩く

156 29.5% 84 32.2% 70 26.7% 2 40.0%

歩行者信号に必ず従う 380 72.0% 185 70.9% 190 72.5% 5 100.0%

道路を渡るときは、必ず左右の安全を
確認し、飛び出し、斜め横断はしない

381 72.2% 188 72.0% 188 71.8% 5 100.0%

道路を渡るときは、横断歩道、歩道
橋を通行する

364 68.9% 181 69.3% 180 68.7% 3 60.0%

回答人数 528 - 261 - 262 - 5 -

男性 女性 無回答
項目

回答人数
性別
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【モデル地区（吉野小校区）】 

 

 

 

 

 

  

人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合

-31.1% 3 15.0% 11 44.0% 014無回答

-53.3% 13 65.0% 11 44.0% 024
歩道のないところでは、道路の右側
を歩く

6 24.0% 0 -15 33.3% 9 45.0%
夜間、道路を歩くときは夜光反射材
を着用したり、懐中電灯を持ち歩く

80.0% 13 52.0% 0 -29 64.4% 16歩行者信号に必ず従う

14 70.0% 13 52.0% 0 -27 60.0%
道路を渡るときは、必ず左右の安全を
確認し、飛び出し、斜め横断はしない

-64.4% 16 80.0% 13 52.0% 029
道路を渡るときは、横断歩道、歩道
橋を通行する

0 -45 - 20 - 25 -回答人数

男性 女性 無回答

回答人数
性別

項目
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問６ あなたは、自動車を運転しますか。（１つに○） 

 

自動車の運転については、「運転する」が 56.6％と最も高く、次いで、「運転免許証を持っていない」

の 32.8％、「（運転免許証を持っているが）運転しない」の 4.0％の順となっている。 

 

 

【属性別特徴】 

性別では、男性では「運転する」、女性では「運転免許証を持っていない」の割合がそれぞれ最も高く

なっている。 

 

 

【モデル地区（吉野小校区）】 

 

 

回答数 構成比

528 100.0%

299 56.6%

19 3.6%

21 4.0%

173 32.8%

16 3.0%

項目

回答人数

運転する

たまに運転する

（運転免許証を持っているが）運転しない

運転免許証を持っていない

無回答

56.6%

3.6%

4.0%

32.8%

3.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合

項目
回答人数

性別

男性 女性 無回答

回答人数 528 100.0% 261 100.0% 262 100.0% 5 100.0%

運転する 299 56.6% 201 77.0% 95 36.3% 3 60.0%

たまに運転する 19 3.6% 13 5.0% 6 2.3% 0 0.0%

（運転免許証を持っているが）運転
しない

21 4.0% 7 2.7% 14 5.3% 0 0.0%

運転免許証を持っていない 173 32.8% 39 14.9% 132 50.4% 2 40.0%

無回答 16 3.0% 1 0.4% 15 5.7% 0 0.0%

人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合

1 4.0% 0 -1 2.2% 0 0.0%無回答

17 68.0% 0 -21 46.7% 4 20.0%運転免許証を持っていない

0.0% 1 4.0% 0 -1 2.2% 0
（運転免許証を持っているが）運転
しない

1 5.0% 0 0.0% 0 -1 2.2%たまに運転する

-46.7% 15 75.0% 6 24.0% 021運転する

0 -45 100.0% 20 100.0% 25 100.0%回答人数

男性 女性 無回答

回答人数
性別

項目
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※問６で『１．運転する』『２．たまに運転する』とご回答された方にお聞きします。 

問６－１ あなたは、次の自動車の運転に関する交通ルール・マナーを知っていますか。また、

実際に守っていますか。（あてはまるものすべてに○） 

 

ア 知っている 

「運転中は、カーナビ・携帯電話などの操作を行わない」が 67.3％と最も高く、次いで、「夕暮れ時は、

早めにライトを点灯する」の 65.4％、「歩行者、自転車の傍を運転するときは、安全な間隔を空けるか徐

行して運転する」の 63.2％の順となっている。 

 

 

【属性別特徴】 

性別では、大きな差異は見られない。 

 

  

回答数 構成比

318 -

199 62.6%

200 62.9%

214 67.3%

208 65.4%

201 63.2%

85 26.7%

項目

回答人数

横断歩道を横断する歩行者等がいる場合は
一時停止する

酒気を帯びて運転してはならない

運転中は、カーナビ・携帯電話などの操作
を行わない

夕暮れ時は、早めにライトを点灯する

歩行者、自転車の傍を運転するときは、安
全な間隔を空けるか徐行して運転する

無回答

62.6%

62.9%

67.3%

65.4%

63.2%

26.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合

項目
回答人数

性別

男性 女性 無回答

回答人数 318 - 214 - 101 - 3 -

横断歩道を横断する歩行者等がいる
場合は一時停止する

199 62.6% 134 62.6% 63 62.4% 2 66.7%

酒気を帯びて運転してはならない 200 62.9% 135 63.1% 63 62.4% 2 66.7%

運転中は、カーナビ・携帯電話など
の操作を行わない

214 67.3% 144 67.3% 68 67.3% 2 66.7%

夕暮れ時は、早めにライトを点灯す
る

208 65.4% 144 67.3% 62 61.4% 2 66.7%

歩行者、自転車の傍を運転するとき
は、安全な間隔を空けるか徐行して運
転する

201 63.2% 136 63.6% 63 62.4% 2 66.7%

無回答 85 26.7% 54 25.2% 30 29.7% 1 33.3%
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【モデル地区（吉野小校区）】 

 

 

 

  

人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合

-40.9% 7 43.8% 2 33.3% 09無回答

-59.1% 9 56.3% 4 66.7% 013

歩行者、自転車の傍を運転するとき
は、安全な間隔を空けるか徐行して運
転する

4 66.7% 0 -13 59.1% 9 56.3%
夕暮れ時は、早めにライトを点灯す
る

50.0% 4 66.7% 0 -12 54.5% 8
運転中は、カーナビ・携帯電話など
の操作を行わない

8 50.0% 4 66.7% 0 -12 54.5%酒気を帯びて運転してはならない

-54.5% 8 50.0% 4 66.7% 012
横断歩道を横断する歩行者等がいる
場合は一時停止する

0 -22 - 16 - 6 -回答人数

男性 女性 無回答

回答人数
性別

項目
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イ 守っている 

「酒気を帯びて運転してはならない」が 86.2％と最も高く、次いで、「横断歩道を横断する歩行者等が

いる場合は一時停止する」の 85.8％、「歩行者、自転車の傍を運転するときは、安全な間隔を空けるか徐

行して運転する」の 84.0％の順となっている。 

 

 

【属性別特徴】 

性別では、すべての回答項目において、女性の遵守度が男性と比較して高くなっている。 

 

  

回答数 構成比

318 -

273 85.8%

274 86.2%

249 78.3%

254 79.9%

267 84.0%

31 9.7%

項目

回答人数

横断歩道を横断する歩行者等がいる場合は
一時停止する

酒気を帯びて運転してはならない

運転中は、カーナビ・携帯電話などの操作
を行わない

夕暮れ時は、早めにライトを点灯する

歩行者、自転車の傍を運転するときは、安
全な間隔を空けるか徐行して運転する

無回答

85.8%

86.2%

78.3%

79.9%

84.0%

9.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合

項目
回答人数

性別

男性 女性 無回答

回答人数 318 - 214 - 101 - 3 -

横断歩道を横断する歩行者等がいる
場合は一時停止する

273 85.8% 181 84.6% 89 88.1% 3 100.0%

酒気を帯びて運転してはならない 274 86.2% 181 84.6% 90 89.1% 3 100.0%

運転中は、カーナビ・携帯電話など
の操作を行わない

249 78.3% 165 77.1% 81 80.2% 3 100.0%

夕暮れ時は、早めにライトを点灯す
る

254 79.9% 165 77.1% 86 85.1% 3 100.0%

歩行者、自転車の傍を運転するとき
は、安全な間隔を空けるか徐行して運
転する

267 84.0% 176 82.2% 88 87.1% 3 100.0%

無回答 31 9.7% 24 11.2% 7 6.9% 0 0.0%
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【モデル地区（吉野小校区）】 

 

 

 

  

人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合

-13.6% 2 12.5% 1 16.7% 03無回答

-77.3% 12 75.0% 5 83.3% 017

歩行者、自転車の傍を運転するとき
は、安全な間隔を空けるか徐行して運
転する

5 83.3% 0 -16 72.7% 11 68.8%
夕暮れ時は、早めにライトを点灯す
る

81.3% 5 83.3% 0 -18 81.8% 13
運転中は、カーナビ・携帯電話など
の操作を行わない

14 87.5% 5 83.3% 0 -19 86.4%酒気を帯びて運転してはならない

-86.4% 14 87.5% 5 83.3% 019
横断歩道を横断する歩行者等がいる
場合は一時停止する

0 -22 - 16 - 6 -回答人数

男性 女性 無回答

回答人数
性別

項目
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※問６で『１．運転する』『２．たまに運転する』『３．（運転免許証を持っているが）運転しな

い』とご回答された方にお聞きします。 

問６－２ あなたは、「高齢者運転免許自主返納支援制度」を知っていますか。（１つに○） 

 

『高齢者運転免許自主返納支援制度』の認識度については、「知っている」が 85.8％、「知らない」が

5.3％となっている。 

 

 

【属性別特徴】 

性別・年齢別では、大きな差異は見られない。 

 
 

【モデル地区（吉野小校区）】 

 
 

 

  

回答数 構成比

339 100.0%

291 85.8%

18 5.3%

30 8.8%

項目

回答人数

知っている

知らない

無回答

85.8%

5.3%

8.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合

項目
回答人数

性別 年齢

男性 女性 無回答 65～74歳 75歳以上 無回答

回答人数 339 100.0% 221 100.0% 115 100.0% 3 100.0% 273 100.0% 63 100.0% 3 100.0%

知っている 291 85.8% 186 84.2% 103 89.6% 2 66.7% 234 85.7% 55 87.3% 2 66.7%

知らない 18 5.3% 12 5.4% 6 5.2% 0 0.0% 16 5.9% 2 3.2% 0 0.0%

無回答 30 8.8% 23 10.4% 6 5.2% 1 33.3% 23 8.4% 6 9.5% 1 33.3%

人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合

回答人数
項目

年齢

65～74歳 75歳以上 無回答

性別

回答人数

男性 女性 無回答

0 -0 - 17 100.0% 6 100.0%23 100.0% 16 100.0% 7 100.0%

知っている -- 14 82.4% 4 66.7% 078.3% 11 68.8% 7 100.0% 018

知らない 1 5.9% 0 0.0% 0 -1 6.3% 0 0.0% 0 -1 4.3%

無回答 2 33.3% 0 -0 0.0% 0 - 2 11.8%4 17.4% 4 25.0%
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※問６で『１．運転する』『２．たまに運転する』『３．（運転免許証を持っているが）運転しな

い』とご回答された方にお聞きします。 

問６－３ あなたは、運転免許を自主返納したいと思いますか。（１つに○） 

 

運転免許の自主返納については、「自主返納したいと思わない」が 41.6％と最も高く、次いで、「どち

らともいえない」の 32.2％、「自主返納したいと思う」の 20.9％の順となっている。 

 

 

【属性別特徴】 

性別では、男性の「自主返納したいと思わない」の割合が女性と比較して高くなっている。 

年齢別では、７５歳以上の「自主返納したいと思う」の割合が６５～７４歳と比較して高くなってい

るが、「自主返納したいと思わない」の割合も同様に７５歳以上が高くなっている。 

 
 

【モデル地区（吉野小校区）】 

 
 

 

  

回答数 構成比

339 100.0%

71 20.9%

109 32.2%

141 41.6%

18 5.3%

項目

回答人数

自主返納したいと思う

どちらともいえない

自主返納したいと思わない

無回答

20.9%

32.2%

41.6%

5.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合

項目
回答人数

性別 年齢

男性 女性 無回答 65～74歳 75歳以上 無回答

回答人数 339 100.0% 221 100.0% 115 100.0% 3 100.0% 273 100.0% 63 100.0% 3 100.0%

自主返納したいと思う 71 20.9% 40 18.1% 31 27.0% 0 0.0% 54 19.8% 17 27.0% 0 0.0%

どちらともいえない 109 32.2% 60 27.1% 47 40.9% 2 66.7% 97 35.5% 10 15.9% 2 66.7%

自主返納したいと思わない 141 41.6% 110 49.8% 30 26.1% 1 33.3% 108 39.6% 32 50.8% 1 33.3%

無回答 18 5.3% 11 5.0% 7 6.1% 0 0.0% 14 5.1% 4 6.3% 0 0.0%

人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合

1 16.7% 0 -1 14.3% 0 - 2 11.8%3 13.0% 2 12.5%無回答

52.9% 4 66.7% 0 -75.0% 1 14.3% 0 - 913 56.5% 12自主返納したいと思わない

3 17.6% 1 16.7% 0 -1 6.3% 3 42.9% 0 -4 17.4%どちらともいえない

-- 3 17.6% 0 0.0% 013.0% 1 6.3% 2 28.6% 03自主返納したいと思う

0 -0 - 17 100.0% 6 100.0%23 100.0% 16 100.0% 7 100.0%回答人数

男性 女性 無回答

回答人数
年齢

65～74歳 75歳以上 無回答

性別

項目
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※問６－３で『３．自主返納したいと思わない』とご回答された方にお聞きします。 

問６－４ 運転免許証の自主返納をしたいと思わない理由は何ですか。 

（あてはまるものすべてに○） 

 

自主返納したいと思わない理由については、「その他日常生活に必要だから」が 73.0％と最も高く、次

いで、「買い物に必要だから」の 68.8％、「病院への通院に必要だから」の 56.7％の順となっている。 

 

 

  

回答数 構成比

141 -

97 68.8%

48 34.0%

80 56.7%

103 73.0%

26 18.4%

40 28.4%

49 34.8%

37 26.2%

58 41.1%

12 8.5%

5 3.5%

項目

回答人数

買い物に必要だから

仕事（通勤を含む）に必要だから

病院への通院に必要だから

その他日常生活に必要だから

公共交通機関が自宅（目的地）の近くにな
いから

身体機能の低下は感じるが、運転に支障が
出るほどではないから

運転技術に自信があるから

無回答

身分証明書として活用しているから

緊急時に運転できなくなるから

その他

68.8%

34.0%

56.7%

73.0%

18.4%

28.4%

34.8%

26.2%

41.1%

8.5%

3.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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【属性別特徴】 

性別では、男女ともに「その他日常生活に必要だから」の割合が最も高くなっている。 

年齢別では、７５歳以上の「買い物に必要だから」「病院への通院に必要だから」「身体機能の低下は

感じるが、運転に支障が出るほどではないから」「運転技術に自信があるから」の割合が６５～７４歳と

比較して高くなっている。 

 
 

【モデル地区（吉野小校区）】 

 
 

 

  

人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合

項目
回答人数

性別 年齢

男性 女性 無回答 65～74歳 75歳以上 無回答

回答人数 141 - 110 - 30 - 1 - 108 - 32 - 1 -

買い物に必要だから 97 68.8% 75 68.2% 21 70.0% 1 100.0% 70 64.8% 26 81.3% 1 100.0%

仕事（通勤を含む）に必要だから 48 34.0% 39 35.5% 9 30.0% 0 0.0% 39 36.1% 9 28.1% 0 0.0%

病院への通院に必要だから 80 56.7% 69 62.7% 10 33.3% 1 100.0% 54 50.0% 25 78.1% 1 100.0%

その他日常生活に必要だから 103 73.0% 81 73.6% 22 73.3% 0 0.0% 77 71.3% 26 81.3% 0 0.0%

公共交通機関が自宅（目的地）の近
くにないから

26 18.4% 23 20.9% 3 10.0% 0 0.0% 22 20.4% 4 12.5% 0 0.0%

身体機能の低下は感じるが、運転に
支障が出るほどではないから

40 28.4% 36 32.7% 4 13.3% 0 0.0% 26 24.1% 14 43.8% 0 0.0%

運転技術に自信があるから 49 34.8% 44 40.0% 5 16.7% 0 0.0% 33 30.6% 16 50.0% 0 0.0%

身分証明書として活用しているから 37 26.2% 30 27.3% 7 23.3% 0 0.0% 28 25.9% 9 28.1% 0 0.0%

緊急時に運転できなくなるから 58 41.1% 49 44.5% 9 30.0% 0 0.0% 46 42.6% 12 37.5% 0 0.0%

その他 12 8.5% 9 8.2% 3 10.0% 0 0.0% 10 9.3% 2 6.3% 0 0.0%

無回答 5 3.5% 5 4.5% 0 0.0% 0 0.0% 5 4.6% 0 0.0% 0 0.0%

人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合

回答人数
項目

年齢

65～74歳 75歳以上 無回答

性別

回答人数

男性 女性 無回答

0 -0 - 9 - 4 -13 - 12 - 1 -

買い物に必要だから -- 9 100.0% 3 75.0% 092.3% 11 91.7% 1 100.0% 012

仕事（通勤を含む）に必要だから 2 22.2% 2 50.0% 0 -3 25.0% 1 100.0% 0 -4 30.8%

病院への通院に必要だから 88.9% 3 75.0% 0 -83.3% 1 100.0% 0 - 811 84.6% 10

その他日常生活に必要だから 4 100.0% 0 -1 100.0% 0 - 8 88.9%12 92.3% 11 91.7%

公共交通機関が自宅（目的地）の近
くにないから

-- 3 33.3% 0 0.0% 023.1% 3 25.0% 0 0.0% 03

身体機能の低下は感じるが、運転に
支障が出るほどではないから

4 44.4% 2 50.0% 0 -5 41.7% 1 100.0% 0 -6 46.2%

運転技術に自信があるから 44.4% 2 50.0% 0 -50.0% 0 0.0% 0 - 46 46.2% 6

身分証明書として活用しているから 2 50.0% 0 -0 0.0% 0 - 3 33.3%5 38.5% 5 41.7%

緊急時に運転できなくなるから -- 4 44.4% 2 50.0% 046.2% 6 50.0% 0 0.0% 06

その他 0 0.0% 0 0.0% 0 -0 0.0% 0 0.0% 0 -0 0.0%

無回答 -- 0 0.0% 0 0.0% 00.0% 0 0.0% 0 0.0% 00
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問７ あなたは、自動車を運転するときに、後部座席同乗者も含め、全席でシートベルトを着用

しなければならないことを知っていますか。また、実際に着用していますか。（あてはま

るものすべてに○） 

 

ア 知っている 

「後部座席のシートベルト着用」が 69.7％と最も高く、次いで、「運転席のシートベルト着用」の 65.5％、

「助手席のシートベルト着用」の 63.6％の順となっている。 

 

 

【モデル地区（吉野小校区）】 

 
  

回答数 構成比

528 -

346 65.5%

336 63.6%

368 69.7%

96 18.2%

項目

回答人数

運転席のシートベルト着用

助手席のシートベルト着用

後部座席のシートベルト着用

無回答

65.5%

63.6%

69.7%

18.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

人数 割合

回答人数
項目

回答人数 45 -

運転席のシートベルト着用 73.3%33

助手席のシートベルト着用 32 71.1%

後部座席のシートベルト着用 33 73.3%

無回答 13.3%6
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【参考】 

問７において、「イ．着用している」のみへの回答が一定数見られたため、「ア．知っている」「イ．着

用している」のいずれかに回答した場合を「知っている」と仮定した場合の集計結果を以下に示す。 

 

「助手席のシートベルト着用」が 91.9％と最も高く、次いで、「運転席のシートベルト着用」の 88.6％、

「後部座席のシートベルト着用」の 83.7％の順となっている。 

 

 

【モデル地区（吉野小校区）】 

 
 

 

 

  

回答数 構成比

528 -

468 88.6%

485 91.9%

442 83.7%

29 5.5%

項目

回答人数

運転席のシートベルト着用

助手席のシートベルト着用

後部座席のシートベルト着用

無回答

88.6%

91.9%

83.7%

5.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

人数 割合

2 4.4%無回答

38 84.4%後部座席のシートベルト着用

91.1%41助手席のシートベルト着用

41 91.1%運転席のシートベルト着用

45 -回答人数

回答人数
項目
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イ 着用している 

「助手席のシートベルト着用」が 76.3％と最も高く、次いで、「運転席のシートベルト着用」の 64.6％、

「後部座席のシートベルト着用」の 38.1％の順となっている。 

 

 

【属性別特徴】 

性別では、男性の「運転席のシートベルト着用」の割合が女性と比較して高くなっている。 

 
 

【モデル地区（吉野小校区）】 

 
 

 

  

回答数 構成比

528 -

341 64.6%

403 76.3%

201 38.1%

100 18.9%

項目

回答人数

運転席のシートベルト着用

助手席のシートベルト着用

後部座席のシートベルト着用

無回答

64.6%

76.3%

38.1%

18.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合

項目
回答人数

性別

男性 女性 無回答

回答人数 528 - 261 - 262 - 5 -

運転席のシートベルト着用 341 64.6% 203 77.8% 135 51.5% 3 60.0%

助手席のシートベルト着用 403 76.3% 208 79.7% 191 72.9% 4 80.0%

後部座席のシートベルト着用 201 38.1% 96 36.8% 102 38.9% 3 60.0%

無回答 100 18.9% 43 16.5% 56 21.4% 1 20.0%

人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合

-20.0% 3 15.0% 6 24.0% 09無回答

35.0% 11 44.0% 0 -18 40.0% 7後部座席のシートベルト着用

15 75.0% 17 68.0% 0 -32 71.1%助手席のシートベルト着用

-48.9% 14 70.0% 8 32.0% 022運転席のシートベルト着用

0 -45 - 20 - 25 -回答人数

男性 女性 無回答

回答人数
性別

項目
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問８ あなたは、夜間や薄暗いときに外出する際、夜光反射材がついたものを活用することの重

要性を知っていますか。（１つに○） 

 

夜光反射材の重要性の認識度については、「知っている」が 89.4％、「知らない」が 7.0％となってい

る。 

 

 

【属性別特徴】 

性別では、男性の「知っている」の割合が女性と比較して高くなっている。 

 
 

【モデル地区（吉野小校区）】 

 
 

 

  

回答数 構成比

528 100.0%

472 89.4%

37 7.0%

19 3.6%

項目

回答人数

知っている

知らない

無回答

89.4%

7.0%

3.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合

項目
回答人数

性別

男性 女性 無回答

回答人数 528 100.0% 261 100.0% 262 100.0% 5 100.0%

知っている 472 89.4% 241 92.3% 227 86.6% 4 80.0%

知らない 37 7.0% 17 6.5% 19 7.3% 1 20.0%

無回答 19 3.6% 3 1.1% 16 6.1% 0 0.0%

人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合

回答人数
項目

性別

回答人数

男性 女性 無回答

0 -45 100.0% 20 100.0% 25 100.0%

知っている -97.8% 20 100.0% 24 96.0% 044

知らない 0 0.0% 1 4.0% 0 -1 2.2%

無回答 0 0.0% 0 -0 0.0% 0 0.0%
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問９ あなたは、夜間や薄暗いときに外出する際、夜光反射材がついたものを活用していますか。

（１つに○） 

 

夜光反射材の重要性の活用状況については、「夜間や薄暗いときは外出しない」が 46.6％と最も高く、

次いで、「活用していない」の 29.4％、「たまに活用している」の 10.6％の順となっている。 

 

 

【属性別特徴】 

性別では、男性の「活用していない」の割合、女性の「夜間や薄暗いときは外出しない」の割合がそ

れぞれ異性と比較して高くなっている。 

 

 

【モデル地区（吉野小校区）】 

 

回答数 構成比

528 100.0%

38 7.2%

56 10.6%

246 46.6%

155 29.4%

33 6.3%

項目

回答人数

必ず活用している

たまに活用している

夜間や薄暗いときは外出しない

活用していない

無回答

7.2%

10.6%

46.6%

29.4%

6.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合

項目
回答人数

性別

男性 女性 無回答

回答人数 528 100.0% 261 100.0% 262 100.0% 5 100.0%

必ず活用している 38 7.2% 23 8.8% 14 5.3% 1 20.0%

たまに活用している 56 10.6% 29 11.1% 26 9.9% 1 20.0%

夜間や薄暗いときは外出しない 246 46.6% 102 39.1% 142 54.2% 2 40.0%

活用していない 155 29.4% 94 36.0% 60 22.9% 1 20.0%

無回答 33 6.3% 13 5.0% 20 7.6% 0 0.0%

人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合

0 0.0% 0 -0 0.0% 0 0.0%無回答

3 12.0% 0 -8 17.8% 5 25.0%活用していない

45.0% 19 76.0% 0 -28 62.2% 9夜間や薄暗いときは外出しない

2 10.0% 3 12.0% 0 -5 11.1%たまに活用している

-8.9% 4 20.0% 0 0.0% 04必ず活用している

0 -45 100.0% 20 100.0% 25 100.0%回答人数

男性 女性 無回答

回答人数
性別

項目
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問 10 この 1 年間（平成２７年７月から平成２８年６月まで）に転んだこと、または、転びそ

うになりヒヤリとしたことがありますか。（１つに○） 

 

転んだ（転びそうになった）経験の有無については、「ない」が 62.7％、「ある」が 32.6％となってい

る。 

 

 

【属性別特徴】 

性別では、女性の「ある」の割合が男性と比較して高くなっている。 

年齢別では、７５歳以上の「ある」の割合が６５～７４歳と比較して高くなっている。 

 
 

【モデル地区（皇徳寺台東町内会）】 

 
 

 

  

回答数 構成比

528 100.0%

172 32.6%

331 62.7%

25 4.7%

項目

回答人数

ある

ない

無回答

32.6%

62.7%

4.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合

項目
回答人数

性別 年齢

男性 女性 無回答 65～74歳 75歳以上 無回答

回答人数 528 100.0% 261 100.0% 262 100.0% 5 100.0% 348 100.0% 174 100.0% 6 100.0%

ある 172 32.6% 72 27.6% 99 37.8% 1 20.0% 84 24.1% 87 50.0% 1 16.7%

ない 331 62.7% 184 70.5% 144 55.0% 3 60.0% 247 71.0% 80 46.0% 4 66.7%

無回答 25 4.7% 5 1.9% 19 7.3% 1 20.0% 17 4.9% 7 4.0% 1 16.7%

人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合

回答人数
項目

年齢性別

回答人数

75歳以上 無回答男性 女性 無回答 65～74歳

23 100.0% 0 - 29 100.0%44 100.0% 21 100.0%

ある

15 100.0% 0 -

ない

40.0% 0 -30.4% 0 - 7 24.1% 613 29.5% 6 28.6% 7

29 65.9% 15 71.4% 14 60.9% 0 -0 - 20 69.0% 9 60.0%

無回答 0 0.0% 2 8.7% 0 -2 4.5% 2 6.9% 0 0.0% 0 -
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※問 10で『１．ある』とご回答された方にお聞きします。 

問 10－１ 転んだことがある、または、転びそうになりヒヤリとした場所はどこですか。 

（あてはまるものすべてに○） 

 

ア 転んだことがある場所 

「無回答」を除くと、「外出先」が 22.7％と最も高く、次いで、「玄関・廊下」の 16.3％の順となって

おり、無回答を除いた回答総数の 64.9％を「玄関・廊下」「階段」などの屋内が占めている。 

 

 

【モデル地区（皇徳寺台東町内会）】 

 

 

  

回答数 構成比

172 -

28 16.3%

26 15.1%

5 2.9%

9 5.2%

9 5.2%

10 5.8%

39 22.7%

8 4.7%

77 44.8%

項目

回答人数

玄関・廊下

階段

浴室

トイレ

寝室

居間

外出先

無回答

その他

16.3%

15.1%

2.9%

5.2%

5.2%

5.8%

22.7%

4.7%

44.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

人数 割合

回答人数
項目

回答人数 13 -

玄関・廊下

階段

3 23.1%

2 15.4%

浴室 0.0%0

トイレ 0 0.0%

寝室

居間

0 0.0%

0 0.0%

外出先 30.8%4

その他 0 0.0%

無回答 6 46.2%
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イ ヒヤリとしたことがある場所 

「無回答」を除くと、「外出先」が 27.9％と最も高く、次いで、「階段」の 27.3％の順となっており、

無回答を除いた回答総数の 72.8％を「玄関・廊下」「階段」などの屋内が占めている。 

 

 

【モデル地区（皇徳寺台東町内会）】 

 

 

  

回答数 構成比

172 -

36 20.9%

47 27.3%

18 10.5%

12 7.0%

17 9.9%

25 14.5%

48 27.9%

10 5.8%

62 36.0%

項目

回答人数

玄関・廊下

階段

浴室

トイレ

寝室

居間

外出先

無回答

その他

20.9%

27.3%

10.5%

7.0%

9.9%

14.5%

27.9%

5.8%

36.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

人数 割合

3 23.1%無回答

1 7.7%その他

30.8%4外出先

2 15.4%

1 7.7%

居間

寝室

1 7.7%トイレ

23.1%3浴室

2 15.4%

5 38.5%

階段

玄関・廊下

13 -回答人数

回答人数
項目
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問 11 転倒に対する不安はありますか。（１つに○） 

 

転倒に対する不安については、「不安を感じる」が 47.2％と最も高く、次いで、「不安を感じない」の

27.1％、「どちらでもない」の 17.6％の順となっている。 

 

 

【属性別特徴】 

性別では、女性の「不安を感じる」の割合が男性と比較して高くなっている。 

年齢別では、７５歳以上の「不安を感じる」の割合が６５～７４歳と比較して高くなっている。 

 

 

【モデル地区（皇徳寺台東町内会）】 

 

 

回答数 構成比

528 100.0%

249 47.2%

143 27.1%

93 17.6%

9 1.7%

34 6.4%

項目

回答人数

不安を感じる

不安を感じない

どちらでもない

その他

無回答

47.2%

27.1%

17.6%

1.7%

6.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合

項目
回答人数

性別 年齢

男性 女性 無回答 65～74歳 75歳以上 無回答

回答人数 528 100.0% 261 100.0% 262 100.0% 5 100.0% 348 100.0% 174 100.0% 6 100.0%

不安を感じる 249 47.2% 95 36.4% 150 57.3% 4 80.0% 133 38.2% 111 63.8% 5 83.3%

不安を感じない 143 27.1% 99 37.9% 44 16.8% 0 0.0% 119 34.2% 24 13.8% 0 0.0%

どちらでもない 93 17.6% 54 20.7% 38 14.5% 1 20.0% 65 18.7% 27 15.5% 1 16.7%

その他 9 1.7% 3 1.1% 6 2.3% 0 0.0% 7 2.0% 2 1.1% 0 0.0%

無回答 34 6.4% 10 3.8% 24 9.2% 0 0.0% 24 6.9% 10 5.7% 0 0.0%

人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合

3 10.3% 0 0.0% 0 -1 4.8% 2 8.7% 0 -3 6.8%無回答

0 0.0% 0 0.0% 0 -0 0.0% 0 0.0% 0 -0 0.0%その他

-- 7 24.1% 3 20.0% 022.7% 3 14.3% 7 30.4% 010どちらでもない

0 -0 - 7 24.1% 2 13.3%9 20.5% 5 23.8% 4 17.4%

12 41.4% 1022 50.0% 12 57.1% 10

不安を感じない

66.7% 0 -43.5% 0 -不安を感じる

15 100.0% 0 -23 100.0% 0 - 29 100.0%44 100.0% 21 100.0%回答人数

75歳以上 無回答男性 女性 無回答 65～74歳

回答人数
年齢性別

項目
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問 12 転倒事故を予防するために必要であると思うことは何ですか。 

（あてはまるものすべてに○） 

 

転倒事故を予防するために必要であると思うことについては、「継続的な運動による体力強化」が

74.4％と最も高く、次いで、「骨を丈夫にする食事など食生活の改善」の 57.2％、「転倒しにくい環境の

整備（住宅の改修や履物の注意 など）」の 55.3％の順となっている。 

 

 

【属性別特徴】 

性別では、男性の「継続的な運動による体力強化」の割合、女性の「転倒や骨折予防のため運動能力、

筋力の向上に取り組む教室などへの参加」「骨を丈夫にする食事など食生活の改善」がそれぞれ異性と比

較して高くなっている。 

年齢別では、６５～７４歳の「継続的な運動による体力強化」の割合が７５歳以上と比較して高くな

っている。 

 

  

回答数 構成比

528 -

393 74.4%

183 34.7%

302 57.2%

124 23.5%

292 55.3%

41 7.8%

17 3.2%

項目

回答人数

継続的な運動による体力強化

転倒や骨折予防などのため運動能力、筋力
の向上に取り組む教室などへの参加

骨を丈夫にする食事など食生活の改善

薬の副作用（めまいや、ふらつき など）
への注意

転倒しにくい環境の整備（住宅の改修や履
物の注意 など）

その他

無回答

74.4%

34.7%

57.2%

23.5%

55.3%

7.8%

3.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合

項目
回答人数

性別 年齢

男性 女性 無回答 65～74歳 75歳以上 無回答

回答人数 528 - 261 - 262 - 5 - 348 - 174 - 6 -

継続的な運動による体力強化 393 74.4% 210 80.5% 180 68.7% 3 60.0% 281 80.7% 109 62.6% 3 50.0%

転倒や骨折予防などのため運動能力、
筋力の向上に取り組む教室などへの参
加

183 34.7% 77 29.5% 104 39.7% 2 40.0% 125 35.9% 55 31.6% 3 50.0%

骨を丈夫にする食事など食生活の改
善

302 57.2% 131 50.2% 169 64.5% 2 40.0% 203 58.3% 96 55.2% 3 50.0%

薬の副作用（めまいや、ふらつき
など）への注意

124 23.5% 63 24.1% 60 22.9% 1 20.0% 73 21.0% 49 28.2% 2 33.3%

転倒しにくい環境の整備（住宅の改
修や履物の注意 など）

292 55.3% 137 52.5% 151 57.6% 4 80.0% 184 52.9% 104 59.8% 4 66.7%

その他 41 7.8% 14 5.4% 27 10.3% 0 0.0% 23 6.6% 18 10.3% 0 0.0%

無回答 17 3.2% 7 2.7% 10 3.8% 0 0.0% 10 2.9% 7 4.0% 0 0.0%
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【モデル地区（皇徳寺台東町内会）】 

 

 

  

人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合

1 3.4% 12 4.5% 0 0.0% 2 6.7% 0 -8.7% 0 -無回答

0 -0 - 1 3.4% 4 26.7%5 11.4% 2 9.5% 3 13.0%

13 44.8% 821 47.7% 7 33.3% 14

その他

53.3% 0 -60.9% 0 -
転倒しにくい環境の整備（住宅の改
修や履物の注意 など）

7 24.1% 3 20.0% 0 -2 9.5% 8 34.8% 0 -10 22.7%
薬の副作用（めまいや、ふらつき
など）への注意

-- 17 58.6% 11 73.3% 063.6% 14 66.7% 14 60.9% 028
骨を丈夫にする食事など食生活の改
善

0 -0 - 10 34.5% 6 40.0%16 36.4% 11 52.4% 5 21.7%

25 86.2% 934 77.3% 20 95.2% 14

転倒や骨折予防などのため運動能力、
筋力の向上に取り組む教室などへの参
加

60.0% 0 -60.9% 0 -継続的な運動による体力強化

15 - 0 -23 - 0 - 29 -44 - 21 -回答人数

75歳以上 無回答男性 女性 無回答 65～74歳

回答人数
年齢性別

項目
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問 13 あなたは、転倒事故の予防に取り組んでいますか。（１つに○） 

 

転倒事故の予防に取り組んでいるかについては、「取り組んでいる」が 50.4％、「特に何もしていない」

が 44.1％となっている。 

 

 

【属性別特徴】 

性別では、男性の「特に何もしていない」の割合が女性と比較して高くなっている。 

年齢別では、６５～７４歳の「特に何もしていない」の割合が７５歳以上と比較して高くなっている。 

 
 

【モデル地区（皇徳寺台東町内会）】 

 
 

  

回答数 構成比

528 100.0%

266 50.4%

233 44.1%

29 5.5%

項目

回答人数

取り組んでいる

特に何もしていない

無回答

50.4%

44.1%

5.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合

項目
回答人数

性別 年齢

男性 女性 無回答 65～74歳 75歳以上 無回答

回答人数 528 100.0% 261 100.0% 262 100.0% 5 100.0% 348 100.0% 174 100.0% 6 100.0%

取り組んでいる 266 50.4% 123 47.1% 140 53.4% 3 60.0% 167 48.0% 96 55.2% 3 50.0%

特に何もしていない 233 44.1% 129 49.4% 102 38.9% 2 40.0% 169 48.6% 62 35.6% 2 33.3%

無回答 29 5.5% 9 3.4% 20 7.6% 0 0.0% 12 3.4% 16 9.2% 1 16.7%

人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合

回答人数
項目

年齢性別

回答人数

75歳以上 無回答男性 女性 無回答 65～74歳

23 100.0% 0 - 29 100.0%44 100.0% 21 100.0%

取り組んでいる

15 100.0% 0 -

特に何もしていない

60.0% 0 -56.5% 0 - 17 58.6% 926 59.1% 13 61.9% 13

17 38.6% 8 38.1% 9 39.1% 0 -0 - 12 41.4% 5 33.3%

無回答 0 0.0% 1 4.3% 0 -1 2.3% 0 0.0% 1 6.7% 0 -
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※問 13で『１．取り組んでいる』とご回答された方にお聞きします。 

問 13－１ あなたが取り組んでいる転倒事故の予防活動は何ですか。 

（あてはまるものすべてに○） 

 

転倒予防のために取り組んでいることについては、「継続的な運動による体力強化」が 78.9％と最も高

く、次いで、「骨を丈夫にする食事など食生活の改善」の 56.0％、「転倒しにくい環境の整備（住宅の改

修や履物の注意 など）」の 39.1％の順となっている。 

 

 

【属性別特徴】 

性別では、男性の「継続的な運動による体力強化」の割合が女性と比較して高くなっている。 

年齢別では、６５～７４歳の「継続的な運動による体力強化」の割合、７５歳以上の「転倒しにくい

環境の整備（住宅の改修や履物の注意 など）」の割合がそれぞれ他の年齢区分と比較して高くなってい

る。 

 

  

回答数 構成比

266 -

210 78.9%

71 26.7%

149 56.0%

51 19.2%

104 39.1%

22 8.3%

4 1.5%

項目

回答人数

継続的な運動による体力強化

転倒や骨折予防などのため運動能力、筋力
の向上に取り組む教室などへの参加

骨を丈夫にする食事など食生活の改善

薬の副作用（めまいや、ふらつき など）
への注意

転倒しにくい環境の整備（住宅の改修や履
物の注意 など）

その他

無回答

78.9%

26.7%

56.0%

19.2%

39.1%

8.3%

1.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合

項目
回答人数

性別 年齢

男性 女性 無回答 65～74歳 75歳以上 無回答

回答人数 266 - 123 - 140 - 3 - 167 - 96 - 3 -

継続的な運動による体力強化 210 78.9% 106 86.2% 101 72.1% 3 100.0% 141 84.4% 66 68.8% 3 100.0%

転倒や骨折予防などのため運動能力、
筋力の向上に取り組む教室などへの参
加

71 26.7% 31 25.2% 39 27.9% 1 33.3% 49 29.3% 21 21.9% 1 33.3%

骨を丈夫にする食事など食生活の改
善

149 56.0% 63 51.2% 84 60.0% 2 66.7% 93 55.7% 54 56.3% 2 66.7%

薬の副作用（めまいや、ふらつき
など）への注意

51 19.2% 28 22.8% 22 15.7% 1 33.3% 28 16.8% 22 22.9% 1 33.3%

転倒しにくい環境の整備（住宅の改
修や履物の注意 など）

104 39.1% 48 39.0% 54 38.6% 2 66.7% 53 31.7% 49 51.0% 2 66.7%

その他 22 8.3% 14 11.4% 7 5.0% 1 33.3% 11 6.6% 10 10.4% 1 33.3%

無回答 4 1.5% 2 1.6% 2 1.4% 0 0.0% 1 0.6% 3 3.1% 0 0.0%
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【モデル地区（皇徳寺台東町内会）】 

 

 

  

人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合

0 0.0% 11 3.8% 1 7.7% 0 11.1% 0 -0.0% 0 -無回答

0 -0 - 0 0.0% 1 11.1%1 3.8% 1 7.7% 0 0.0%

4 23.5% 59 34.6% 2 15.4% 7

その他

55.6% 0 -53.8% 0 -
転倒しにくい環境の整備（住宅の改
修や履物の注意 など）

4 23.5% 3 33.3% 0 -3 23.1% 4 30.8% 0 -7 26.9%
薬の副作用（めまいや、ふらつき
など）への注意

-- 10 58.8% 6 66.7% 061.5% 7 53.8% 9 69.2% 016
骨を丈夫にする食事など食生活の改
善

0 -0 - 3 17.6% 2 22.2%5 19.2% 4 30.8% 1 7.7%

14 82.4% 721 80.8% 12 92.3% 9

転倒や骨折予防などのため運動能力、
筋力の向上に取り組む教室などへの参
加

77.8% 0 -69.2% 0 -継続的な運動による体力強化

9 - 0 -13 - 0 - 17 -26 - 13 -回答人数

75歳以上 無回答男性 女性 無回答 65～74歳

回答人数
年齢性別

項目
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※問 13で『１．取り組んでいる』とご回答された方にお聞きします。 

問 13－２ あなたが、転倒事故の予防活動に取り組んだ効果はありましたか。（１つに○） 

 

転倒事故の予防活動に取り組んだ効果については、「効果があった」が 60.2％と最も高く、次いで、「わ

からない」の 32.7％の順となっている。 

 

 

【モデル地区（皇徳寺台東町内会）】 

 
 

  

回答数 構成比

266 100.0%

160 60.2%

4 1.5%

87 32.7%

15 5.6%

項目

回答人数

効果があった

効果がなかった

わからない

無回答

60.2%

1.5%

32.7%

5.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

人数 割合

2 7.7%無回答

38.5%10分からない

0 0.0%

14 53.8%

効果がなかった

効果があった

26 100.0%回答人数

回答人数
項目
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※問 13－１で『２．転倒や骨折予防などのため運動能力、筋力の向上に取り組む教室などへの

参加』に取り組んでいるとご回答された方にお聞きします。 

問 13－３ 次のうち、あなたが、参加されているものはどれですか。 

（あてはまるものすべてに○） 

 

転倒予防のために参加していることについては、「その他」を除くと、「スポーツクラブ」が 36.6％と

最も高く、次いで、「公民館講座」の 22.5％、「お達者クラブ」の 15.5％の順となっている。 

 

 

【モデル地区（皇徳寺台東町内会）】 

 

 

  

回答数 構成比

71 -

11 15.5%

16 22.5%

26 36.6%

26 36.6%

8 11.3%

項目

回答人数

お達者クラブ

公民館講座

スポーツクラブ

その他

無回答

15.5%

22.5%

36.6%

36.6%

11.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

人数 割合

回答人数
項目

回答人数 5 -

お達者クラブ

公民館講座

1 20.0%

0 0.0%

スポーツクラブ 20.0%1

その他 3 60.0%

無回答 1 20.0%
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※問 13－１で『２．転倒や骨折予防などのため運動能力、筋力の向上に取り組む教室などへの

参加』に取り組んでいるとご回答された方にお聞きします。 

問 13－４ 次のうち、あなたが、参加したいと思うものは何ですか。 

（あてはまるものすべてに○） 

 

転倒予防のために参加したいと思うものについては、「転倒や骨折予防などのための運動能力、筋力の

向上」が 71.8％と最も高く、次いで、「頭や身体を使う脳トレーニングなどの認知症予防」の 64.8％、「い

ろいろな人と交流を図ることによる心の健康づくり」の 54.9％の順となっている。 

 

 

【属性別特徴】 

性別では、男性の「転倒や骨折予防などのための運動能力、筋力の向上」「いろいろな人と交流を図る

ことによる心の健康づくり」の割合が女性と比較して高くなっている。 

年齢別では、すべての回答項目において、７５歳以上の回答割合が６５～７４歳と比較して高くなっ

ている。 

 

  

回答数 構成比

71 -

51 71.8%

28 39.4%

39 54.9%

26 36.6%

46 64.8%

3 4.2%

3 4.2%

項目

回答人数

転倒や骨折予防などのための運動能力、筋
力の向上

食生活の見直しや栄養の改善など低栄養予
防

いろいろな人と交流を図ることによる心の
健康づくり

口の中を清潔に保ち、歯科疾患などを積極
的に予防する口腔ケア

頭や身体を使う脳トレーニングなどの認知
症予防

その他

無回答

71.8%

39.4%

54.9%

36.6%

64.8%

4.2%

4.2%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合

項目
回答人数

性別 年齢

男性 女性 無回答 65～74歳 75歳以上 無回答

回答人数 71 - 31 - 39 - 1 - 49 - 21 - 1 -

転倒や骨折予防などのための運動能
力、筋力の向上

51 71.8% 24 77.4% 26 66.7% 1 100.0% 32 65.3% 18 85.7% 1 100.0%

食生活の見直しや栄養の改善など低
栄養予防

28 39.4% 13 41.9% 14 35.9% 1 100.0% 15 30.6% 12 57.1% 1 100.0%

いろいろな人と交流を図ることによ
る心の健康づくり

39 54.9% 19 61.3% 19 48.7% 1 100.0% 22 44.9% 16 76.2% 1 100.0%

口の中を清潔に保ち、歯科疾患など
を積極的に予防する口腔ケア

26 36.6% 10 32.3% 15 38.5% 1 100.0% 17 34.7% 8 38.1% 1 100.0%

頭や身体を使う脳トレーニングなど
の認知症予防

46 64.8% 21 67.7% 24 61.5% 1 100.0% 28 57.1% 17 81.0% 1 100.0%

その他 3 4.2% 3 9.7% 0 0.0% 0 0.0% 1 2.0% 2 9.5% 0 0.0%

無回答 3 4.2% 1 3.2% 2 5.1% 0 0.0% 3 6.1% 0 0.0% 0 0.0%
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【モデル地区（皇徳寺台東町内会）】 

 

 

  

人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合

0 0.0% 00 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 -0.0% 0 -無回答

0 -0 - 0 0.0% 1 50.0%1 20.0% 1 25.0% 0 0.0%

2 66.7% 24 80.0% 3 75.0% 1

その他

100.0% 0 -100.0% 0 -
頭や身体を使う脳トレーニングなど
の認知症予防

1 33.3% 2 100.0% 0 -2 50.0% 1 100.0% 0 -3 60.0%
口の中を清潔に保ち、歯科疾患など
を積極的に予防する口腔ケア

-- 0 0.0% 2 100.0% 040.0% 1 25.0% 1 100.0% 02
いろいろな人と交流を図ることによ
る心の健康づくり

0 -0 - 1 33.3% 2 100.0%3 60.0% 2 50.0% 1 100.0%

2 66.7% 24 80.0% 3 75.0% 1

食生活の見直しや栄養の改善など低
栄養予防

100.0% 0 -100.0% 0 -
転倒や骨折予防などのための運動能
力、筋力の向上

2 - 0 -1 - 0 - 3 -5 - 4 -回答人数

75歳以上 無回答男性 女性 無回答 65～74歳

回答人数
年齢性別

項目
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※問 13－１で『３．骨を丈夫にする食事など食生活の改善』に取り組んでいるとご回答された

方にお聞きします。 

問 13－５ 食生活の改善として気をつけている点や、取り組んだことは何ですか。 

（あてはまるものすべてに○） 

 

食生活の改善として気をつけている点や、取り組んだことについては、「３食必ず食べている」が 89.3％

と最も高く、次いで、「主食・主菜・副菜などを組み合わせて、バランスのよい食事に気をつけている」

の 88.6％、「食べ過ぎないなど適量をとるようにしている」の 61.1％の順となっている。 

 

 

【モデル地区（皇徳寺台東町内会）】 

 

 

  

回答数 構成比

149 -

133 89.3%

132 88.6%

91 61.1%

4 2.7%

11 7.4%

3 2.0%

項目

回答人数

３食必ず食べている

主食・主菜・副菜などを組み合わせて、バ
ランスのよい食事に気をつけている

食べ過ぎないなど適量をとるようにしてい
る

転倒予防を目的とした体にいい料理教室に
参加した

その他

無回答

89.3%

88.6%

61.1%

2.7%

7.4%

2.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

人数 割合

0 0.0%無回答

2 12.5%その他

1 6.3%
転倒予防を目的とした体にいい料理
教室に参加した

62.5%10
食べ過ぎないなど適量をとるように
している

16 100.0%

16 100.0%

主食・主菜・副菜などを組み合わせ
て、バランスのよい食事に気をつけて
いる

３食必ず食べている

16 -回答人数

回答人数
項目
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※問 13で『２．特に何もしていない』とご回答された方にお聞きします。 

問 13－６ 転倒事故の予防に関して、特に何もしていない理由は何ですか。 

（あてはまるものすべてに○） 

 

転倒予防のための取組をしていない理由については、「健康状態や体力に不安がないから」が 43.3％と

最も高く、次いで、「何をすればよいか分からないから」の 25.8％、「時間がとれないから」の 17.2％の

順となっている。 

 

 

【属性別特徴】 

性別では、男性の「健康状態や体力に不安がないから」「他にやることがあるから」の割合が女性と比

較して高くなっている。 

年齢別では、６５～７４歳の「健康状態や体力に不安がないから」「時間がとれないから」の割合、７

５歳以上の「何をすればよいか分からないから」「介護予防教室など１人では参加しにくいから」の割合

がそれぞれ他の年齢区分と比較して高くなっている。 

 

回答数 構成比

233 -

101 43.3%

32 13.7%

40 17.2%

60 25.8%

27 11.6%

6 2.6%

29 12.4%

23 9.9%

項目

回答人数

健康状態や体力に不安がないから

他にやることがあるから

時間がとれないから

何をすればよいか分からないから

介護予防教室など１人では参加しにくいか
ら

介護予防教室などの開催場所が遠いから

その他

無回答

43.3%

13.7%

17.2%

25.8%

11.6%

2.6%

12.4%

9.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合

項目
回答人数

性別 年齢

男性 女性 無回答 65～74歳 75歳以上 無回答

回答人数 233 - 129 - 102 - 2 - 169 - 62 - 2 -

健康状態や体力に不安がないから 101 43.3% 70 54.3% 30 29.4% 1 50.0% 85 50.3% 15 24.2% 1 50.0%

他にやることがあるから 32 13.7% 25 19.4% 7 6.9% 0 0.0% 26 15.4% 6 9.7% 0 0.0%

時間がとれないから 40 17.2% 20 15.5% 19 18.6% 1 50.0% 33 19.5% 6 9.7% 1 50.0%

何をすればよいか分からないから 60 25.8% 29 22.5% 30 29.4% 1 50.0% 38 22.5% 21 33.9% 1 50.0%

介護予防教室など１人では参加しに
くいから

27 11.6% 9 7.0% 17 16.7% 1 50.0% 13 7.7% 13 21.0% 1 50.0%

介護予防教室などの開催場所が遠い
から

6 2.6% 3 2.3% 3 2.9% 0 0.0% 2 1.2% 4 6.5% 0 0.0%

その他 29 12.4% 8 6.2% 21 20.6% 0 0.0% 16 9.5% 13 21.0% 0 0.0%

無回答 23 9.9% 12 9.3% 11 10.8% 0 0.0% 14 8.3% 9 14.5% 0 0.0%
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【モデル地区（皇徳寺台東町内会）】 

 

 

  

人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合

回答人数
項目

年齢性別

回答人数

75歳以上 無回答男性 女性 無回答 65～74歳

9 - 0 - 12 -17 - 8 -

健康状態や体力に不安がないから

5 - 0 -

他にやることがあるから

20.0% 0 -55.6% 0 - 9 75.0% 110 58.8% 5 62.5% 5

4 23.5% 4 50.0% 0 0.0% 0 -0 - 3 25.0% 1 20.0%

時間がとれないから 23.5% 1 12.5% 3 33.3% 04 -- 4 33.3% 0 0.0% 0

何をすればよいか分からないから 0 -3 37.5% 7 77.8% 0 -10 58.8%

介護予防教室など１人では参加しに
くいから

5 41.7% 5 100.0%

介護予防教室などの開催場所が遠い
から

20.0% 0 -33.3% 0 - 2 16.7% 13 17.6% 0 0.0% 3

1 5.9% 1 12.5% 0 0.0% 0 -0 - 0 0.0% 1 20.0%

その他 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 00 -- 0 0.0% 0 0.0% 0

無回答 0.0% 0 -0.0% 0 - 0 0.0% 00 0.0% 0 0.0% 0
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問 14 家の中の転倒しやすい場所や、家の中で転倒する原因を知っていますか。（１つに○） 

 

家の中で転倒しやすい場所や転倒する原因を知っているかについては、「知っている」が 62.1％と最も

高く、次いで、「少し知っている」の 25.8％の順となっている。 

 

 

【モデル地区（皇徳寺台東町内会）】 

 
 

  

回答数 構成比

528 100.0%

328 62.1%

136 25.8%

32 6.1%

32 6.1%

項目

回答人数

知っている

少し知っている

知らない

無回答

62.1%

25.8%

6.1%

6.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

人数 割合

1 2.3%無回答

6.8%3知らない

12 27.3%

28 63.6%

少し知っている

知っている

44 100.0%回答人数

回答人数
項目
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問 15 自宅で転倒予防のため工夫していることがありますか。（１つに○） 

 

自宅での転倒予防のための工夫の有無については、「ある」が 57.4％、「ない」が 35.2％となっている。 

 

 

【属性別特徴】 

年齢別では、７５歳以上の「ある」の割合が６５～７４歳と比較して高くなっている。 

 
 

【モデル地区（皇徳寺台東町内会）】 

 
 

  

回答数 構成比

528 100.0%

303 57.4%

186 35.2%

39 7.4%

項目

回答人数

ある

ない

無回答

57.4%

35.2%

7.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合

項目
回答人数

年齢

65～74歳 75歳以上 無回答

回答人数 528 100.0% 348 100.0% 174 100.0% 6 100.0%

ある 303 57.4% 179 51.4% 119 68.4% 5 83.3%

ない 186 35.2% 146 42.0% 40 23.0% 0 0.0%

無回答 39 7.4% 23 6.6% 15 8.6% 1 16.7%

人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合

回答人数
項目

年齢

回答人数

75歳以上 無回答65～74歳

29 100.0%44 100.0%

ある

15 100.0% 0 -

ない

66.7% 0 -17 58.6% 1027 61.4%

14 31.8% 0 -11 37.9% 3 20.0%

無回答 3 6.8% 1 3.4% 2 13.3% 0 -
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※問 15で『１．ある』とご回答された方にお聞きします。 

問 15－１ 転倒予防のため工夫していることは何ですか。（あてはまるものすべてに○） 

 

転倒予防のため工夫していることについては、「整理整頓を心がけ、床や廊下などに不要なものを置か

ないようにした」が 77.6％と最も高く、次いで、「階段に手すりをつけた」の 40.9％、「足元が暗い場所

に照明をつけた」の 34.3％の順となっている。 

 

 

【モデル地区（皇徳寺台東町内会）】 

 

 

  

回答数 構成比

303 -

235 77.6%

104 34.3%

21 6.9%

124 40.9%

49 16.2%

37 12.2%

2 0.7%

項目

回答人数

整理整頓を心がけ、床や廊下などに不要な
ものを置かないようにした

足元が暗い場所に照明をつけた

段差がある場所に目印のテープをつけた

階段に手すりをつけた

家のリフォームをした

その他

無回答

77.6%

34.3%

6.9%

40.9%

16.2%

12.2%

0.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

人数 割合

1 3.7%無回答

3 11.1%

4 14.8%

その他

家のリフォームをした

15 55.6%階段に手すりをつけた

7.4%2
段差がある場所に目印のテープをつ
けた

13 48.1%

21 77.8%

足元が暗い場所に照明をつけた

整理整頓を心がけ、床や廊下などに
不要なものを置かないようにした

27 -回答人数

回答人数
項目
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問 16 あなたは、ご自身や家族について、認知症に対する不安や心配がありますか。（１つに○） 

 

認知症に対する不安については、「ある」が 60.2％と最も高く、次いで、「ない」の 23.9％、「わから

ない」の 11.4％の順となっている。 

 

 

【モデル地区（皇徳寺台東町内会）】 

 
 

  

回答数 構成比

528 100.0%

318 60.2%

126 23.9%

60 11.4%

24 4.5%

項目

回答人数

ある

ない

わからない

無回答

60.2%

23.9%

11.4%

4.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

人数 割合

1 2.3%無回答

11.4%5わからない

9 20.5%

29 65.9%

ない

ある

44 100.0%回答人数

回答人数
項目
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問 17 あなたは、認知症は病気によるものだと知っていますか。（１つに○） 

 

認知症が病気によるものであることについては、「知っている」が 75.2％、「知らない」が 19.5％とな

っている。 

 

 

【モデル地区（皇徳寺台東町内会）】 

 

 

  

回答数 構成比

528 100.0%

397 75.2%

103 19.5%

28 5.3%

項目

回答人数

知っている

知らない

無回答

75.2%

19.5%

5.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

人数 割合

回答人数
項目

回答人数 44 100.0%

知っている

知らない

36 81.8%

7 15.9%

無回答 1 2.3%
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問 18 あなたは、認知症への理解不足が高齢者の方への虐待につながることがあることを知っ

ていますか。（１つに○） 

 

認知症への理解不足が高齢者への虐待につながることがあることについては、「知っている」が 77.3％、

「知らない」が 17.2％となっている。 

 

 

【属性別特徴】 

年齢別では、６５～７４歳の「知っている」の割合が７５歳以上と比較して高くなっている。 

 
 

【モデル地区（皇徳寺台東町内会）】 

 
 

  

回答数 構成比

528 100.0%

408 77.3%

91 17.2%

29 5.5%

項目

回答人数

知っている

知らない

無回答

77.3%

17.2%

5.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合

項目
回答人数

年齢

65～74歳 75歳以上 無回答

回答人数 528 100.0% 348 100.0% 174 100.0% 6 100.0%

知っている 408 77.3% 284 81.6% 120 69.0% 4 66.7%

知らない 91 17.2% 50 14.4% 39 22.4% 2 33.3%

無回答 29 5.5% 14 4.0% 15 8.6% 0 0.0%

人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合

回答人数
項目

年齢

回答人数

75歳以上 無回答65～74歳

29 100.0%44 100.0%

知っている

15 100.0% 0 -

知らない

66.7% 0 -25 86.2% 1035 79.5%

8 18.2% 0 -4 13.8% 4 26.7%

無回答 1 2.3% 0 0.0% 1 6.7% 0 -
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問 19 あなたが自身や家族について認知症に関する不安をもったとき、相談したいと考えるの

はだれ(どこ)ですか。（あてはまるものすべてに○） 

 

認知症について相談したいと思う人や機関については、「家族・親族」が 76.1％と最も高く、次いで、

「医療機関」の 59.1％、「知人・友人」の 20.5％の順となっている。 

 

 

【モデル地区（皇徳寺台東町内会）】 

 

回答数 構成比

528 -

402 76.1%

108 20.5%

58 11.0%

312 59.1%

103 19.5%

21 4.0%

79 15.0%

89 16.9%

17 3.2%

9 1.7%

24 4.5%

項目

回答人数

家族・親族

知人・友人

民生委員

医療機関

長寿あんしん相談センター(地域包括支援
センター)

認知症の人と家族の会

市高齢者相談窓口

無回答

市保健所、保健センター

わからない

その他

76.1%

20.5%

11.0%

59.1%

19.5%

4.0%

15.0%

16.9%

3.2%

1.7%

4.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

人数 割合

0 0.0%無回答

0 0.0%

0 0.0%

その他

わからない

8 18.2%市保健所、保健センター

18.2%8市高齢者相談窓口

3 6.8%

8 18.2%

認知症の人と家族の会

長寿あんしん相談センター(地域包
括支援センター)

30 68.2%医療機関

2.3%1民生委員

11 25.0%

42 95.5%

知人・友人

家族・親族

44 -回答人数

回答人数
項目
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問 20 認知症サポーター(認知症に関する学習会を受講し、認知症の人やその家族を温かく見守

る応援者）についてご存知ですか。（１つに○） 

 

認知症サポーターについては、「聞いたことはある」が 49.8％と最も高く、次いで、「まったく知らな

い」の 35.8％、「よく知っている」の 9.7％の順となっている。 

 

 

【モデル地区（皇徳寺台東町内会）】 

 
 

  

回答数 構成比

528 100.0%

51 9.7%

263 49.8%

189 35.8%

25 4.7%

項目

回答人数

よく知っている

聞いたことはある

まったく知らない

無回答

9.7%

49.8%

35.8%

4.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

人数 割合

1 2.3%無回答

31.8%14まったく知らない

25 56.8%

4 9.1%

聞いたことはある

よく知っている

44 100.0%回答人数

回答人数
項目
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問 21 あなたは、「認知症サポーター養成講座」を受講してみたいと思いますか。（１つに○） 

 

「認知症サポーター養成講座」の受講意思については、「わからない」が 33.3％と最も高く、次いで、

「どちらかといえば受講したい」の 26.1％、「受講したい」の 11.2％の順となっている。 

 

 

【モデル地区（皇徳寺台東町内会）】 

 

 

  

回答数 構成比

528 100.0%

28 5.3%

59 11.2%

138 26.1%

41 7.8%

41 7.8%

176 33.3%

45 8.5%

項目

回答人数

すでに受講した

受講したい

どちらかといえば受講したい

どちらかといえば受講したくない

受講したくない

わからない

無回答

5.3%

11.2%

26.1%

7.8%

7.8%

33.3%

8.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

人数 割合

回答人数
項目

回答人数 44 100.0%

すでに受講した

受講したい

3 6.8%

3 6.8%

どちらかといえば受講したい 20.5%9

どちらかといえば受講したくない 8 18.2%

受講したくない

わからない

3 6.8%

16 36.4%

無回答 2 4.5%
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※問 21で『１．すでに受講した』とご回答された方にお聞きします。 

問 21－１ あなたは、「認知症サポーター養成講座」を受講して、認知症の方への対応に変化が

ありましたか。（１つに○） 

 

「認知症サポーター養成講座」受講後の認知症の方への対応の変化については、「変化があった」が

39.3％と最も高く、次いで、「わからない」の 28.6％、「変化はなかった」の 25.0％の順となっている。 

 

 

【モデル地区（皇徳寺台東町内会）】 

 
 

  

回答数 構成比

28 100.0%

11 39.3%

7 25.0%

8 28.6%

2 7.1%

項目

回答人数

変化があった

変化はなかった

わからない

無回答

39.3%

25.0%

28.6%

7.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

人数 割合

0 0.0%無回答

33.3%1わからない

1 33.3%

1 33.3%

変化はなかった

変化があった

3 100.0%回答人数

回答人数
項目
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問 22 自殺について知っていることは何ですか。（あてはまるものすべてに○） 

 

自殺についての認識度については、「自殺は追い込まれた末の死である」が 49.4％と最も高く、次いで、

「自殺は防ぐことができる」の 48.9％、「身近な人のうつ病のサインに気づいたとき、医療機関への相談

を勧めることは大切である」の 45.5％の順となっている。 

 

 

  

回答数 構成比

528 -

39 7.4%

261 49.4%

258 48.9%

190 36.0%

237 44.9%

240 45.5%

171 32.4%

31 5.9%

195 36.9%

12 2.3%

48 9.1%

項目

回答人数

鹿児島市で毎年約100人の方が自殺で亡く
なっている

自殺は追い込まれた末の死である

自殺は防ぐことができる

悩んでいる人はサインを発していることが
多い

自分のうつ病のサインに気づいたとき、医
療機関へ相談することは大切である

身近な人のうつ病のサインに気づいたとき、医
療機関への相談を勧めることは大切である

自殺の危険性がある人に相談窓口や専門家などの支援
に関する情報を提供することは大切である

無回答

悩んでいる人や自殺のサインに気づき、声をかけ、話を聞い
て、必要な支援につなげ、見守る人のことを「ゲートキー
パー」という

自殺について考えたことがない

その他

7.4%

49.4%

48.9%

36.0%

44.9%

45.5%

32.4%

5.9%

36.9%

2.3%

9.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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【属性別特徴】 

性別では、男性では「自殺は防ぐことができる」、女性では「自分のうつ病のサインに気づいたとき、

医療機関へ相談することは大切である」の割合がそれぞれ最も高くなっている。 

年齢別では、６５～７４歳では「自殺は防ぐことができる」、７５歳以上では「自殺は追い込まれた末

の死である」の割合がそれぞれ最も高くなっている。 

 
 

  

人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合

無回答 48 9.1% 18 6.9% 30 11.5% 0 0.0% 18 5.2% 30 17.2% 0 0.0%

その他 12 2.3% 5 1.9% 7 2.7% 0 0.0% 5 1.4% 7 4.0% 0 0.0%

自殺について考えたことがない 195 36.9% 101 38.7% 91 34.7% 3 60.0% 121 34.8% 71 40.8% 3 50.0%

悩んでいる人や自殺のサインに気づき、声をか
け、話を聞いて、必要な支援につなげ、見守る
人のことを「ゲートキーパー」という

31 5.9% 16 6.1% 15 5.7% 0 0.0% 23 6.6% 8 4.6% 0 0.0%

自殺の危険性がある人に相談窓口や専
門家などの支援に関する情報を提供す
ることは大切である

171 32.4% 84 32.2% 84 32.1% 3 60.0% 109 31.3% 58 33.3% 4 66.7%

身近な人のうつ病のサインに気づいた
とき、医療機関への相談を勧めること
は大切である

240 45.5% 118 45.2% 120 45.8% 2 40.0% 173 49.7% 65 37.4% 2 33.3%

自分のうつ病のサインに気づいたと
き、医療機関へ相談することは大切で
ある

237 44.9% 108 41.4% 126 48.1% 3 60.0% 165 47.4% 68 39.1% 4 66.7%

悩んでいる人はサインを発している
ことが多い

190 36.0% 99 37.9% 88 33.6% 3 60.0% 147 42.2% 40 23.0% 3 50.0%

自殺は防ぐことができる 258 48.9% 135 51.7% 120 45.8% 3 60.0% 187 53.7% 67 38.5% 4 66.7%

自殺は追い込まれた末の死である 261 49.4% 134 51.3% 125 47.7% 2 40.0% 185 53.2% 73 42.0% 3 50.0%

鹿児島市で毎年約100人の方が自
殺で亡くなっている

39 7.4% 20 7.7% 18 6.9% 1 20.0% 22 6.3% 16 9.2% 1 16.7%

回答人数 528 - 261 - 262 - 5 - 348 - 174 - 6 -

男性 女性 無回答 65～74歳 75歳以上 無回答
項目

回答人数
性別 年齢
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問 23 あなたは、この 1年間（平成２７年７月から平成２８年６月まで）で自殺したい(死にた

い)と考えたことがありますか。（１つに○） 

 

自殺したいと考えたことがあるかについては、「考えたことはない」が 90.0％、「考えたことがある」

が 3.0％となっている。 

 

 

【属性別特徴】 

性別・年齢別では、大きな差異は見られない。 

 
  

回答数 構成比

528 100.0%

16 3.0%

475 90.0%

37 7.0%

項目

回答人数

考えたことがある

考えたことはない

無回答

3.0%

90.0%

7.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合

項目
回答人数

性別 年齢

男性 女性 無回答 65～74歳 75歳以上 無回答

回答人数 528 100.0% 261 100.0% 262 100.0% 5 100.0% 348 100.0% 174 100.0% 6 100.0%

考えたことがある 16 3.0% 7 2.7% 9 3.4% 0 0.0% 8 2.3% 8 4.6% 0 0.0%

考えたことはない 475 90.0% 235 90.0% 235 89.7% 5 100.0% 320 92.0% 149 85.6% 6 100.0%

無回答 37 7.0% 19 7.3% 18 6.9% 0 0.0% 20 5.7% 17 9.8% 0 0.0%
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※問 23で『１．考えたことがある』とご回答された方にお聞きします。 

問 23－１ 自殺を考えたときの原因は何ですか。あてはまるものすべてに○をつけ、最もあて

はまるものには◎を１つつけてください。 

 

ア 自殺を考えたときの原因 

「健康問題（病気の悩み（身体・こころ）・障がいの悩み等）」が 62.5％と最も高く、次いで、「家庭問

題（家族関係の不和、育児の悩み、介護疲れ等）」の 37.5％、「経済・生活問題（負債、失業、生活費の

悩み等）」「孤独感・近隣関係（独居・同居・近所付き合いの悩み等）」の 31.3％の順となっている。 

 

  

回答数 構成比

16 -

6 37.5%

10 62.5%

5 31.3%

2 12.5%

0 0.0%

0 0.0%

5 31.3%

0 0.0%

1 6.3%

項目

回答人数

家庭問題（家族関係の不和、育児の悩み、
介護疲れ等）

健康問題（病気の悩み（身体・こころ）・
障がいの悩み等）

経済・生活問題（負債、失業、生活費の悩
み等）

勤務問題（仕事内容、労働条件、職場の人
間関係の悩み等）

男女問題（恋愛、結婚の悩み等）

学校問題（学習や活動、学友・教師との人
間関係の悩み等）

孤独感・近隣関係（独居・同居・近所付き
合いの悩み等）

無回答

その他

37.5%

62.5%

31.3%

12.5%

0.0%

0.0%

31.3%

0.0%

6.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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【属性別特徴】 

性別では、男女ともに「健康問題（病気の悩み（身体・こころ）・障がいの悩み等）」の割合が最も高

くなっている。 

年齢別では、６５～７４歳・７５歳以上ともに「健康問題（病気の悩み（身体・こころ）・障がいの悩

み等）」の割合が最も高くなっている。 

 

  

人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合

項目
回答人数

性別 年齢

男性 女性 無回答 65～74歳 75歳以上 無回答

回答人数 16 - 7 - 9 - 0 - 8 - 8 - 0 -

家庭問題（家族関係の不和、育児の
悩み、介護疲れ等）

6 37.5% 3 42.9% 3 33.3% 0 - 3 37.5% 3 37.5% 0 -

健康問題（病気の悩み（身体・ここ
ろ）・障がいの悩み等）

10 62.5% 6 85.7% 4 44.4% 0 - 6 75.0% 4 50.0% 0 -

経済・生活問題（負債、失業、生活
費の悩み等）

5 31.3% 2 28.6% 3 33.3% 0 - 3 37.5% 2 25.0% 0 -

勤務問題（仕事内容、労働条件、職
場の人間関係の悩み等）

2 12.5% 1 14.3% 1 11.1% 0 - 2 25.0% 0 0.0% 0 -

男女問題（恋愛、結婚の悩み等） 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 - 0 0.0% 0 0.0% 0 -

学校問題（学習や活動、学友・教師
との人間関係の悩み等）

0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 - 0 0.0% 0 0.0% 0 -

孤独感・近隣関係（独居・同居・近
所付き合いの悩み等）

5 31.3% 3 42.9% 2 22.2% 0 - 3 37.5% 2 25.0% 0 -

その他 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 - 0 0.0% 0 0.0% 0 -

無回答 1 6.3% 0 0.0% 1 11.1% 0 - 0 0.0% 1 12.5% 0 -
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イ 自殺を考えたときの一番の原因 

「健康問題（病気の悩み（身体・こころ）・障がいの悩み等）」「経済・生活問題（負債、失業、生活費

の悩み等）」が 25.0％と最も高くなっている。 

 

 

【属性別特徴】 

性別では、男性では「健康問題（病気の悩み（身体・こころ）・障がいの悩み等）」、女性では「孤独感・

近隣関係（独居・同居・近所付き合いの悩み等）」の割合がそれぞれ最も高くなっている。 

年齢別では、６５～７４歳では「経済・生活問題（負債、失業、生活費の悩み等）」、７５歳以上では

「孤独感・近隣関係（独居・同居・近所付き合いの悩み等）」の割合がそれぞれ最も高くなっている。 

 

  

回答数 構成比

16 100.0%

2 12.5%

4 25.0%

4 25.0%

0 0.0%

0 0.0%

0 0.0%

3 18.8%

0 0.0%

3 18.8%

項目

回答人数

家庭問題（家族関係の不和、育児の悩み、
介護疲れ等）

健康問題（病気の悩み（身体・こころ）・
障がいの悩み等）

経済・生活問題（負債、失業、生活費の悩
み等）

勤務問題（仕事内容、労働条件、職場の人
間関係の悩み等）

男女問題（恋愛、結婚の悩み等）

学校問題（学習や活動、学友・教師との人
間関係の悩み等）

孤独感・近隣関係（独居・同居・近所付き
合いの悩み等）

無回答

その他

12.5%

25.0%

25.0%

0.0%

0.0%

0.0%

18.8%

0.0%

18.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合

項目
回答人数

性別 年齢

男性 女性 無回答 65～74歳 75歳以上 無回答

回答人数 16 100.0% 7 100.0% 9 100.0% 0 - 8 100.0% 8 100.0% 0 -

家庭問題（家族関係の不和、育児の
悩み、介護疲れ等）

2 12.5% 0 0.0% 2 22.2% 0 - 0 0.0% 2 25.0% 0 -

健康問題（病気の悩み（身体・ここ
ろ）・障がいの悩み等）

4 25.0% 3 42.9% 1 11.1% 0 - 2 25.0% 2 25.0% 0 -

経済・生活問題（負債、失業、生活
費の悩み等）

4 25.0% 2 28.6% 2 22.2% 0 - 4 50.0% 0 0.0% 0 -

勤務問題（仕事内容、労働条件、職
場の人間関係の悩み等）

0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 - 0 0.0% 0 0.0% 0 -

男女問題（恋愛、結婚の悩み等） 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 - 0 0.0% 0 0.0% 0 -

学校問題（学習や活動、学友・教師
との人間関係の悩み等）

0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 - 0 0.0% 0 0.0% 0 -

孤独感・近隣関係（独居・同居・近
所付き合いの悩み等）

3 18.8% 0 0.0% 3 33.3% 0 - 0 0.0% 3 37.5% 0 -

その他 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 - 0 0.0% 0 0.0% 0 -

無回答 3 18.8% 2 28.6% 1 11.1% 0 - 2 25.0% 1 12.5% 0 -
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※問 23で『１．考えたことがある』とご回答された方にお聞きします。 

問 23－２ あなたは、自殺をしたいと思ったときにだれか（どこか）に相談しましたか。 

（あてはまるものすべてに○） 

 

自殺したいと考えたときの相談先については、「相談していない」が 50.0％と最も高くなっている。 

 

  

回答数 構成比

16 -

0 0.0%

2 12.5%

1 6.3%

0 0.0%

0 0.0%

2 12.5%

0 0.0%

0 0.0%

8 50.0%

1 6.3%

2 12.5%

項目

回答人数

配偶者

配偶者以外の家族

友人・知人

学校

職場

医療機関

相談機関

無回答

ゲートキーパー

相談していない

その他

0.0%

12.5%

6.3%

0.0%

0.0%

12.5%

0.0%

0.0%

50.0%

6.3%

12.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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【属性別特徴】 

性別では、男女ともに「相談していない」」の割合が最も高くなっている。 

年齢別では、６５～７４歳・７５歳以上ともに「相談していない」の割合が最も高くなっている。 

 
  

人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合

項目
回答人数

性別 年齢

男性 女性 無回答 65～74歳 75歳以上 無回答

回答人数 16 - 7 - 9 - 0 - 8 - 8 - 0 -

配偶者 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 - 0 0.0% 0 0.0% 0 -

配偶者以外の家族 2 12.5% 0 0.0% 2 22.2% 0 - 0 0.0% 2 25.0% 0 -

友人・知人 1 6.3% 1 14.3% 0 0.0% 0 - 1 12.5% 0 0.0% 0 -

学校 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 - 0 0.0% 0 0.0% 0 -

職場 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 - 0 0.0% 0 0.0% 0 -

医療機関 2 12.5% 2 28.6% 0 0.0% 0 - 1 12.5% 1 12.5% 0 -

相談機関（市役所・いのちの電話な
ど）

0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 - 0 0.0% 0 0.0% 0 -

ゲートキーパー 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 - 0 0.0% 0 0.0% 0 -

相談していない 8 50.0% 3 42.9% 5 55.6% 0 - 5 62.5% 3 37.5% 0 -

その他 1 6.3% 1 14.3% 0 0.0% 0 - 1 12.5% 0 0.0% 0 -

無回答 2 12.5% 0 0.0% 2 22.2% 0 - 0 0.0% 2 25.0% 0 -
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※問 23で『１．考えたことがある』とご回答された方にお聞きします。 

問 23－３ あなたが、自殺したいと思った時に踏みとどまることができた要因は何ですか。 

（あてはまるものすべてに○） 

 

自殺を踏みとどまることができた要因については、「その他」を除くと、「書籍・雑誌などの印刷物」「メ

ディア（テレビ・映画など）」「相談」のみに回答が得られた。 

 

 

  

回答数 構成比

16 -

3 18.8%

0 0.0%

3 18.8%

3 18.8%

8 50.0%

2 12.5%

項目

回答人数

書籍・雑誌などの印刷物

インターネット・携帯電話（ＳＮＳなど）

メディア（テレビ・映画など）

相談

その他

無回答

18.8%

0.0%

18.8%

18.8%

50.0%

12.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問 24 自殺に関して相談ができるところを知っていますか。（１つに○） 

 

自殺に関する相談先を知っているかについては、「知らない」が 79.4％、「知っている」が 13.3％とな

っている。 

 

 

【属性別特徴】 

性別では、男性の「知らない」の割合が女性と比較して高くなっている。 

年齢別では、６５～７４歳の「知っている」の割合が７５歳以上と比較して高くなっている。 

 
  

回答数 構成比

528 100.0%

70 13.3%

419 79.4%

39 7.4%

項目

回答人数

知っている

知らない

無回答

13.3%

79.4%

7.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合

項目
回答人数

性別 年齢

男性 女性 無回答 65～74歳 75歳以上 無回答

回答人数 528 100.0% 261 100.0% 262 100.0% 5 100.0% 348 100.0% 174 100.0% 6 100.0%

知っている 70 13.3% 33 12.6% 35 13.4% 2 40.0% 53 15.2% 15 8.6% 2 33.3%

知らない 419 79.4% 215 82.4% 201 76.7% 3 60.0% 275 79.0% 140 80.5% 4 66.7%

無回答 39 7.4% 13 5.0% 26 9.9% 0 0.0% 20 5.7% 19 10.9% 0 0.0%
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問 25 『鹿児島市無料相談窓口』カードを知っていますか。（１つに○） 

 

『鹿児島市無料相談窓口』カードを知っているかについては、「知らない」が 80.7％、「知っている」

が 10.2％となっている。 

 

 

【属性別特徴】 

性別では、男性の「知らない」の割合が女性と比較して高くなっている。 

年齢別では、６５～７４歳の「知っている」の割合が７５歳以上と比較して高くなっている。 

 
 

  

回答数 構成比

528 100.0%

54 10.2%

426 80.7%

48 9.1%

項目

回答人数

知っている

知らない

無回答

10.2%

80.7%

9.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合

項目
回答人数

性別 年齢

男性 女性 無回答 65～74歳 75歳以上 無回答

回答人数 528 100.0% 261 100.0% 262 100.0% 5 100.0% 348 100.0% 174 100.0% 6 100.0%

知っている 54 10.2% 21 8.0% 32 12.2% 1 20.0% 39 11.2% 14 8.0% 1 16.7%

知らない 426 80.7% 218 83.5% 204 77.9% 4 80.0% 285 81.9% 137 78.7% 4 66.7%

無回答 48 9.1% 22 8.4% 26 9.9% 0 0.0% 24 6.9% 23 13.2% 1 16.7%
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※問 25で『１．知っている』とご回答された方にお聞きします。 

問 25－１ あなたは、『鹿児島市無料相談窓口』カードをどこで（だれから）知りましたか。 

（あてはまるものすべてに○） 

 

『鹿児島市無料相談窓口』カードをどこで（誰から）知ったかについては、「鹿児島市役所・保健所な

どの行政機関」が 85.2％と最も高く、次いで、「医療機関」「民生委員」の 14.8％の順となっている。 

 

 

 

※問 25で『１．知っている』とご回答された方にお聞きします。 

問 25－２ あなたは、『鹿児島市無料相談窓口』カードを使って相談したことがありますか。 

（１つに○） 

 

『鹿児島市無料相談窓口』カードを使って相談したことがあるかについては、「ない」が 79.6％、「あ

る」が 7.4％となっている。 

 

 

  

回答数 構成比

54 -

46 85.2%

8 14.8%

1 1.9%

1 1.9%

1 1.9%

8 14.8%

0 0.0%

3 5.6%

4 7.4%

項目

回答人数

鹿児島市役所・保健所などの行政機関

医療機関

薬局

警察署

弁護士会・司法書士会

民生委員

ゲートキーパー

無回答

その他

85.2%

14.8%

1.9%

1.9%

1.9%

14.8%

0.0%

5.6%

7.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答数 構成比

54 100.0%

4 7.4%

43 79.6%

7 13.0%

項目

回答人数

ある

ない

無回答

7.4%

79.6%

13.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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※問 25－２で『１．ある』とご回答された方にお聞きします。 

問 25－３ あなたは、『鹿児島市無料相談窓口』カードを使ってどこに相談しましたか。 

（あてはまるものすべてに○） 

 

『鹿児島市無料相談窓口』カードを使ってどこに相談したかについては、「弁護士会・司法書士会など

（借金や生活・法律のこと）」が 100.0％と最も高く、次いで、「いのちの電話・保健所など（こころの健

康）」の 25.0％の順となっている。 

 

 

  

回答数 構成比

4 -

1 25.0%

4 100.0%

0 0.0%

0 0.0%

0 0.0%

0 0.0%

0 0.0%

0 0.0%

0 0.0%

0 0.0%

項目

回答人数

いのちの電話・保健所など（こころの健
康）

弁護士会・司法書士会など（借金や生活・
法律のこと）

サンエールかごしま相談室（配偶者やパー
トナーとの悩み）

鹿児島労働基準監督署・市雇用相談窓口な
ど（仕事や職場での悩み）

市家庭児童相談（子どもの養育）

鹿児島シルバー110番（高齢者のこと）

市介護保険相談（介護保険相談）

無回答

NPO法人いじめ対策プロジェクト・市教
育相談室など（ひきこもりや不登校）

その他

25.0%

100.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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問 26 あなたが相談したいと思ったとき、どのようなところに相談の場があればよいと思いま

すか。（あてはまるものすべてに○） 

 

相談しやすい場所については、「市役所・保健所などの公的機関」が 62.3％と最も高く、次いで、「弁

護士会・医療機関などの現在開設している相談機関」の 24.8％、「同じ悩みを持ちながらも回復を目指す

取り組みをしている仲間が集う場」の 16.3％の順となっている。 

 

  

回答数 構成比

528 -

22 4.2%

62 11.7%

42 8.0%

16 3.0%

43 8.1%

329 62.3%

131 24.8%

86 16.3%

24 4.5%

78 14.8%

項目

回答人数

駅の構内

ショッピングセンター、デパート

図書館などの文化施設

ハローワーク

スーパーマーケット

市役所・保健所などの公的機関

弁護士会・医療機関などの現在開設してい
る相談機関

無回答

同じ悩みを持ちながらも回復を目指す取り
組みをしている仲間が集う場

その他

4.2%

11.7%

8.0%

3.0%

8.1%

62.3%

24.8%

16.3%

4.5%

14.8%

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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【属性別特徴】 

性別では、男性の「市役所・保健所などの公的機関」の割合が女性と比較して高くなっている。 

年齢別では、６５～７４歳の「市役所・保健所などの公的機関」の割合が７５歳以上と比較して高く

なっている。 

 
 

 

  

人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合

項目
回答人数

性別 年齢

男性 女性 無回答 65～74歳 75歳以上 無回答

回答人数 528 - 261 - 262 - 5 - 348 - 174 - 6 -

駅の構内 22 4.2% 8 3.1% 14 5.3% 0 0.0% 20 5.7% 2 1.1% 0 0.0%

ショッピングセンター、デパート 62 11.7% 30 11.5% 32 12.2% 0 0.0% 48 13.8% 14 8.0% 0 0.0%

図書館などの文化施設 42 8.0% 27 10.3% 14 5.3% 1 20.0% 34 9.8% 7 4.0% 1 16.7%

ハローワーク 16 3.0% 8 3.1% 8 3.1% 0 0.0% 13 3.7% 3 1.7% 0 0.0%

スーパーマーケット 43 8.1% 19 7.3% 24 9.2% 0 0.0% 30 8.6% 13 7.5% 0 0.0%

市役所・保健所などの公的機関 329 62.3% 176 67.4% 149 56.9% 4 80.0% 227 65.2% 98 56.3% 4 66.7%

弁護士会・医療機関などの現在開設
している相談機関

131 24.8% 69 26.4% 60 22.9% 2 40.0% 89 25.6% 40 23.0% 2 33.3%

同じ悩みを持ちながらも回復を目指
す取り組みをしている仲間が集う場

86 16.3% 31 11.9% 54 20.6% 1 20.0% 63 18.1% 22 12.6% 1 16.7%

その他 24 4.5% 11 4.2% 13 5.0% 0 0.0% 16 4.6% 8 4.6% 0 0.0%

無回答 78 14.8% 34 13.0% 43 16.4% 1 20.0% 37 10.6% 39 22.4% 2 33.3%
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問 27 相談場所を利用しやすい時間帯はいつですか。（希望するもの３つまでに〇） 

 

相談しやすい時間帯については、「平日、10：00～12：00」が 45.3％と最も高くなっている。 

 

 

  

回答数 構成比

528 -

239 45.3%

104 19.7%

57 10.8%

38 7.2%

120 22.7%

60 11.4%

30 5.7%

18 3.4%

133 25.2%

66 12.5%

32 6.1%

16 3.0%

138 26.1%

項目

回答人数

平日、10：00～12：00

平日、12：00～15：00

平日、15：00～18：00

平日、18：00以降

土曜日、10：00～12：00

土曜日、12：00～15：00

土曜日、15：00～18：00

無回答

土曜日、18：00以降

日曜日、10：00～12：00

日曜日、12：00～15：00

日曜日、15：00～18：00

日曜日、18：00以降

45.3%

19.7%

10.8%

7.2%

22.7%

11.4%

5.7%

3.4%

25.2%

12.5%

6.1%

3.0%

26.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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【属性別特徴】 

性別では、女性の「平日、10：00～12：00」の割合が男性と比較して高くなっている。 

年齢別では、６５～７４歳の土曜日・日曜日を希望する割合が７５歳以上と比較して高くなっている。 

 

  

人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合 人数 割合

項目
回答人数

性別 年齢

男性 女性 無回答 65～74歳 75歳以上 無回答

回答人数 528 - 261 - 262 - 5 - 348 - 174 - 6 -

平日、10：00～12：00 239 45.3% 107 41.0% 130 49.6% 2 40.0% 160 46.0% 77 44.3% 2 33.3%

平日、12：00～15：00 104 19.7% 45 17.2% 59 22.5% 0 0.0% 71 20.4% 33 19.0% 0 0.0%

平日、15：00～18：00 57 10.8% 29 11.1% 28 10.7% 0 0.0% 37 10.6% 20 11.5% 0 0.0%

平日、18：00以降 38 7.2% 26 10.0% 12 4.6% 0 0.0% 34 9.8% 4 2.3% 0 0.0%

土曜日、10：00～12：00 120 22.7% 57 21.8% 61 23.3% 2 40.0% 90 25.9% 28 16.1% 2 33.3%

土曜日、12：00～15：00 60 11.4% 33 12.6% 26 9.9% 1 20.0% 50 14.4% 9 5.2% 1 16.7%

土曜日、15：00～18：00 30 5.7% 13 5.0% 17 6.5% 0 0.0% 23 6.6% 7 4.0% 0 0.0%

土曜日、18：00以降 18 3.4% 12 4.6% 6 2.3% 0 0.0% 14 4.0% 4 2.3% 0 0.0%

日曜日、10：00～12：00 133 25.2% 65 24.9% 65 24.8% 3 60.0% 101 29.0% 29 16.7% 3 50.0%

日曜日、12：00～15：00 66 12.5% 36 13.8% 29 11.1% 1 20.0% 51 14.7% 14 8.0% 1 16.7%

日曜日、15：00～18：00 32 6.1% 17 6.5% 15 5.7% 0 0.0% 24 6.9% 8 4.6% 0 0.0%

日曜日、18：00以降 16 3.0% 12 4.6% 4 1.5% 0 0.0% 11 3.2% 5 2.9% 0 0.0%

無回答 138 26.1% 73 28.0% 63 24.0% 2 40.0% 77 22.1% 58 33.3% 3 50.0%
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※問 28～問 29は桜島にお住まいの方への質問です。 

問 28 「桜島大噴火 避難手順書」についてお伺いします。 

 

(１)避難手順書を知っていますか？ 

「知っている」が 66.7％、「知らない」が 17.8％となっている。 

 

 

 

(２)避難手順書をすぐに確認することはできますか？ 

「できる」が 51.1％、「できない」が 28.9％となっている。 

 

 

 

(３)訓練で避難手順書を活用しましたか？ 

「活用していない」が 42.2％、「活用した」が 33.3％となっている。 

 

 

  

回答数 構成比

45 100.0%

30 66.7%

8 17.8%

7 15.6%

項目

回答人数

知っている

知らない

無回答

66.7%

17.8%

15.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答数 構成比

45 100.0%

23 51.1%

13 28.9%

9 20.0%

項目

回答人数

できる

できない

無回答

51.1%

28.9%

20.0%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答数 構成比

45 100.0%

15 33.3%

19 42.2%

11 24.4%

項目

回答人数

活用した

活用していない

無回答

33.3%

42.2%

24.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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(４)避難手順書の内容についてはどうでしたか？ 

「訓練での避難に役立った」が 42.2％、「役に立たなかった」が 2.2％となっている。 

 

 

 

問 29 「避難用家族カード」についてお伺いします。 

 

(１)避難用家族カードを知っていますか？ 

「知っている」が 77.8％、「知らない」が 8.9％となっている。 

 

  

回答数 構成比

45 100.0%

19 42.2%

1 2.2%

25 55.6%

項目

回答人数

訓練での避難に役立った

役に立たなかった

無回答

42.2%

2.2%

55.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答数 構成比

45 100.0%

35 77.8%

4 8.9%

6 13.3%

項目

回答人数

知っている

知らない

無回答

77.8%

8.9%

13.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%



                             

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第５章 総括 
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【共通項目】（乳幼児・一般・高齢者） 

 

１ セーフコミュニティについて 

 

【セーフコミュニティの認識度について】（全体・乳幼児・一般・高齢者） 

セーフコミュニティの認識度については、「知らない」の割合が、乳幼児が 85.0％、一般が 77.2％、

高齢者が 55.5％となっており、乳幼児・一般に比べ、高齢者の認識度が高くなっている。 

 

 

 

２ 交通安全について 

 

【交通安全教室（講習会などを含む）参加状況について】（乳幼児・一般・高齢者） 

交通安全教室（講習会などを含む）参加状況については、「参加したことがない」の割合が、乳幼児が

47.5％、一般が 79.2％、高齢者が 75.0％となっており、一般・高齢者に比べ、乳幼児の参加率が高くな

っている。 

 

  

4.7%

(69)

2.5%

(12)

4.3%

(19)

7.2%

(38)

21.8%(319)

12.1%

(59)

17.7%(79)

34.3%(181)

72.0%(1,053)

85.0%(415)

77.2%(345)

55.5%(293)

1.5%

(22)

0.4%

(2)

0.9%

(4)

3.0%

(16)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（乳幼児＋一般＋高齢者）

（N=1,463）

乳幼児

（N=488）

一般

（N=447）

高齢者

（N=528）

■内容も含めて知っている ■聞いたことはあるが、内容は知らない ■知らない ■無回答

37.5%(183)

14.1%(63)

18.6%(98)

47.5%(232)

79.2%(354)

75.0%(396)

10.9%

(53)

3.4%

(15)

1.1%

(6)

4.1%

(20)

3.4%

(15)

5.3%

(28)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

乳幼児

（N=488）

一般

（N=447）

高齢者

（N=528）

■参加したことがある ■参加したことがない ■わからない ■無回答
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交通安全教室に参加したことがない理由については、いずれの調査においても「実施していることを

知らなかったから」の割合が突出して高くなっており、交通安全教室開催の広報周知が必要であると考

えられる。 

 

 

【自動車の運転に関する交通ルールの遵守度について】（一般・高齢者） 

自動車の運転に関する交通ルールの遵守度については、高齢者の 78.3％～86.2％に対し、一般は 62.7％

～75.9％と低くなっている。 

 

  

2.6%(6)

25.9%(60)

3.4%(8)

10.8%(25)

57.8%(134)

28.9%(67)

1.3%(3)

12.4%(44)

16.1%(57)

3.4%(12)

26.3%(93)

65.0%(230)

6.2%(22)

1.1%(4)

7.8%(31)

14.9%(59)

4.3%(17)

18.7%(74)

53.0%(210)

14.6%(58)

3.8%(15)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

興味がないから

参加の仕方が分からないから

（自分や子どもに）関係がある内容ではないから

時間や場所など参加条件が合わないから

実施していることを知らなかったから

その他

無回答

■乳幼児（n＝232） ■一般（n＝354） ■高齢者（ｎ＝396）

70.0%(261)

75.9%(283)

62.7%(234)

67.6%(252)

72.7%(271)

23.6%(88)

85.8%(273)

86.2%(274)

78.3%(249)

79.9%(254)

84.0%(267)

9.7%(31)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

横断歩道を横断する歩行者等がいる場合は一時停止する

酒気を帯びて運転してはならない

運転中は、カーナビ・携帯電話などの操作を行わない

夕暮れ時は、早めにライトを点灯する

歩行者、自転車の傍を通行するときは、安全な間隔を空けるか徐

行して運転する

無回答

■一般（n＝373） ■高齢者（ｎ＝318）
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【シートベルトの着用状況について】（一般・高齢者） 

シートベルトの着用状況については、一般の 27.3％～80.3％に対し、高齢者は 38.1％～76.3％となっ

ており、一般は高齢者と比べ、「運転席のシートベルト着用」の割合が高く、「後部座席のシートベルト

着用」の割合が低くなっている。 

 
 

 

３ 高齢者の安全について 

 

【認知症が病気によるものであることへの理解について】（全体・一般・高齢者） 

認知症が病気によるものであることについては、「知っている」の割合が、一般が 83.4％、高齢者が

75.2％となっており、高齢者に比べ、一般の理解度が高くなっている。 

 

  

77.6%(347)

80.3%(359)

27.3%(122)

18.6%(83)

64.6%(341)

76.3%(403)

38.1%(201)

18.9%(100)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

運転席のシートベルト着用

助手席のシートベルト着用

後部座席のシートベルト着用

無回答

■一般（N＝447） ■高齢者（N＝528）

79.0%(770)

83.4%(373)

75.2%(397)

17.3%(169)

14.8%(66)

19.5%(103)

3.7%

(36)

1.8%

(8)

5.3%

(28)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（一般＋高齢者）

（N=975）

一般

（N=447）

高齢者

（N=528）

■知っている ■知らない ■無回答
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【認知症への理解不足が高齢者への虐待につながることがあることへの理解について】 

（全体・一般・高齢者） 

認知症への理解不足が高齢者への虐待につながることがあることについては、「知っている」の割合が、

一般が 84.1％、高齢者が 77.3％となっており、高齢者に比べ、一般の理解度が高くなっている。 

 

 

【認知症サポーターの認識度について】（全体・一般・高齢者） 

認知症サポーターについては、「まったく知らない」の割合が、一般が 37.8％、高齢者が 35.8％と大

きな差異は見られない。 

「認知症サポーター養成講座」受講率についても、一般が 6.3％、高齢者が 5.3％と大きな差異は見ら

れない。 

 

  

80.4%(784)

84.1%(376)

77.3%(408)

15.7%(153)

13.9%

(62)

17.2%(91)

3.9%

(38)

2.0%

(9)

5.5%

(29)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（一般＋高齢者）

（N=975）

一般

（N=447）

高齢者

（N=528）

■知っている ■知らない ■無回答

5.7%

(56)

6.3%

(28)

5.3%

(28)

13.1%(128)

23.5%(105)

4.4%

(23)

40.9%(399)

30.4%(136)

49.8%(263)

36.7%(358)

37.8%(169)

35.8%(189)

3.5%

(34)

2.0%

(9)

4.7%

(25)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（一般＋高齢者）

（N=975）

一般

（N=447）

高齢者

（N=528）

■サポーターを養成する講座を受けたことがある ■知っているが、サポーターを養成する講座を受けたことはない

■聞いたことはある ■まったく知らない ■無回答
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「認知症サポーター養成講座」受講者の認知症の方への対応の変化については、「変化があった」の割

合が、一般が 75.0％、高齢者が 39.3％となっており、高齢者に比べ、一般の変化があった割合が高くな

っている。 

 

 

  

57.1%(32)

75.0%(21)

39.3%(11)

16.1%(9)

7.1%

(2)

25.0%(7)

19.6%(11)

10.7%(3)

28.6%(8)

7.1%

(4)

7.1%

(2)

7.1%

(2)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（一般＋高齢者）

（n=56）

一般

（n=28）

高齢者

（n=28）

■変化があった ■変化はなかった ■わからない ■無回答
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４ 自殺予防について 

 

【自殺についての認識度について】（全体・一般・中高年・高齢者） ※中高年…50歳～69歳 

自殺についての認識度については、「自殺について考えたことがない」「その他」を除くすべての項目

で、一般が高齢より高くなっており、年齢が低くなるほど自殺についての認識度が高くなっている。 

 

 

  

7.9%(77)

55.5%(541)

58.6%(571)

49.7%(485)

56.2%(548)

58.3%(568)

45.3%(442)

7.9%(77)

29.4%(287)

1.6%(16)

5.4%(53)

8.5%(38)

62.6%(280)

70.0%(313)

66.0%(295)

69.6%(311)

73.4%(328)

60.6%(271)

10.3%(46)

20.6%(92)

0.9%(4)

1.1%(5)

8.0%(24)

59.7%(179)

65.7%(197)

54.3%(163)

61.3%(184)

66.7%(200)

48.3%(145)

6.3%(19)

30.0%(90)

1.3%(4)

3.3%(10)

7.4%(39)

49.4%(261)

48.9%(258)

36.0%(190)

44.9%(237)

45.5%(240)

32.4%(171)

5.9%(31)

36.9%(195)

2.3%(12)

9.1%(48)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

鹿児島市で毎年約100人の方が自殺で亡くなっている

自殺は追い込まれた末の死である

自殺は防ぐことができる

悩んでいる人はサインを発していることが多い

自分のうつ病のサインに気づいたとき、医療機関へ相談すること

は大切である

身近な人のうつ病のサインに気づいたとき、医療機関への相談を

勧めることは大切である

自殺の危険性がある人に相談窓口や専門家などの支援に関する情

報を提供することは大切である

悩んでいる人や自殺のサインに気づき、声をかけ、話を聞いて、

必要な支援につなげ、見守る人のことを「ゲートキーパー」とい

う

自殺について考えたことがない

その他

無回答

■全体（一般＋高齢者）（N＝975） ■一般（N＝447） ■中高年（N＝300） ■高齢者（N＝528）
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【自殺したいと考えた経験について】（全体・一般・中高年・高齢者） 

自殺したいと考えたことがあるかについては、「考えたことがある」の割合が、一般が 9.4％、中高年

が 4.3％、高齢者が 3.0％となっており、年齢が低くなるほど自殺したいと考えたことがある割合が高く

なっている。 

 

  

5.9%

(58)

9.4%

(42)

4.3%

(13)

3.0%

(16)

88.2%(860)

86.1%(385)

92.3%(277)

90.0%(475)

5.8%

(57)

4.5%

(20)

3.3%

(10)

7.0%

(37)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（一般＋高齢者）

（N=975）

一般

（N=447）

中高年

（N=300）

高齢者

（N=528）

■考えたことがある ■考えたことがない ■無回答
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自殺したいと考えたときの原因については、一般では「経済・生活問題（負債、失業、生活費の悩み

等）」が 57.1％、中高年・高齢者では「健康問題（病気の悩み（身体・こころ）・障がいの悩み等）」がそ

れぞれ 69.2％、62.5％と最も高くなっている。 

 

  

41.4%(24)

39.7%(23)

50.0%(29)

32.8%(19)

12.1%(7)

8.6%(5)

31.0%(18)

6.9%(4)

6.9%(4)

42.9%(18)

31.0%(13)

57.1%(24)

40.5%(17)

16.7%(7)

11.9%(5)

31.0%(13)

9.5%(4)

7.1%(3)

53.8%(7)

69.2%(9)

46.2%(6)

46.2%(6)

7.7%(1)

15.4%(2)

23.1%(3)

0.0%(0)

0.0%(0)

37.5%(6)

62.5%(10)

31.3%(5)

12.5%(2)

0.0%(0)

0.0%(0)

31.3%(5)

0.0%(0)

6.3%(1)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

家庭問題（家族関係の不和、育児の悩み、介護疲れ等）

健康問題（病気の悩み（身体・こころ）・障がいの悩み等）

経済・生活問題（負債、失業、生活費の悩み等）

勤務問題（仕事内容、労働条件、職場の人間関係の悩み等）

男女問題（恋愛、結婚の悩み等）

学校問題（学習や活動、学友・教師との人間関係の悩み等）

孤独感・近隣関係（独居・同居・近所付き合いの悩み等）

その他

無回答

■全体（一般＋高齢者）（n＝58） ■一般（n＝42） ■中高年（n＝13） ■高齢者（n＝16）
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自殺したいと考えたときの相談先については、「相談していない」の割合が、一般が 69.0％、中高年が

76.9％、高齢者が 50.0％とそれぞれ最も高くなっている。 

 

  

3.4%(2)

10.3%(6)

19.0%(11)

0.0%(0)

0.0%(0)

8.6%(5)

0.0%(0)

0.0%(0)

63.8%(37)

1.7%(1)

3.4%(2)

4.8%(2)

9.5%(4)

23.8%(10)

0.0%(0)

0.0%(0)

7.1%(3)

0.0%(0)

0.0%(0)

69.0%(29)

0.0%(0)

0.0%(0)

0.0%(0)

0.0%(0)

7.7%(1)

0.0%(0)

0.0%(0)

15.4%(2)

0.0%(0)

0.0%(0)

76.9%(10)

0.0%(0)

0.0%(0)

0.0%(0)

12.5%(2)

6.3%(1)

0.0%(0)

0.0%(0)

12.5%(2)

0.0%(0)

0.0%(0)

50.0%(8)

6.3%(1)

12.5%(2)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

配偶者

配偶者以外の家族

友人・知人

学校

職場

医療機関

相談機関

ゲートキーパー

相談していない

その他

無回答

■全体（一般＋高齢者）（n＝58） ■一般（n＝42） ■中高年（n＝13） ■高齢者（n＝16）
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自殺を踏みとどまることができた要因については、「その他」を除くと、一般では「相談」が 21.4％、

中高年では「書籍・雑誌などの印刷物」が 23.1％とそれぞれ最も高くなっている。高齢者ではその他を

除くと、「書籍・雑誌などの印刷物」「メディア（テレビ・映画など）」「相談」のみに回答が得られた。 

 

 

【自殺に関する相談先の認識度について】（全体・一般・中高年・高齢者） 

自殺に関する相談先の認識度については、「知っている」の割合が、一般が 30.6％、中高年が 22.0％、

高齢者が 13.3％となっており、年齢が低くなるほど自殺に関する相談先の認識度が高くなっている。 

 

  

13.8%(8)

8.6%(5)

17.2%(10)

20.7%(12)

55.2%(32)

5.2%(3)

11.9%(5)

11.9%(5)

16.7%(7)

21.4%(9)

57.1%(24)

2.4%(1)

23.1%(3)

0.0%(0)

15.4%(2)

15.4%(2)

53.8%(7)

0.0%(0)

18.8%(3)

0.0%(0)

18.8%(3)

18.8%(3)

50.0%(8)

12.5%(2)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

書籍・雑誌などの印刷物

インターネット・携帯電話（ＳＮＳなど）

メディア（テレビ・映画など）

相談

その他

無回答

■全体（一般＋高齢者）（n＝58） ■一般（n＝42） ■中高年（n＝13） ■高齢者（n＝16）

21.2%(207)

30.6%(137)

22.0%(66)

13.3%(70)

74.2%(723)

68.0%(304)

75.0%(225)

79.4%(419)

4.6%

(45)

1.3%

(6)

3.0%

(9)

7.4%

(39)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（一般＋高齢者）

（N=975）

一般

（N=447）

中高年

（N=300）

高齢者

（N=528）

■知っている ■知らない ■無回答
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【『鹿児島市無料相談窓口』カードの認識度について】（全体・一般・中高年・高齢者） 

『鹿児島市無料相談窓口』カードの認識度については、「知っている」の割合が、一般が 14.5％、中高

年が 13.0％、高齢者が 10.2％と大きな差異は見られない。 

 

 

『鹿児島市無料相談窓口』カードをどこで（誰から）知ったかについては、一般・中高年・高齢者と

もに「鹿児島市役所・保健所などの行政機関」の割合が最も高くなっている。 

 

12.2%

(119)

14.5%(65)

13.0%(39)

10.2%

(54)

81.8%(798)

83.2%(372)

84.0%(252)

80.7%(426)

5.9%

(58)

2.2%

(10)

3.0%

(9)

9.1%

(48)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（一般＋高齢者）

（N=975）

一般

（N=447）

中高年

（N=300）

高齢者

（N=528）

■知っている ■知らない ■無回答

82.4%(98)

24.4%(29)

4.2%(5)

2.5%(3)

0.8%(1)

7.6%(9)

0.0%(0)

6.7%(8)

3.4%(4)

80.0%(52)

32.3%(21)

6.2%(4)

3.1%(2)

0.0%(0)

1.5%(1)

0.0%(0)

7.7%(5)

0.0%(0)

92.3%(36)

28.2%(11)

7.7%(3)

5.1%(2)

0.0%(0)

7.7%(3)

0.0%(0)

0.0%(0)

0.0%(0)

85.2%(46)

14.8%(8)

1.9%(1)

1.9%(1)

1.9%(1)

14.8%(8)

0.0%(0)

5.6%(3)

7.4%(4)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

鹿児島市役所・保健所などの行政機関

医療機関

薬局

警察署

弁護士会・司法書士会

民生委員

ゲートキーパー

その他

無回答

■全体（一般＋高齢者）（n＝119） ■一般（n＝65） ■中高年（n＝39） ■高齢者（n＝54）



  【総括】                               

208 

 

 

『鹿児島市無料相談窓口』カードを使って相談したことがあるかについては、「ある」の割合が、一般

が 3.1％、中高年が 2.6％、高齢者が 7.4％となっている。 

 

  

5.0%

(6)

3.1%

(2)

2.6%

(1)

7.4%

(4)

89.1%(106)

96.9%(63)

94.9%(37)

79.6%(43)

5.9%

(7)

0.0%

(0)

2.6%

(1)

13.0%(7)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（一般＋高齢者）

（n=119）

一般

（n=65）

中高年

（n=39）

高齢者

（n=54）

■ある ■ない ■無回答
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【相談しやすい場所・時間帯について】（全体・一般・中高年・高齢者） 

相談しやすい場所については、一般・中高年・高齢者いずれも「市役所・保健所などの公的機関」の

割合が最も高く、ともにおよそ６割占めているが、その他の回答項目については、年齢が低くなるほど

回答割合が高くなっており、若い世代ほど多様な相談先を求めていると言える。 

 

  

7.4%(72)

16.1%(157)

12.4%(121)

5.5%(54)

8.6%(84)

61.5%(600)

31.5%(307)

25.0%(244)

4.3%(42)

9.9%(97)

11.2%(50)

21.3%(95)

17.7%(79)

8.5%(38)

9.2%(41)

60.6%(271)

39.4%(176)

35.3%(158)

4.0%(18)

4.3%(19)

9.0%(27)

19.7%(59)

14.0%(42)

5.0%(15)

8.7%(26)

65.7%(197)

39.0%(117)

27.3%(82)

3.3%(10)

6.3%(19)

4.2%(22)

11.7%(62)

8.0%(42)

3.0%(16)

8.1%(43)

62.3%(329)

24.8%(131)

16.3%(86)

4.5%(24)

14.8%(78)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

駅の構内

ショッピングセンター、デパート

図書館などの文化施設

ハローワーク

スーパーマーケット

市役所・保健所などの公的機関

弁護士会・医療機関などの現在開設している相談機関

同じ悩みを持ちながらも回復を目指す取り組みをしている仲間が

集う場

その他

無回答

■全体（一般＋高齢者）（N＝975） ■一般（N＝447） ■中高年（N＝300） ■高齢者（N＝528）
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相談しやすい時間帯については、一般では「平日、18：00以降」が 50.1％、中高年・高齢者では「平

日、10：00～12：00」がそれぞれ 36.0％、45.3％と最も高くなっている。 

 

  

33.2%(324)

17.1%(167)

9.5%(93)

26.9%(262)

22.6%(220)

12.4%(121)

8.6%(84)

12.7%(124)

25.4%(248)

13.9%(136)

7.8%(76)

11.5%(112)

20.2%(197)

19.0%(85)

14.1%(63)

8.1%(36)

50.1%(224)

22.4%(100)

13.6%(61)

12.1%(54)

23.7%(106)

25.7%(115)

15.7%(70)

9.8%(44)

21.5%(96)

13.2%(59)

36.0%(108)

19.0%(57)

5.7%(17)

26.0%(78)

27.3%(82)

16.0%(48)

9.0%(27)

8.0%(24)

30.0%(90)

17.3%(52)

9.0%(27)

7.0%(21)

18.3%(55)

45.3%(239)

19.7%(104)

10.8%(57)

7.2%(38)

22.7%(120)

11.4%(60)

5.7%(30)

3.4%(18)

25.2%(133)

12.5%(66)

6.1%(32)

3.0%(16)

26.1%(138)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平日、10：00～12：00

平日、12：00～15：00

平日、15：00～18：00

平日、18：00以降

土曜日、10：00～12：00

土曜日、12：00～15：00

土曜日、15：00～18：00

土曜日、18：00以降

日曜日、10：00～12：00

日曜日、12：00～15：00

日曜日、15：00～18：00

日曜日、18：00以降

無回答

■全体（一般＋高齢者）（N＝975） ■一般（N＝447） ■中高年（N＝300） ■高齢者（N＝528）
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５ 桜島の防災について 

 

【「桜島大噴火 避難手順書」について】（全体・一般・高齢者） 

『桜島大噴火 避難手順書』の認識度については、「知っている」の割合が、一般が 71.0％、高齢者が

66.7％となっている。 

 

 

『桜島大噴火 避難手順書』の訓練での活用状況については、「活用した」の割合が、一般が 38.7％、

高齢者が 33.3％となっている。 

 

 

 

 

  

68.4%(52)

71.0%(22)

66.7%(30)

19.7%(15)

22.6%(7)

17.8%(8)

11.8%

(9)

6.5%

(2)

15.6%(7)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（一般＋高齢者）

（n=76）

一般

（n=31）

高齢者

（n=45）

■知っている ■知らない ■無回答

35.5%(27)

38.7%(12)

33.3%(15)

46.1%(35)

51.6%(16)

42.2%(19)

18.4%(14)

9.7%

(3)

24.4%(11)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体（一般＋高齢者）

（n=76）

一般

（n=31）

高齢者

（n=45）

■活用した ■活用していない ■無回答
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【再掲項目】（乳幼児・一般） 

 

１ 子どもの安全について 

 

【事故やけがの経験について】（乳幼児） 

事故やけがをした場所については、「自宅（屋内）」が 70.9％と最も高く、次いで、「保育園・幼稚園・

その他通園施設」の 24.4％、「自宅の庭など（屋外）」の 13.4％の順となっている。 

 

 

事故やけがの種類については、「転倒」が 54.3％と最も高く、次いで、「やけど（熱湯、アイロンなど）」

の 19.7％、「転落」の 18.9％の順となっている。 

 

  

70.9%(90)

13.4%(17)

7.9%(10)

9.4%(12)

2.4%(3)

0.0%(0)

10.2%(13)

24.4%(31)

0.0%(0)

1.6%(2)

0.8%(1)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

自宅（屋内）

自宅の庭など（屋外）

歩道・道路

公園・広場

車・電車・バスなどの中

海・川・湖・池

商業・飲食・娯楽施設

保育園・幼稚園・その他通園施設

公共の場所（市の施設など）

その他

無回答

■乳幼児（n＝127）

0.0%(0)

54.3%(69)

18.9%(24)

2.4%(3)

19.7%(25)

0.8%(1)

2.4%(3)

0.0%(0)

14.2%(18)

7.1%(9)

0.0%(0)

0.0%(0)

0.0%(0)

0.0%(0)

0.0%(0)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

交通事故

転倒

転落

おぼれた

やけど

窒息

異物などの誤飲

中毒

ドアなどに挟まった

人や物との接触

ハサミなどの鋭利なものでのけが

虫にさされた、動物にかまれた

落下物との接触

その他

無回答

■乳幼児（n＝127）
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２ 配偶者等からの暴力（ＤＶ）について 

 

【暴力だと思うことについて】（一般） 

暴力だと思うことについては、「身体を傷つける可能性のある物でなぐる」が 96.2％と最も高く、次い

で、「刃物を突きつけて、おどす」の 96.0％、「足でける」の 93.3％の順となっており、「身体的暴力」

についての認知に比べ、「精神的暴力」についての認知が進んでいないことが伺える。 

 
 

【暴力の相談状況について】（一般） 

配偶者等からの暴力（ＤＶ）の相談状況については、「どこ（だれ）にも相談しなかった」が 42.5％と

最も高く、次いで、「友人・知人に相談した」の 33.6％、「家族に相談した」の 27.4％の順となっている。 

 

 

  

86.6%(387)

93.3%(417)

96.2%(430)

80.8%(361)

96.0%(429)

72.9%(326)

65.8%(294)

70.7%(316)

65.3%(292)

71.6%(320)

85.5%(382)

80.5%(360)

78.3%(350)

91.7%(410)

79.6%(356)

2.2%(10)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

平手で打つ

足でける

身体を傷つける可能性のある物でなぐる

なぐるふりをして、おどす

刃物を突きつけて、おどす

大声でどなる

他の異性と話をすることや会うことを妨害する

家族や友人と話をすることや会うことを妨害する

長時間無視する

交友関係や行き先、電話・メールなどを細かく監視する

「誰のおかげで生活できているんだ」など言葉でおどす

家計に必要な生活費を渡さない

外出を制限する

いやがっているのに性的な行為を強要する

避妊に協力しない

無回答

■一般（N＝447）

27.4%(40)

33.6%(49)

9.6%(14)

5.5%(8)

5.5%(8)

0.7%(1)

2.7%(4)

2.1%(3)

42.5%(62)

2.7%(4)

7.5%(11)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

家族に相談した

友人・知人に相談した

行政機関などに相談した

警察に連絡・相談した

弁護士に相談した

保健所・保健センターに相談した

病院などの医療機関に相談した（医師など）

民間のカウンセリングルームに相談した

どこ（だれ）にも相談しなかった

その他

無回答

■一般（n＝146）
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【暴力を相談しない理由について】（一般） 

配偶者等からの暴力（ＤＶ）を相談しない理由については、「相談するほどのことではないと思ったか

ら」が 53.2％と最も高く、次いで、「自分にも悪いところがあると思ったから」の 29.0％、「個人的なこ

とだから、人に相談せずに自分で解決しようと思ったから」の 27.4％の順となっている。 

 

 

 

 

 

8.1%(5)

8.1%(5)

19.4%(12)

19.4%(12)

3.2%(2)

1.6%(1)

1.6%(1)

21.0%(13)

29.0%(18)

27.4%(17)

0.0%(0)

8.1%(5)

6.5%(4)

3.2%(2)

3.2%(2)

9.7%(6)

53.2%(33)

0.0%(0)

1.6%(1)

9.7%(6)

1.6%(1)

0% 20% 40% 60% 80% 100%

どこ（だれ）に相談してよいのか分からなかったから

相談する人が近くにいなかったから

恥ずかしくてだれにも言えなかったから

相談してもむだだと思ったから

相談したことがわかると、仕返しを受けたり、もっとひどい暴力を受ける

と思ったから

相手に「誰にも言うな」とおどされたから

子どもに危害が及ぶと思ったから

自分さえがまんすれば、なんとかこのままやっていけると思ったから

自分にも悪いところがあると思ったから

個人的なことだから、人に相談せずに自分で解決しようと思ったから

相談先の担当者の言動により不快な思いをすると思ったから

世間体が悪いから

相談した相手を巻き込みたくなかったから

相談したいと思っている相手に知られると、これまでの付き合い（仕事や

学校などの人間関係）ができなくなると思ったから

相手の行為は愛情の表現だと思ったから

そのことについて思い出したくなかったから

相談するほどのことではないと思ったから

家族だからがまんするよう言われるのではないかと思ったから

相談することによって自分の望まない結果になるのではと思ったから（離

婚・別居など）

その他

無回答

■一般（n＝62）
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